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序 文

財団法人千葉県教育振興財団(財団法人千葉県文化財センターか

ら平成17年9月1日付で名称変更)は埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想、のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡、の発掘調査を実施し，その成果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，財団法人千葉県教育振興財団調査報告第546集として，

国土交通省の首都圏中央連絡自動車道建設事業に伴って実施した木

更津市内屋敷遺跡(1 )・(2 )の発掘調査報告書を刊行する運びと

なりました。

この調査では，縄文時代の遺物・遺構や，古墳時代の竪穴住居跡

が発見されるなど この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られ

ております。

刊行にあたり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表しま

す。

平成18年3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長佐藤健太郎



凡 例

1 本書は，国土交通省による首都圏中央連絡自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は下記の通りである。

内屋敷遺跡 (1) 木更津市茅野字上ノ台787 ほか (遺跡コード 206-031-1) 

内屋敷遺跡 (2) 木更津市茅野字百目木823-1 ほか (遺跡コード 206-031-2) 

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，国土交通省関東地方整備局の委託を受け，財団法人千葉県文

化財センター(平成17年9月1日付で財団法人千葉県教育振興財団と名称変更)が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の経緯と組織・担当者は第 1章に記載した。

5 本報告書の執筆・編集は，内屋敷遺跡 (1)を主席研究員兼室長 相京邦彦が，内屋敷遺跡 (2)を上席研

究員 小高春雄，上席研究員麻生正信，上席研究員石川誠が担当し，全体を相京邦彦が編集した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，木更津市教育委員会，国

土交通省関東地方整備局の御指導・御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1/50.000地形図「姉崎」 (NI -54 -19 -16) 

第2図 国土地理院発行 1/25，000地形図「上総横田J (NI-54-19-16-4) 

第3図木更津市 1 / 2，500図59 IX -LE 35 -3 

8 周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による昭和42年に撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位はすべて座標北である。測量値は日本測地系を使用した。

10 本書で使用した遺構番号は原則的には調査時のものを使用したが，遺構を示す略称を使用して記載し

た。

11 遺物の色調については，農林水産省・ (財)日本色彩研究所監修，日本色研事業株式会社発行「新版

標準土色帖J1988年に掲載の用語を使用した。

12 本書で使用した遺構の略称は以下のとおりである。

S 1 :竪穴住居跡、 SK:士坑 SM:古墳(跡) SH:ピット SD:溝

13 本書で使用した遺物出土状況の凡例は以下のとおりである

・:土器 0:土製品 企:石器 ム:石製品 ・:金属製品

23 接合したが実測
できなかったもの 23 

接合したが実測
できなかったもの
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図版14 1 ASI一050 銅鍛出土状況

2 ASI -051 全景

3 ASI -054 全景

図版15 1 ASI -055 全景

2 ASI-057 全景

3 A区66R-06 遺物出土状況火打金



図版16 1 ASK-009全景

2 ASK-010全景

3 ASK -011全景

4 ASK-012遺物出土状況

5 ASK -012全景

6 ASK -013 全景

7 66R -14 遺物出土状況

図版17 1 65R -73 鉄板状鉄製品出土状況

2 65R -73 鉄板状鉄製品出土状況

3 下層土層断面 650-99

4 下層土層断面 66R-99

図版18 1 BSI-001・003 全景

2 BSI -002 全景

3 BSI一002 遺物出土状況

図版19 1 BSI -003 全景

2 BSI -004 全景

3 BSI -004 遺物出土状況

図版20 1 BSI -009 全景

2 BSI -010 全景

3 BSI -011 全景

図版21 1 BSI -012 全景

2 65Q-66Qグリッドゃ周辺遺構

図版22 1 BSI-012 骨粉検出状況

2 BSI一012 骨粉検出状況

3 BSK-002 全景

4 BSK-003 全景

5 BSK-005 全景

6 BSK-005 土層断面

内屋敷遺跡(2 ) 

図版23 1 A区調査前近景

2 B区調査前近景

3 A区調査終了後全景

図版24 1 ASI -002 全景

2 ASI -005 全景

3 ASI-005 遺物出土状況

4 ASI -005 炭化物検出状況

図版25 1 ASI-011 全景

2 BSI -023 全景

3 ASD-021 全景

図版26 1 ASK-009 全景

2 ASK一010 全景

3 ASK -017 全景

4 ASK-018 全景

5 66H-13 下層土層断面

6 66J -17 下層土層断面

図版27 1 BSM -003 全景

2 ASM-006 全景

3 B区調査終了後全景

図版28 1 茅野3号墳近景

2 茅野3号墳 (ASD-024)

3 ASD-024 全景

図版29 1 B区調査終了後全景

2 B区調査終了後全景

3 ASS-004 全景

内屋敷遺跡(1 ) 

図版30 ASI-001 

図版31 ASI -001・002・004・007

図版32 ASI-007・010---013

図版33 ASI-013 

図版34 ASI -013・015

図版35 ASI-015・020・022

図版36 ASI-023・024・026・031

図版37 ASI-032 

図版38 ASI-032・033

図版39 ASI -033---037 

図版40 ASI -037 ---040・042

図版41 ASI -042---044 

図版42 ASI -044 -049・051-ASK -012 -BSI -001 

図版43 BSI -001---004・010

図版44 グリッド出土遺物

図版45 縄文土器・弥生土器

図版46 弥生土器



図版47 弥生土器 内屋敷遺跡(2 ) 

図版48 弥生土器 図版53 SI -002・005.ASK -007. BSM -003・

図版49 古式土師器・須恵器・銭貨 ASM-006・66P-38・T4.T6.T8

図版50 土製品・石製品・石器 図版54 縄文土器・弥生土器

図版51 石製品・鉄板状鉄製品 図版55 瓦・石器

図版52 鉄製品



第 1章はじめに

第1節調査の概要

1 調査の経緯

首都圏中央連絡自動車道(圏央道)は，都心から半径およそ40km~60kmの位置に計画された総延長約

300kmに及ぶ環状の自動車専用道路である。千葉県内は，平成9年に開通した東京湾アクアラインで神奈川

県と繋がり，房総半島を横断して太平洋側の茂原市に至り，東上総の台地を北上し，山武地域へと繋がっ

ていく 。この路線のうち，袖ケ浦市から木更津市の区間がまず事業化された。用地内には数多くの遺跡が

所在することから，その取扱いについて，千葉県教育委員会と国土交通省・日本道路公団(現東日本高速

道路株式会社)との間で慎重な協議が重ねられた。その結果，現状保存が困難な部分については，やむを

得ず発掘調査による記録保存の措置を講ずることとなった。木更津]CTから約25kmの区間は日本道路公

団(現東日本高速道路株式会社)が事業主体となり，財団法人君津郡市文化財センターが発掘調査を実施

し，それより東の区間については国土交通省が事業主体となり，財団法人千葉県教育振興財団が発掘調査

を実施することとなった。

2 調査の経過

今回報告する内屋敷遺跡 (1)及び内屋敷遺跡 (2) は，遺跡としては同一遺跡であるが，地点を異にす

るために (1) ・(2) を付して区別した。発掘調査は，平成15年度及び平成16年度に実施され，これらの

成果をもとに平成16・17年度に整理作業を実施し報告書の刊行となったものである。

発掘調査及び整理作業と事業内容，担当職員は以下のとおりである。

内屋敷遺跡 (1)

O発掘調査

調査期間 平成15年4月1日~平成15年10月31日

調査場所 木更津市茅野字上ノ台756 ほか

調査の対象 確認調査 上層 218rrl / 1.980ぱ

下層 40rrl / 1，980rrl 

本調査 上層 1，684rrl / 1.980ぱ

検出遺構 縄文時代陥穴7基，炉穴1基

弥生時代後期竪穴住居跡8軒

古墳時代竪穴住居跡57軒，土坑1基

担 当 南部調査事務所所長鈴木定明 担当職員上席研究員麻生正信研究員鶴岡健

O発掘調査

調査期間 平成16年4月1日~平成16年4月30日

調査場所 木更津市茅野字上ノ台756 ほか

調査の対象 本調査 上層 670rrl / 670rrl 
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確認調査 下層 20ぱ / 670ぱ

検出遺構 縄文時代土坑1基

弥生時代後期竪穴住居跡l軒

古墳時代竪穴住居跡6軒，土坑4基

担 当 南部調査事務所所長高田博 担当職員副所長兼主席研究員 土屋治雄

内屋敷遺跡 (2)

O発掘調査

調査期間

調査場所

平成15年4月1日~平成15年6月30日

木更津市茅野字百目木823-1 ほか

調査の対象 確認調査 上層 275m / 2，750ぱ

下層 158ぱ / 2，750m 

本調査 上層 1，825ぱ / 2，750ぱ

検出遺構 旧石器時代遺物集中地点 1か所

弥生時代後期竪穴住居跡5軒，方形周溝墓1基

古墳時代古墳周溝3基

中・近世溝状遺構 l条

担 当 南部調査事務所所長鈴木定明 担当職員上席研究員地引尚幸

内屋敷遺跡(1)・ (2)

O整理作業

調査期間

内容

平成16年10月1日~平成17年3月31日

水洗・注記から復元・分類の一部まで

担 当 南部調査事務所所長 高田博 担当職員主席研究員兼室長 相京邦彦

調査期間

内容

担当

平成17年4月1日~平成17年9月31日

復元・分類の一部から報告書刊行

南部調査事務所所長高田博 担当職員主席研究員兼室長 相京邦彦

上席研究員 小高春雄上席研究員 麻生正信 上席研究員石川誠

第2節遺跡の位置と環境

1 遺跡周辺の地形 (第1. 2図)

内屋敷遺跡(1)及び内屋敷遺跡 (2) 1)は， J R久留里線下郡駅から北東方向に約 1km，標高約50mの

小植川東岸の沖積段正上に立地している。小植川の支流である七曲川水系に属し，段正の西側には旧小植

川が，南側には七曲川が流れ，北側には武田川から分流する清水川が流れている。

小植川は，房総丘陵中央部の清澄山系にその源を発し，蛇行を繰り返しながら北流し，内屋敷遺跡

(1) ・(2)の所在する本地域から約3kmほど下流の袖ヶ浦市根岸・ 百目木付近で大きく西に流路を変え，

袖ヶ浦市域を経て東京湾へと流入している。

ワ
臼



M
 

(coo-。凶¥円)函岨4己な撞姻図同様



内屋敷遺跡の所在する本地域は，小植川が形成した沖積低地を挟んで、段正が発達している。段丘は標高

を次第に増し，左岸に木更津台地，右岸は木更津市東部から市原市域へと延びる上総丘陵へと続き，総じ

て標高100mを越える急峻な山地状の地形を形成している。 右岸下流域の広大な沖積低地 の北側は低地と

の比高も少なく，平坦部が比較的広い袖ヶ浦台地が形成されている。 また， 台地縁辺には中小河川によっ

て開析された小支谷が樹枝状に入札複雑な景観を呈している。

このような地理的状況は，流域における遺跡の展開にも大きく影響を与えており，沖積低地 ・段丘上か

ら台地上にかけて数多くの遺跡が所在している。 特に流域に接した段E上や台地上には多数の古墳群が形

成されていることも特徴の一 つである。 内屋敷遺跡はこのような地理的環境のなかに所在している。

2 周辺の遺跡(第2図，表1) 

小植川左岸の段丘面の遺跡からみると，沢間 1遺跡・沢間 2遺跡2)の南に山王台遺跡，石塚古墳群，石

第1表周辺遺跡一覧

遺 跡 概 要
分布地図 遺跡名 市

時 代 遺 構

A 374 内屋敷遺跡(1) 木更津市 弥生(後)，古墳(前・中)，奈良・平安

B 374 内屋敷遺跡(2) 木更津市 純文，古境(前・後)

C 410 茅野古墳群 木更津市 古墳

l 374 内屋敷遺跡 木更津市 縄文，弥生(中・後)，古里貰(前・中)，奈良・平安

2 412 丹過遺跡 木更津市 縄文，弥生(中・後)，古墳(前・中)，奈良・平安 住居跡，掘立柱建物跡，土坑，溝

3 341 沢問遺跡 木更津市 縄文(中・晩)，弥生(後)，古境(後)，平安

4 340 沢間l遺跡 木更津市 古墳，奈良・平安 住居跡、，i茸，掘立柱建物跡，畠跡

5 340 沢問2遺跡 木更津市 中・近世 溝， ピ、ノト

6 333 重二台古噴群 木更津市 古境

7 337 重ニ台遺跡 木更津市 縄文(早)，古墳，奈良・平安

8 336 上根岸館跡 木更津市 中近世 館跡，土塁， 堀

9 338 根岸古墳群 木更津市 古墳 古墳

10 338 根岸小委遺跡 木更津市 弥生，古墳 方形周溝墓，住居跡

11 367 真里谷廃寺跡 木更津市 奈良・平安

12 339 石塚古墳群 木更津市 古噴 円墳2基

13 339 石塚塚群 木更津市 中近世

14 436 山王台遺跡 木更津市 縄文(早)，弥生(中)，奈良・平安
住居跡，掘立柱建物跡，方形周溝墓，1茸，
土坑，柵列，道路跡

15 437 上ノ山遺跡 木更津市 縄文(早・中・後)，古墳(後) 炉穴，土坑

16 438 門田遺跡 木更津市 古墳，中世 i帯

17 355 土器崎遺跡 木更津市 奈良・平安

18 349 市場台遺跡 木更津市 縄文，弥生，奈良・平安

19 351 滝台遺跡 木更津市 縄文，弥生， 奈良・平安

20 352 滝台古墳群 木更津市 古墳

21 354 滝台塚 木更津市 中近世

22 320 上ノ台遺跡 木更津市 縄文(早・前・中・後)，弥生，古墳

23 489 根岸根遺跡 袖ヶ浦市 縄文，古墳 古墳，住居跡

24 456 寺ノ台遺跡 君津市 縄文(早)，弥生

25 452 ニ箇遺跡 木更津市 古墳(前) i葺，土器集積， 土坑

26 45 二箇遺跡 袖ヶj南市 旧石器，縄文(後)，弥生(後)，古墳，中世

27 181 田丸遺跡 袖ヶ浦市 古墳(前・中)， 奈良・平安

28 247 下根岸台遺跡 袖ヶ浦市 弥生，古墳(前)

29 348 川名上原遺跡 木更津市 弥生

30 359 南台ノ前遺跡 木更津市 古墳(前・後)，奈良・平安

31 371 代畑遺跡 木更津市 弥生，奈良・平安

32 391 御所台遺跡 木更津市 縄文，弥生，古墳

33 454 寺屋敷遺跡 君津市 弥生(後)

分布地図番号は「千葉県遺跡、分布地図」
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第2図周辺の遺跡分布図 (1125，000)
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塚塚群，南西に上ノ山遺跡，さらにその上流域に門田遺跡，土器崎遺跡が続く 。山王台遺跡は弥生時代中

期の方形周溝墓群，奈良時代の竪穴住居跡，平安時代の掘立柱建物跡，溝状遺構などが発見されている3九

上ノ山遺跡は縄文時代早期末葉の炉穴のほか旧石器時代，古墳時代，中近世の遺物が発見されている。旧

石器時代では散在的ではあるが，石核・焼礁が出土しており，低位の段丘上に早くから人々の活動が及ん

でいたことを示している。古墳時代では初期須恵器の特徴を備えた長頚壷が出土していることも注目され

る九 門田遺跡では古墳時代の遺物包含層が確認され，周辺に集落の存在が想定されている九 また，土器

崎遺跡では縄文時代の朱塗りの櫛が発見されている九

上ノ山遺跡の南に続く台地上には縄文時代，弥生時代，奈良・平安時代の遺物包蔵地として市場台遺跡，

滝台遺跡，さらにその北西奥部に赤坂台遺跡，上ノ台遺跡，熊野台遺跡(田川遺跡群第1・2地点)が存在

する。赤坂台遺跡では大浦式・平坂式など撚糸文終末期の土器や三戸式・田戸下層式土器など沈線文系土

器群が多数出土しており，特に撚糸文終末期の無文土器の存在は炉穴の出現期を探る上で興味深い遺跡で

ある 8)。他に縄文時代早期の炉穴や磯群，古墳時代前期の集落跡や方形周溝墓が調査された熊野台遺跡が

あるめ。

一方左岸下流域では根岸根遺跡，重常遺跡がある。根岸根遺跡は古墳時代の竪穴住居跡，円墳周溝墓，

平安時代の掘立柱建物跡，道路状遺構，中世から近世のビットや溝状遺構のほか弥生時代後期の土器片な

どが発見され，弥生時代後期から定住的な集落が営まれたことが知られているl九 沢間2遺跡の西側台地

上には重三台遺跡や根岸古墳群・根岸小妻遺跡，小支谷を挟んだ西側の台地上には大竹古墳群，大竹遺跡

群や林・上宮田台遺跡など集落跡や古墳群が密集している。根岸古墳群・根岸小妻遺跡、では円墳14基，方

墳2基のほか，盛土の整った弥生時代中期の方形周溝墓，弥生時代後期から古墳時代中期の集落跡が発見

されている11)。大竹遺跡群では，縄文時代から奈良・平安時代に至る各時代で集落或いは墓域が形成され

ている。中でも向神納里遺跡は総数140基を越える弥生時代中期から後期の方形周溝墓群が形成された遺

跡として著名である。同期のまとまった集落は発見されていないが 小数ながら竪穴住居跡が検出され

た筑田遺跡や二又堀遺跡，土器片を多く出土した内出原，尾畑台の各遺跡との有機的な関係が指摘され

ている。時代は前後するが縄文時代では中期から後期の集落が米国 三ッ田台 向神納里遺跡などで確認

されている。弥生時代後期から古墳時代では尾畑台， 二又堀， 三ッ田台遺跡で集落が形成され，古墳群の

ほか竪穴住居跡の密集度が最も高くなる時期である。二又堀遺跡では竪穴住居跡から重圏文鏡が出土して

いる。次の奈良・平安時代には骨蔵器を伴う火葬墓や方形区画墓が二又堀遺跡，向神納里遺跡，然田遺跡

等で造営されている 12.13凶。

小橿川右岸下流域では，内屋敷遺跡の北東約2.3凶には8世紀後半以降の寺院跡と考えられる真里谷廃寺

跡が所在する。沢間1遺跡から北約3kmの沖積低地に三箇遺跡群が，さらにその北東側に接する台地上には

荒久遺跡ほか多くの包蔵地が存在する。三箇遺跡群では，遺構の検出例は少ないものの縄文時代から中・

近世に及ぶ土器，陶磁器類が広範に散布することで知られている日)。荒久遺跡は旧石器時代から中世に及

ぶ複合遺跡で，弥生時代中期未から後期初頭にはガラス小玉，銅釧等を副葬品とする方形周溝墓群が濃密

な分布を示す。また中世では，掘立柱建物跡，溝，地下式坑等の遺構や党字の記された地鎮祭把関連の埋

納土器，陶磁器類，銭貨，鉄j宰等豊富な遺物類の検討及び隣接する寺院・延命寺との関連から，推定鎌倉

街道に面した居住域と作業場や貯蔵区域で構成された「門前に開けた宿」という景観が想定されている 16)。

本地域で特記すべき遺跡として丹過遺跡mが上げられる。丹過遺跡は，昭和62年から平成2年にかけて，
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土地改良事業に伴い，遺跡のほほ全域にわたる127，OOOrriについて確認調査が行われ，弥生時代後期から

古墳時代前期の竪穴住居跡と奈良時代の溝や士坑とともに奈良時代の畿内産土師器や東海産須恵器が確認

された。平成14年と平成15年には首都圏中央連絡自動車道(圏央道)の建設に伴い(財)千葉県教育振興

財団が調査を実施した。古墳時代終末期から奈良時代の整然と立ち並ぶ掘立柱建物跡群は官街遺跡の可能

性が高いと判断され，調査終了後に盛土して保存することになった。

注

1 r千葉県木更津市一山王台遺跡・内屋敷遺跡一市道145号線改良工事に伴う埋蔵文化財調査-j (財)君津郡
市文化財センター 2000 

『平成12年度 木更津市内遺跡発掘調査報告書真武根陣屋跡 中越遺跡 内屋敷遺跡j木更津市教育委員

会 2001

『君津郡市文化財センタ一年報No.l9一平成12年度一内屋敷遺跡(茅野古墳群).1 (財)君津郡市文化財センタ

ー 2002

『君津郡市文化財センタ一年報No.21一平成14年度一茅野l号墳j(財)君津郡市文化財センター 2003

『千葉県文化財センタ一年報NO.29 平成15年度.1 (財)千葉県文化財センター 2005 

『千葉県文化財センタ一年報NO.30 平成16年度.1 (財)千葉県文化財センター 2005 

2 r首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書2 木更津市沢間1.沢間2遺跡-.1 (財)千葉県文化財セン
ター 2005 

3 r君津郡市文化財センタ一年報NO.7一昭和63年度-.1 (財)君津郡市文化財センター 1989 
4 r君津郡市文化財センタ一年報No.l4一平成7年度-.1 (財)君津郡市文化財センター 1997 
5 r千葉県木更津市上ノ山遺跡j(財)君津郡市文化財センター1988
6 r一般県道長浦上総線 (木更津市下郡)埋蔵文化財調査報告書一木吏津市門田遺跡・和田内遺跡-.1 (財)千
葉県文化財センター 1999 

7 平成15年度に当センターが実施した県道改良事業に伴う調査において出土した。

8 r千葉県木更津市赤坂台遺跡送電線建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告書j(財)君津郡市文化財センター
1999 

9 r田川遺跡群 千葉県木更津市田川遺跡群発掘調査報告書J田川遺跡群発掘調査会 1980 
10 r袖ヶ浦市根岸根遺跡一一般県道長浦上総線県単道路改良事業埋蔵文化財調査報告書-.1 (財)千葉県文化財
センター 1999 

11 r木更津市根岸古墳群・根岸小委遺跡現地説明会資料.1 (財)千葉県文化財センター 2003 
12 r大竹遺跡群発掘調査報告書 I 筑田・ 三ッ田台遺跡・大竹古墳群.1 (財)君津郡市文化財センター 1990 
13 r大竹遺跡群発掘調査報告書E 二又堀遺跡・大竹古墳群j(財)君津郡市文化財センター 1993 
14 r大竹遺跡群発掘調査報告書W 向神納里遺跡・上南原遺跡・狐谷遺跡・大竹古墳群.1 (財)君津郡市文化財
センター 1995 

15 r一千葉県袖ヶ浦市一三箇遺跡群I.!(財)君津郡市文化財センター 1986 
『一千葉県袖ヶ浦市一三箇遺跡群 IIJ (財)君津郡市文化財センター 1985 

『 千葉県袖ヶ浦市一三箇遺跡群mJ (財)君津郡市文化財センター 1987 
『一千葉県袖ヶ浦市一三箇遺跡群N.I(財)君津郡市文化財センター 1988 

16 r袖ヶ浦市荒久遺跡 (2) 一主要地方道千葉鴨川線埋蔵文化財調査報告書2-J (財)千葉県文化財センター
1998 

『一般国道410号埋蔵文化財調査報告書一袖ヶ浦市荒久(1)遺跡・ 三箇遺跡-.1 (財)千葉県文化財センター

1999 

17 r千葉県文化財センタ一年報NO.28 平成14年度.1 (財)千葉県文化財センター 2004 

-7-



_.// 

>. 1 

η'1。川仁

J
 

¥
 

門
〆
』
¥跡
.
遺
・
敷屋内

~ 
ごとと対-メ

jや:
bロ己
者不可、y

調査範囲と周辺地形 (112.500) 

-8-
第3図



第3節調査の概要

1 調査の方法

調査に先立ち千葉県埋蔵文化財分布地図に掲載されている内屋敷遺跡全域が包括されるように， 一辺20

mのグリッドを設定し，このグリッドに基づき今回の調査範囲にもグリッドを設定した。この20mx 20m 

のグリッドを大グリッドとして，北側から南側にむかつて1・2・3，西側から東側に向かつてアルファベ

ットでF・G.Hのように命名し大グリッドを設定した。さらに，この大グリッド内に一辺2mx2mの小

グリッドを，西端を00として00~99までの小グリッドを 100個設定し，遺構の図示および出土遺物の記録

に使用した。

2 基本層序(第4・7図，図版17)

上層及び下層の確認調査の結果から判明した調査区内の基本層序は以下の通りである

E 層明褐色土 赤色スコリアを含み，全体に赤味がかる

W 層褐色土 赤色スコリア，黒色スコリアが含まれ，暗緑色スコリアを含む

VI 層 明黄褐色土 AT層が帯状に入札赤色・黒色緑色スコリアが僅かに含まれる

四層褐色土 やや粘性，第E黒色帯と思われる

区 a層 褐色~暗褐色土第E黒色帯下部に相当と思われる

IXb層灰黄褐色土 粘質土，暗褐色土の粘質土，黒色・赤色・緑色スコリアを含む

医 c層灰黄褐色土

X 層灰褐色土

粘質土，赤色スコリア・黒色スコリアを含む

粘質土，粘性は弱まる，暗褐色土を若干含む

-ーー一一一 ー-・

第4図基本層序
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第2表内屋敷遺跡(1) 遺構一覧 ※.残存長 :不明・計測不可

事専 区遺構番号 グリッド 時期 竃・炉 牙5 遺物 主軸
東西長 南北長 深き
ロ1 π1 π1 

I 8 A SI 001 66 R 89 古境前期 炉 隅丸方形 多い，貯蔵穴から出土 N-50'-W 5.4 5.5 0.1 

2 9 A SI 002 66 S 61 古墳前期 炉 隅丸方形 N-35'-W 4.6 ※ 4.6 0.1 

3 10 A SI 004 65 S 86 古漬前期 :炉 小平リ形 N-59'-W ※ 3.5 4.0 

4 11 A SI 005 65 5 75 古墳前期 ? 隅丸方形 実測遺物なし ※ 3.0 4.0 0.25 

5 11 A SI 006 65 S 74 古墳前期 ? 隅丸方形 実i則遺物なし ※ 2.0 ※1.0 0.18 

6 12 A SI 007 65 S 74 古墳前期 ? 隅丸方形 N-32'-E 6.0 ※ 5.7 0.6 

7 11 A SI 008 65 S 84 古墳前期 フ 隅丸方形 実iJ!IJ遺物なし ※1.1 ※ 0.9 

8 11 A SI 009 65 S 94 古墳前期 ? 隅丸方形 実iJ!IJ遺物なし ※ 3.65 ※ 2.0 0.05 

9 13 A SI 010 66 S 83 古墳前期 炉 隅丸方形 N-64'-E 6.5 5.95 0.75 

10 14 A SI 011 66 S 03 古墳前期 ? 隅丸方形 N-39'-W 4.1 ※ 3.1 0.2 

11 14 A SI 012 66 S 21 弥生後期 ? 隅丸方形 N-34'-W ※ 4.5 5.3 0.25 

12 15 A SI 013 65 S 90 古墳中期 炉 隅丸方形 N-18'-E 6.4 6.6 0.3 

13 16 A SI 014 65 R 76 古墳前期 ? 方形 実ilU遺物なし N-37'-E ※ 5.0 ※ 5.1 0.25 

14 17 A SI 015 66 R 09 古境前期 炉 隅丸方形 N-2 '-E 5.4 5.5 0.1 

15 12 A SI 016 65 S 64 古墳中期 ? 実illJj置物なし ※ 2.8 ※ 1.2 

16 12 A SI 017 65 S 63 古墳中期 ? 実ilUi宜物なし ※ 2.5 ※ 2.2 

17 18 A SI 018 65 S 71 古墳中期 ? 方形 実illJ遺物なし 5.5 ※1.8 0.25 

18 18 A SI 019 65 S 61 古墳中期 つ 方形 実測遺物なし ※ 2.7 ※1.1 0.6 

19 18 A SI 020 65 R 79 古墳中期 ? 方形? ※ 4.6 ※ 3.3 0.65 

20 19 A SI 022 67 R 07 古墳前期 ? 方形 N-29'-E 5.35 5.3 0.25 

21 20 A SI 023 67 R 94 古墳後期 カマド 方形 N-22'-E ※ 1.0 ※ 3.8 0.5 

22 21 A SI 024 66 R 84 古墳前期 炉 N-35'-E ※ 4.7 5.6 0.2 

23 22 A SI 025 66 R 71 古墳前期 ? ※ 3.8 0.2 

24 23 A SI 026 66 R 61 古墳中期 ? 方形
覆土から奈良・平安時

N-28'-E ※ 4.75 ※ 3.0 0.25 
代の杯形土器出土

25 24 A SI 027 66 R 76 古墳前期 炉 隅丸方形 N-66'-W ※ 2.0 ※ 6.0 0.1 

26 25 A SI 028 66 R 08 弥生後期 炉 楕円形 N-2' -E 4.9 4.3 0.15 

27 26 A SI 030 66 R 59 古墳後期 カマド 方形 N-7'-W 3.6 3.8 0.2 

28 27 A SI 031 66 R 65 弥生後期 炉 楕円形 N-2' -E ※ 5.8 5.0 0.4 

29 28 A SI 032 65 R 86 古墳前期 炉 方形
須恵器，奈良・平安時

N-50'-W 6.6 6.45 0.5 
代の杯形土器出土

30 29 A SI 033 65 R 94 古墳中期 炉 方形 N-12'-W 6.6 6.7 0.25 

31 24 A SI 034 66 R 86 古墳前期 ? 方形
覆土から奈良・平安時

※ 4.0 ※ 2.0 0.1 
代の杯形土器出土

32 30 A SI 035 66 Q 69 弥生後期 炉 精円形 N-19'-W ※ 5.1 ※ 4.9 0.25 

33 31 A SI 036 66 R 44 古墳前期 炉 方形 ※ 4.7 7.1 0.3 

34 32 A SI 037 66 R 32 古墳後期 カマド 方形 ※ 5.6 5.3 0.3 

35 30 A SI 038 66 Q 89 古墳前期 炉? 方形 N-14'-E 4.4 ※ 4.0 0.5 

36 33 A SI 039 66 R 81 弥生後期 炉 椅円形 N-22'-E ※ 2.4 ※ 4.9 0.2 

37 34 A SI 040 66 R 157 古墳前期 炉 隅丸方形 N-30'-E ※ 4.65 5.3 0.2 

38 35 A SI 041 66 R 165 弥生後期 炉 楕円形 実測遺物なし N-19'-E 5.6 5.0 0.2 

39 31 A SI 042 66 R 123 古墳前期 炉 方形 N-71'-W ※ 5.3 6.0 0.25 

40 36 A SI 043 66 R 101 古墳中期 炉? 方形 N-13'-E 5.1 ※1.7 0.15 

41 37 A SI 044 66 R 136 古漬前期 炉 隅丸方形 N-88'-E ※1.7 4.0 

42 37 A SI 045 66 R 146 弥生後期 隅丸方形 ※ 5.1 4.25 

43 36 A SI 046 66 R 121 古墳中期 ? 方形 実ilU造物なし N-24'-E 4.7 ※1.1 0.2 

44 38 A SI 047 66 R 146 弥生後期 炉 楕円形 N-4'-E ※1.4 3.7 

45 39 A SI 048 66 R 122 古境前期 炉 方形 実調IJ遺物なし N-67'-W ※ 5.4 6.1 0.2 

46 40 A SI 049 66 R 1 12 古墳前期 炉 隅丸方形 N-20'-W 3.5 3.2 0.3 

47 40 A SI 050 66 R 123 古墳前期 炉 楕円形 銅銀出土 N-19'-W ※ 5.1 ※ 3.5 0.2 

48 41 A SI 051 65 R 182 古墳後期 方形 須恵器1片出土 N-38'-E ※ 3.5 ※1.9 0.35 

49 42 A SI 052 65 R 174 古墳前期 ? 方形 実:則違物なし N-22'-E ※ 3.0 ※ 4.0 0.2 

50 43 A SI 054 67 S 140 弥生後期 炉? 楕円形 N-45'-E ※ 5.0 ※ 2.0 0.35 

51 44 A SI 055 67 R 103 古墳前期 炉? 楕円形 ※ 2.1 ※ 4.7 0.05 

52 44 A SI 056 67 R 102 古墳前期 炉? ? 実測遺物なし ※ 2.0 ※1.1 0.05 

53 45 A SI 057 67 Q 118 古墳前期 炉フ 方形 小玉2点 N-12'-E ※ 2.4 ※ 2.2 0.1 

56 19 A SK 007 66 R 105 中・近世 長方形

57 46 A SK 009 661 R 75 縄文 陥穴 実測遺物なし 1.65 0.46 0.6 
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※:残存長一不明・計測l不可

喜望 区遺構番号 グリッド 時期 竃-炉 青三 造物 主軸
東西長 南北長 深さ
π1 ロ1 汀1

58 46 A SK 010 65 S 77 縄文 陥穴 実islJ遺物なし 1.8 0.5 1.0 

59 46 A SK 011 66 R 48 縄文 陥穴 実islJ遺物なし 1.9 0.47 0.85 

60 46 A SK 012 66 S 90 古墳前期 円形 1.45 1.25 0.35 

61 46 A SK 013 65 R 73 縄文 陥穴 ※ 0.65 0.35 0.9 

62 46 A SK 014 67 Q 09 不明 円形土坑 0.75 0.7 0.6 

63 46 A SK 015 67 Q 18 不明 円形土坑 0.75 0.8 0.45 

64 47 A ピット群 66 R 51 不明 ※ 4.4 ※ 2.7 

65 48 B S1 001 65 Q 99 古墳前期 炉 方形 N-6 '-E 7.15 7.1 0.2 

66 50 B S1 002 66 Q 32 古境中期 カマド 方形
須恵器出土，石製首

N-56'-W 6.35 6.3 0.2 
飾り出土

67 48 B SI 003 65 Q 88 古墳前期 炉 方形 N-25'-E 3.75 3.5 0.2 

68 52 B S1 004 66 Q 03 古境前期 炉 方形 鉄鍛出土 N-19'-E 4.4 4.6 0.25 

69 53 B S1 005 65 Q 93 古墳前期 ? 方形 N-7'-W 4.6 ※1.3 

70 53 B S1 006 66 Q 02 古墳目1)期 ? 方形 遺物少 ※ 2.2 ※ 0.6 0.2 

71 53 B S1 007 66 Q 02 古噴中期 ? 方形 ※1.9 ※ 0.8 0.2 

72 54 B S1 008 66 Q 75 古墳前期 炉 方形 遺物少 !¥-16'-W ※ 7.0 ※ 6.6 

73 55 B S1 009 65 Q 83 古墳前期 炉? 不明 北 ※ 3.2 ※ 2.85 0.05 

74 53 B SI 010 66 Q 10 古噴前期 ? 方形 N-45'-W ※ 2.7 ※ 0.8 

75 56 B SI 011 65 Q 86 古墳前期 炉 隅丸方形 N-4 '-E ※ 3.8 ※ 3.5 0.2 

76 57 B S1 012 65 Q 84 古墳前期 ? 方形 遺物極少，実iUI.ほし N-25'-E 4.25 ※ 3.5 0.05 

77 58 B SK 002 66 Q 46 縄文 陥穴 遺物実islJなし 1.75 0.6 0.75 

78 58 B SK 003 66 Q 61 縄文 陥穴 ※1.6 0.45 0.4 

79 52 B SK 004 66 Q 02 不明 土坑 2.6 1.05 0.1 

80 58 B SK 005 66 Q 08 縄文 陥穴 1.65 0.75 0.8 

81 58 B SK 006 66 Q 41 縄文 炉穴 ※ 0.8 0.6 0.2 

82 A SD 002 67 R 88 近世 1茸

83 A SD 003 66 R 79 近世 T葺

84 B SD 001 65 Q 79 近世 I茸

85 B SD 002 66 Q 65 近世 i誇

86 B SD 003 66 Q 63 近世 1梓

87 B SD 004 66 Q 84 近世 1革

88 B SD 006 65 Q 83 近世 1草
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第2章内屋敷遺跡 (1)

第1節調査の概要と方法(第3・5図)

平成15年度は，上層の確認調査を，平成15年4月1日から 4月30日まで実施し，古墳時代の竪穴住居跡

26軒と中・近世と思われる溝状遺構2条を検出した。確認調査の結果から，対象面積1.980ぱのうち， 1.680 

ぱの本調査が必要となったため，引き続き本調査を実施した。

上層の遺構調査中に先土器時代の遺物の出土がみられたため，上層の本調査終了後に下層の確認調査を

実施した。下層確認調査は，調査対象地内に 2X2mの小グリッドを設定しておこなった。小グリッドは

調査対象地内に10か所設定し， X層上部が確認される深さまで調査を実施したが，遺物の出土はなかった。

そのため，確認調査のみで終了した。

平成16年度は， 4月1日から前年度の調査区に隣接する670rriについて，上層の調査を実施した。上層

遺構の調査終了後に，続いて下層の確認調査を実施した。下層の確認調査は調査対象地内に 2X2mの小

グリッドを 5か所を設定しておこなった。下層の確認調査の結果，遺物の検出はされなかった。そのため

4月中に全ての発掘調査を終了した。

調査区は近・現代の耕作により，傾斜していた畑地を削平及び盛土をして， 3段の平坦な畑地に改変さ

れていた。そのため調査区をA区， B区， c区と 3分割して調査を実施した。検出した遺構は，検出され
た区を冠してA区から検出された1号竪穴住居跡はASI-OOl， B区から検出された竪穴住居跡はB

S 1 -0 0 1と呼称して調査を実施した。A区の遺構については，調査時にアルファベットを省略して記

載しているものもある。

.ーーーー
47.5π1 _ 6 50-9 9 一一・ l 黒褐色土

2 明貰尚色土 ローム斬帯届

3 にぷい貴闘色土木痕
E層 4 明黄禍色土 ソフトローム届
W層 S 賀褐色土 ソフトローム化している部分

W層 6 賀補色士 ハードローム

V層 7 黄褐色土 ハードローム
明層 8 オリープ土やや白っぼい 火山ガラスを含む
咽層 9 オリープ土赤色粒灰色粒を古む
医層 10 暗オリープ土 粘性強
11 J黄褐色土 砂粒を多く含む粘性が強

12 明黄褐色土白色粘土粒砂粒を多く含む粘性が強

.ーーーーー 50.9m • 
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6 6 5-9 0 

IT c 精黄褐色土黒色土粒を含む ローム斬棒届
田 黄褐色土 ソフトローム化した1V-V1廟

V司 暗賀補色土 帯2BB届
lXa 暗黄醐色土 赤色スコリア 2-5mm大を含む

百より附い

IXc 暗費制色土 赤色スコリア 1-2mm大を古む
lXaより明るい

l 暗黄禍色土 砂粒を多〈含む
2 暗黄禍色土 砂粒を多く含む lより暗い
3 陪黄樹色土 砂粒を多く含む 2より暗い
4 階褐色土 砂粒を多く含む

4 
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第2節 検出された遺構と遺物(第6図，第2表)

1 A区から検出された遺構と遺物

ASI-OOl (第8・59-62図，図版4・30・31)

A区66R-89グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡は住居跡

中央やや北側から検出された。住居跡の形は隅丸方形である。遺物の量は多い。柱穴が同一場所で重複し

ており， 2度の建替えが推定される。ASI-004'ASI-002の床下から検出された。南隅に貯

蔵穴があり，遺物が出土している。住居跡の方位はN-500 - Wである。住居跡の大きさは，長軸5.4m，

短軸5.5m，検出面からの深さはO.lmと浅い。硬化面が住居跡中央部で確認された。柱穴は8個検出され

た。遺物は39点が図示できた。1は鉢形土器の口縁部で口縁部が肥厚する。 2. 4はは小型丸底土器であ

る。3は柑形土器の口縁部で，口縁の立ち上がりが大きい。6-8は器台の脚部で，外面は丁寧なミガキ

を施している。6の内外面にはハケメが見られる。7・8は円形の透かしのある脚部である。9-14はや

や筒形になる脚部を持つ高杯である。13・14は脚が大きく開く高杯の脚部である。15は手担土器である。

16-18は小形の棄の底部と思われる。19-22・39は童形土器である。19は小形の査形土器の口縁部である。

20-22は口縁部で有段口縁を呈する。39は査形土器の胴部片で，外面は縦方向のミガキが施されている。

23-35は蓋形土器で， 28は外面にハケメが見られる。36-38は棄の底部である。

ASI一o0 2 (第9・62図，図版4・31)
A区66 S -6 1グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡は中央よ

りやや壁際から検出された。竪穴住居跡の東側の113が残存する。住居跡の形は隅丸方形と推定される。

ASI-001を切り， ASI-003の床下から検出された， ASI-030 に切られる。住居跡の方

位はN-350-wである。住居跡の大きさは，長軸4.6m，短軸4.6m以上，検出面からの深さはO.lmである。

硬化面は住居跡中央部で確認された。柱穴は4個検出された。遺物の出土量は少ないが， 4点が図示でき

た。 1・2は高杯の脚部である。3・4は直口縁の口縁部及び頭部である。

ASI-004 (第10・62図，図版5・31)

A区65S-86グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡は西側に

寄って検出された。耕作による撹乱を受けているが住居跡の形は小判形と推定される。ASI-005が

切る。貯蔵穴はない。住居跡の方位はN-590-wである。住居跡の大きさは，長軸3.5m以上，短軸4.0m
である。検出面からの深さは不明である。硬化面が中央部で確認された。柱は4個検出された。遺物の量

は少ないが， 5点が図示できた。 1は丁寧な作りの小型鉢で， 2は手担土器である。3は有段口縁の査形

土器，4は聾形土器である。5は須恵器の破片で，内面は摩滅している。

ASIー o0 5 (第11図，図版5) 
A区65S-75グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。東南壁は残存

するが，他の壁の多くは重複によって切られている。ASI-006'ASI-007が切る。S1 -0 

o 9との新旧関係は不明である。住居跡の形は隅丸方形と推定されるがはっきりしない。貯蔵穴は検出さ
れなかった。住居跡の方位は不明で、ある。住居跡の大きさは，長軸3m以上，短軸4m，深さ0.25mで、ある。

硬化面が中央部に一部残存している。柱穴は 2個が検出された。遺物の量は少なく，図示できる遺物はな

かった。
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第9図 ASI-002 

ASI-006 (第11図，図版5) 

A区65S-74グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われるが，住居跡

のほとんどが他の住居跡と重複しており一部しか遺存しない。住居跡の形は隅丸方形と考えられる。S

1 -0 0 8 . S 1 -0 0 9との新旧関係は不明で、あるが， ASI-007には切られる。貯蔵穴は検出さ

れなかった。住居跡の方位は不明である。住居跡の大きさは，長軸2m以上，短軸1m以上で、ある。深さは

O，18mで、ある。硬化面はない。柱穴はP3とP4は本住居に伴う柱穴と思われる。遺物の出土は少ない。

図示できる遺物はなかった。

ASI-007 (第12・63図，図版5・31・32)

A区65S-74グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。住居跡の形は

隅丸方形である。住居跡の方位はN-320 - Eである。住居跡の大きさは，長軸6m，短軸5，7m以上，検出

-18-



面からの深さは約0.6mで、ある。貯蔵穴が東隅から検出された。柱穴は3個検出された。硬化面が住居跡

中央部で確認された。床面から焼土ブロックが出土しているが，炉跡は検出されなかった。ASI-01

6・ASI-017に切られるが， ASI-005.ASI-006よりも後に造られている。遺物は 9

点が図示できた。1は椀形土器で底部を欠損する。2. 3は高杯形土器である。両者とも杯部及び脚端部

を欠損する。4は手提土器でほぼ完形である。5はほぼ完形に近く，口縁部が直線的に開く小型査形土器

である。 6は胴以下を欠損する童形土器で，貯蔵穴から出土した。7・8は査型土器の底部片， 9は聾型

土器の底部片である。

ASIー o0 8 (第11図，図版5) 

A区65 S -8 4グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われるが，住居跡

のほとんどを他の住居跡との重複によって削平され，隅の一部を検出したのみであった。住居跡の形は隅

丸方形と推定されるが断定はできない。住居跡の方位は不明である。住居跡の大きさは，長軸l.1m以上，

短軸0.9m以上で、ある。深さは不明である。炉跡及び柱穴は確認されなかった。出土遺物は少なく，図示

できる遺物はなかった。
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ASI-009 (第11図，図版5・6) 

A区65 S -9 4グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。住居跡の形は

隅丸方形と推定される。住居跡の方位は不明で、ある。住居跡の大きさは，長軸3.65m以上，短軸2m以上，

深さ0.05mである。硬化面は一部確認された。柱穴は4個検出された。P5 . P 6・P7 . P 8が相当す

る。遺物の量は少なく，図示できる遺物はなかった。

ASI-Ol0 (第13・63図，図版6・32)

A区66 S -8 3グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡が検出さ

れた。住居跡の形は隅丸方形で，周溝が巡る。ASI-007の床下から検出された。ASI-011よ

りも後出する。柱穴は7個確認された。柱の建て替えが行われており， P1.P2'P5'P7が当初の

主柱と思われる。住居跡の方位はN-64'-Eである。住居跡の大きさは，長軸6.5m，短軸5.95m，検出面

からの深さは約O.75mで、ある。硬化面は炉の周りを中心として検出された。遺物は7点が図示できた。Iは

底部片であるが，器壁は薄い。 2~4 は高杯形土器で， 2' 3は杯部で2は杯部外面に稜が見られる。 3

は外方にやや内湾しながら立ち上がり先端は尖る。4は脚部片で裾部が直娘的に開く。5は査形土器の底

部片， 6 ~ 7は斐形土器の底部である。

ASI-Oll (第14・64図，図版6・32)

A区66 S -0 3グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡は確認出

来なかった。住居跡の形は隅丸方形と推定される。ASI-013が切る。AS1 -0 1 2との新旧関係

は不明である。住居跡の方位はN-39'-wである。住居跡の大きさは，長軸4.1m，短軸3.1m以上，検出
面からの深さは約O.2mで、ある。硬化面は確認されなかった。柱穴は4個検出され， P1'P2'P3・

P 4が相当する。遺物は4点が図示できた。 1は鉢形土器の底部である。2は高杯形土器の脚部で，内面

にはハケメが見られる。3は手担土器で，口唇部を欠損する。4は小型の壷形土器で底部を欠損する。

ASI-012 (第14・64図，図版6・32)

A区66 S -2 1グリ ッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。炉跡は確認さ

れなかった。住居跡の形は隅丸方形と推定される。約半分が残存する。AS 1 -0 1 3に切られる。AS

1 -0 1 5との新旧関係は不明で、ある。貯蔵穴は検出されなかった。住居跡の方位はN-34'-Wである。

住居跡の大きさは，短軸4.5m以上，短軸5.3m，検出面からの深さは約O.25mで、ある。硬化面は住居跡中央

音防、ら検出された。柱穴は 6個検出された。P5・P6 . P 9 . P 10が主柱で， P 7 . P 8は位置から考

えると補助柱と思われる。遺物は6点が図示できた。 1は高杯形土器の脚部で，筒状をしている。2は小

型査形土器の口縁部片である。3は広口壷形土器の口縁部片で，体部から外方に開く 。4は査形土器の底

部片である。5は査形土器の口縁部片で，外面は無文である。6は斐形土器で，口縁部と底部を欠損し，

頭部には横方向のミガキが施される。

ASI-013 (第15 ・ 64~67図，図版 6 ・ 7 ・ 32~34)

A区65 S -9 0グリ ッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡である。2か所から炉

跡状の焼土が検出された。住居跡の形は隅丸方形である。覆土から炭化材が少量出土した。住居跡北側に

ASK-012があり，貯蔵穴の可能性がある。住居跡の方位はN-18' -Eである。住居跡の大きさは，

長軸6.4m，短軸6.6m，検出面からの深さは約O.3mで、ある。硬化面は中央部から検出された。柱は4個検出

された。遺物の量は多く， 48点が図示できた。 1~33は高杯形土器である。 1 はほぼ完形で，脚は筒状で

-20一
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ある 。 2~4 ・ 11 ・ 12 ・ 18は杯部外面に稜をもっ。 5 . 7は脚部中央部がふくらむ。6・8・9も脚部片

で，内面に脚部を成形したときの痕跡が見られる。10は脚部片であるが，杯部を筒状の脚部に入れ込む成

形方法が見られる 。 13~17 ・ 22は脚裾部が開く 。 19は杯部片で，直線的に開く 。 20 ・ 21は杯部が曲線的に

内側に曲がりながら聞く 。23は杯部であるが，やや小振りの高杯の杯部である。24・25・27も杯部が直線

つ臼つ山
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第14図 ASI-011・012

的に開くもの， 26 ・ 33は緩やかに聞くものである 。 28~31は脚部である 。 23は小振りの杯形土器で，杯部

外面に稜をもっ。 34~40は小形査形土器である 。 36はやや肥厚する口縁部をもっ。 34は ASI-015 出

土の遺物と破片が接合した。41は査形土器の底部， 42~46は童形土器で， 42の口縁部は強く外反する。48

は斐形土器の底部片である。
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図版6)(第16図，ASI-014 

A区65R-76グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡は確認さ

A S 1 -0 3 Zの床下から検出された。住居跡の方位はN-れなかった。住居跡の形は方形である。

370 -Eである。住居跡の大きさは，長軸5m以上，短軸5.lm以上，検出面からの深さはO.25cmで、ある。硬

P 5は大きさP1，PZ'P3・P4が相当する。

図示できる遺物はなかった。から貯蔵穴の可能性があるが不明である。遺物の量は少なく，

×〆も

化面は確認されなかった。柱穴は8個が検出された。
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ASI-015 (第17・67図，図版6・7・8・34・35)

A区66R-09グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。ASI-01

2， ASI-013， ASIー 028とは遺構の依存度が悪く，新旧関係は不明で、ある。住居跡の北側か

ら炉跡が検出された。住居跡の形は隅丸方形である。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-

20 -Eである。住居跡の大きさは，長軸5.4m，短軸5.5m，検出面からの深さは約O.lmでLある。硬化面は

確認されなかった。柱穴は5個検出されたが， P 1 . P 2・P4・P5の4個が住居跡の隅から検出され

ており，主柱穴と思われる。遺物は9点が図示できた。1は器台形土器で，受け部は短く外反する。2は手

控土器でほぼ完形である。3は小型の査形土器で口縁と底部を欠損する。4は査形土器の肩部の破片で，

内面にハケメが見られる。5は壷形土器の口縁部片で，折返し口縁の下端にはキザミが施される。6は聾

形土器の肩部の破片である。 7~9 は童形土器で， 7は下膨れの形で外面に煤が付着する。
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ASIーo1 6 (第12図，図版5)
A区65 S -6 4グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡と推定される。AS

1 -0 1 7と重複し，切られている。また住居跡のほとんどが調査区外に続き詳細は不明である。炉跡及

び柱穴は検出されなかった。住居跡の形は方形と思われるが断定はできない。住居跡の方位も不明で、ある。

住居跡の約1/5が残存する。貯蔵穴は検出きれなかった。住居跡の大きさは，長軸2.8m以上，短軸l.2m

以上，深さは不明で、ある。遺物の量は少なく，図示できる遺物はなかった。
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ASI-017 (第12図，図版5) 

A区65 S -6 3グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡と推定される。AS

1 -0 1 6 . A S 1 -0 0 7を切り， AS1-018に切られる。炉跡は検出されなかった。住居跡の形

は方形と推定される。住居跡の約1/4が残存する。P4は柱穴と思われる。貯蔵穴は検出されなかった。

住居跡の方位は不明で、ある。住居跡の大きさは長軸2.5m以上，短軸2.2m以上，深さは不明である。遺物

の量は少なく，図示出来る遺物はなかった。

ASI-018 (第四図)

A区65 S -7 1グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡と推定される。AS

1-007， AS1-017， AS1-OI0を切り， AS1-019，AS1-020に切られる。炉

跡は検出されなかった。住居跡の形は方形になると推定される。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方

位は不明である。住居跡の大きさは，長軸5.5m，短軸1.8m以上，検出面からの深さは0.25mで、ある。硬化

面は確認されなかった。柱穴は住居跡の隅に 1個と壁際から 1個が確認された。柱穴の位置から考えると

この2個の柱穴は別の遺構の柱穴の可能性がある。遺物の量は少なく，図示出来る遺物はなかった。
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ASIーo1 9 (第18図)
A区65 S -6 1グリ ッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡と推定される。AS

1 -0 1 8を切り， ASI-020によって切られる。住居跡の一部が残存する。住居跡の全形は不明で

あるが，遺存してる壁がほぼ直線的で、あるので，形は方形になるものと推定される。周溝が巡る。住居跡

の方位は不明である。住居跡の大きさは，残存している壁の長さは長軸2.7m以上，短軸l.lm以上，深さ

0.6mで、ある。硬化面は確認されなかった。遺物の量は少なく，図示出来る遺物はなかった。

ASIーo2 0 (第18・68図，図版35)
A区65R-79グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡である。住居跡のほと

んどが調査区外へ続き，全掘はできなかった。ASI-019，ASI-018を切る。炉跡は検出され

なかった。残存している形から住居跡の形は方形と推定される。柱穴は 4個が確認されたが，主柱穴は 1

個だけ検出されたのみである。貯蔵穴はない。住居跡の方位は不明である。住居跡の大きさは，長軸4.6

m以上，短軸3.3m以上，検出面からの深さは0.65mで、ある。硬化面は中央部で確認された。遺物の量は少

ないが， 13点が図示できた。 1~4 は高杯形土器である 。 1 は脚部片で筒状を呈する 。 2 ・ 3 は直線的に

外反する杯部で， 3は内外面にハケメ痕が見られる。4は杯部片である。2・4ともに杯部外面に稜が見

られる。5は底部に焼成前の穿孔がある。6は査形土器の折返し口縁部で，小型の壷形土器と思われ，胴

下半に穿孔がある。8・9は口縁部で， 9 の口縁部の下端にはキザミが見られる 。 1O~13は斐形土器であ

る。10はほぼ完形で，内外面にハケメが見られる。

ASI-022 (第19・69図，図版7・35)

A区67R-07グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。中央部を溝に

よって切られている。住居跡の西北位置でASK-007と重複し，切られている。住居跡の形は方形で

ある。貯蔵穴と考えられる P5， P 6が南西壁際から検出された。この他，多くのピットが検出されたが，

P1， P2， P3， P4が主柱穴で，他は撹乱と推定される。住居跡の方位はN-290 -Eである。住居跡

の大きさは，長軸5.35m，短軸5.3m，検出面からの深さは0.25mで、ある。硬化面は確認されなかった。遺

物は 8 点が図示できた。 1は縄文時代早期茅山式土器の尖底部である 。 2~4 は高杯形土器で， 2は外面

に稜をもっ。 4 は脚部に 3 孔がある 。 5~8 は査形土器の底部で， 8は内外面にハケメが見られる。

ASI-023 (第20・69図，図版8・36)

A区67R-94グリッドを中心として検出された。古墳時代後期の竪穴住居跡である。住居跡の南側

約1/2は耕作によって削平され残存していなかった。またほぽ中央部を溝によって切られ，住居跡の残存

している範囲は約1/4ほどと推定される。北壁からカマドが検出された。カマドは袖部はしっかりしてお

り，内部からも灰層が厚く検出された。住居跡の形は方形である。貯蔵穴はカマド脇から検出された。住

居跡の方位はN-220 -Eである。住居跡の大きさは，長軸1m以上，短軸3.8m以上，深さ0.5mで、ある。遺

物は5点が図示できた。 1. 2は杯形土器で，両者ともほぼ完形である。 3は査形土器の底部である。

4・5は童形土器でやや長胴の童形土器である。4はカマド脇から出土している。

AS 1-024 (第21・69・70図，図版8'36) 

A区66R-84グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。ASI-02

3によって切られ， ASI-031を切る。北側に炉跡が検出された。住居跡の形は方形である。貯蔵穴

は検出されなかった。住居跡の方位はN-350 -Eである。住居跡の大きさは，長軸4.7m以上，短軸5.6m，
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第20図 ASI-023 

検出面からの深さは0.2mで、ある。硬化面は中央部から確認された。ピットは10個確認されたが，主柱穴

はP1. P2. P3. P4の4個と思われる。遺物は9点が図示できた。1は高杯形土器の杯部で，ほぼ

直線的に開く。2は査形土器で肩部内面にはハケメが見られる。3-6は小型査形土器である。3は口縁

がやや大きく開く。4-6は短く開く口縁部で，底部面は平らかあるいはやや上底気味になる。7-10は

聾形土器で. 9は外面にハケメが見られる。10の底部はヘラによる整形の痕が見られる。
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第21図 ASI-024 

ASI-025 (第22・70図)

A区66R-71グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。住居跡の壁の

一部のみの調査で，住居跡の形は不明で、ある。ASI-024，ASI-035によって切られる。貯蔵

穴は確認されなかった。住居跡の方位は不明である。住居跡の大きさは，残存している壁の長さは3.8m

で，検出面からの深さは0.2mである。硬化面は住居跡の北側で確認された。柱穴は 1個が検出された。

遺物は 3点が図示できた。1は手握土器， 2は小型壷形土器の底部である。3は内外面にハケメが見られ

る。

ASI-026 (第23・70図，図版36)

A区66 R -6 1グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡である。住居跡の西側

は耕作によって削平されている。AS1 -0 3 8を切る。南壁は後世の溝によって切られている。床下か

らASI-035が検出された。住居跡の形は方形である。炉跡は検出されなかった。覆土上位から図示

はできなかったが奈良・平安時代の杯形土器片が出土しており，覆土上位に当該期の遺構があった可能性

がある。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-280 -Eである。住居跡の大きさは，長軸4.75m
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第22図 ASI-025 

以上，短軸3m以上，深さは0.3mで、ある。検出面からの深さは約0.25mで、ある。硬化面は確認されない。

柱穴は 2個が検出された。遺物の量は少ないが， 4点が図示できた。1は高杯形土器の脚部で脚端は外反

する。2は須恵器で，高台を持つ。3は聾形土器の底部， 4は甑形土器である。

ASI-027 (第24・70図)

A区66R-76グリ ッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉の一部が残

存する。住居跡の形は方形か隅丸方形と推定される。ASI-034とASK-008によって切られる。

ASI-031が床下から検出された。貯蔵穴は確認されなかったが，柱穴は4個が確認された。Pl，

P2， P3， P4は主柱穴である。住居跡の方位はN-660-wである。住居跡の大きさは，長軸2m以上，

短軸6m以上，検出面からの深さはO.lmで、ある。硬化面は確認されなかった。遺物の量は少ないが， 1点

が図示できた。1は査形土器の頚部片で横方向の沈線に挟まれた聞に縄文が施文されている。

ASI-028 (第25・71図，図版8)

A区66R-08グリ ッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。炉跡は中央部

から検出された。住居跡の形は横長の楕円形である。ASI-013，ASI-015の床下から検出さ
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第23図 ASI-026 

れた。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-20 -Eである。住居跡の大きさは，長軸4.9m.短

軸4.3m，検出面からの深さは約0.15mで、ある。硬化面は炉を中心として検出された。柱穴は 5個が確認さ

れ，主柱穴はP1，P2， P3， P4の4個である。遺物の量は少ないが， 2点が図示できた。 1. 2と

もに壷形土器の底部で， 1は外面にハケメが見られる。

ASI-030 (第26・71図，図版6・9) 

A区66 R -5 9グリッドを中心として検出された。古墳時代後期の竪穴住居跡である。カマドが検出

された。住居跡の形は方形である。ASI-002を切る 貯蔵穴がカマドの右脇で検出された。住居跡

の方位はN-70-wでほぼ東向きである。住居跡の大きさは，長軸3.6m，短軸3.8m，検出面からの深さ

は約0.2mで、ある。カマドは袖部が残存しており，カマド内からは焼土層が厚く検出された。硬化面はカ

マドに向かつて左側から検出された。柱穴は 4個が検出された。遺物の量は少ないが， 4点が図示できた。

1・2は覆土中から出土した弥生土器片である。 1は大きく外反する口縁部， 2は折返し口縁の破片であ

る。3・4は本住居跡に伴う遺物で，蓋形土器の底部である。
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第24図 ASI-027・034

ASI-031 (第27・71・72図，図版8・9・36)

A区66R-65グリッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。炉跡が北側柱

穴の中間の位置から検出された。住居跡の形は楕円形である。AS 1 -0 4 1を拡張して構築している。

覆土中から炭化材や焼土ブロックが多量に見られた。貯蔵穴は検出きれなかった。住居跡の方位はN-

20 -Eである。住居跡の大きさは，長軸5.8m以上，短軸5m，検出面からの深さは約O.4mで、ある。住居跡

の床面はほぼ全面堅く締められている。柱穴は6個が検出された。Pl，P2， P3， P4が主柱穴で，
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P 5は入り口施設に伴う柱穴， P 6は補助柱穴である。遺物は12点が図示できた。 1は完形の椀形土器で

ある。内外面ともにハケメが施される。2・3は査形土器の底部片で， 2は小形の査形土器， 3は広口壷

の底部と思われる。4は査形土器の胴部である。6は査形土器の頚部で縄文の施文が見られる。 5. 7・

8 -10は費形土器で， 8は口縁部に輪積痕が見られる。9は口唇部に指頭圧痕がみられる。10は内面にハ

ケメが見られる。11・12は聾形土器の底部片である。

ASIーo3 2 (第28・71-75図，図版10・13・37)
A区65R-86グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。ASI-03

3に切られる。北側の一部は調査区外に続く 。中央やや北側から炉跡が検出された。住居跡の形は方形で

ある。遺物の量は多く，奈良・平安時代の杯形土器が出土しており，覆土上位に別の遺構が重複していた

ものと推定される。覆土からは炭化材や焼土ブロックが多量に出土している。住居跡の方位はN-50.-

Wである。住居跡の大きさは，長軸6，6m，短軸6.45m，検出面からの深さは約0，5mである。硬化面は住居

跡中央部から確認された。柱穴は4個が検出された。P1，P2， P3， P4は主柱穴である。P2の柱

穴には木質部が残存していた。住居跡の隅に貯蔵穴と思われる P5とP6がある。遺物は46点が図示でき

た。1-6は杯形土器で，この住居跡に帰属するものではない。ASI-032が埋没した段階に捨てられ

たか，覆土中に他の遺構が造られたかのどちらかと推定される。2は外面に煤が付着している。6の底部
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ASI -030 第26図

8 -10は脚8 -10は器台形土器である。7は柑形土器の底部と思われる。には回転糸切り痕が見られる。

に孔がある。11-17は高杯形土器で， 11・12は筒状あるいは緩やかに開く形をしている。13. 14は脚部の

中央がふくらむ形状をしている。18-23は小形の査形土器である。18の口縁部は短く外反する。丁寧な作

りをしている。24-27は広口査形土器である。28-33は査形土器で， 28は大きく外反する口縁部， 29は折

下端にキザミが見られる。30は二段に大きく外反する口縁部で，内外面ともに赤彩が施され

る。31はほぼ完形の壷形土器で，外面は丁寧なミガキを施している。32は底部片である。33は接合はしな

返し口縁で，

肩部の破片がある。図示したものは肩が張るように見えるが，球形に近くなると思われる。34-40しミが，

口

縁部は肥厚している。41は台付費形土器である。本遺跡では体部から脚部まで遺存するものは少ない。42

は鉢形土器で， 34・35・38・39の口縁部は二段に外反する。底部は丸底である。37は外反はしないが，
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~46は菱形土器である 。 45は口唇部に押圧痕が見られる 。 46は口縁部に片口状の凹みがある 。 口縁内外面

ともに赤彩が施されている。

ASI-033 (第29 ・ 75~77図，図版10 ・ 11 ・ 13 ・ 38)

A区65R-94グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡である。北側壁近くか

ら炉跡が検出された。住居跡の形は方形である。ASI-033がASI-032，ASI-036， A 

S 1 -0 4 2を切っている。ほほ全周して周溝が見られる。覆土中から焼土ブロックが出土している。貯

蔵穴は 1箇所確認された。住居跡の方位はN-120-Wである。住居跡の大きさは，長軸6.6m，短軸6.7m，

検出面からの深さは約O.25mでLある。硬化面は中央部から確認された。柱穴は4個が検出された。遺物は

38点が図示できた。1は杯形土器で，体部はほぼ直線的に立ち上がり，口唇部にタール状の付着物がある。

混入品と思われる 。 2~6 は椀形土器で， 2は外面に横方向のミガキが施される。3は口唇部が外反する。

7は小型丸底土器で底部を欠損する。8は柑形土器の底部片である。9~18は高杯形土器で， 9はほぼ完
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第30図 ASI-035・038

形である 。 杯部外面に稜をもっ。 14は混入品であるが，大きく聞く脚部で，孔が3個見られる 。 19~21 は

手担土器で， 20は二次焼成を受けている。22.23は小形の査形土器で， 22の底部はやや上げ底を呈し， 23 

は丸底である 。 24は小形の台付査形土器で，口縁部と脚端を欠損している 。 25~29は査形土器である 。 28

は頚部の破片で，内外面ともに丁寧な作りをしている 。 30 ・ 33~37は菱形土器である 。 38は覆土中に混入

した瓦片である。
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第33図 ASI-039 

ASIーo3 4 (第24・77図，図版39)
A区66R-86グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡は検出さ

れなかった。住居跡の約114が残存する。住居跡の形は方形と推定される。ASI-027を切り， AS 

1 -0 2 4に切られる。重複が激しく，土層の検討からは新旧関係は不明で、あるが，出土遺物から最も新

しい遺構と判断した。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位は不明である。住居跡の大きさは，長軸

4m以上，短軸 2m以上，検出面からの深さは約O.lmで、ある。硬化面は確認されなかった。柱は 3個検出

された。P5， P 6は本住居跡に伴うと思われる。遺物の量は少ないが， 2点が図示できた。1は覆土か

ら出土した杯形土器であるが混入品である。2は査形土器の頚部片で，内外面ともに赤彩が施されている。

ASI-035 (第30・77図，図版11・39)

A区66Q-69グリッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。住居跡の北側

から炉跡が検出された。住居跡の形は楕円形である。西側はAS 1 -0 2 6の床下から検出され， A S 

1 -0 3 8に切られ， ASI-039を切っている。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN一

-44一
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第34図 ASI-040 

190 -Eである。住居跡の大きさは，長軸5.lm以上，短軸4.9m以上，検出面からの深さは約0.25mで、ある。

硬化面は中央に一部硬化した範囲がある。柱穴は4個検出された。P1，P2， P3， P4の4個が主柱

穴である。遺物の量は少ないが， 5点が図示できた。 1・2は壷形土器で， 1は頚部片で内外面ともに赤

彩が施される。2は肩から上と底部を欠損する。3-5は童形土器で， 3は小型の蓋形土器で，頚部には

輪積み痕がみられる。4・5は底部片で， 4は外面に縦方向の，内面は横方向のミガキが施される。

ASI-036 (第31，78図，図版11・39)

A区66R-44グリ ッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。南西寄りの位

置から炉跡が検出された。住居跡の形は方形である。北側はASI-033の下から検出された。貯蔵穴

は南東のコーナーから 1箇所確認された。住居跡の方位は不明である。住居跡の大きさは，長軸4.7m以

上，短軸7.1m，検出面からの深さは約0.3mで、ある。床はほぼ全面が硬化している。柱は4個が検出され

た。Pl，P2， P3， P4の4個が主柱である。遺物の量は多く， 13点が図示できた。 1は杯形土器で

表面は摩滅している。2は柑形土器の口縁部で，内外面ともに丁寧な作りをしている。3-6は高杯形土

器で， 4は杯部外面に稜が見られる。 7-11は壷形土器である。11は直線的に外反する口縁部で，口唇部

は折返しになっている。12・13は整形土器で， 12は底部を一部欠損するがほぼ完形である。口縁部にはハ

ケメが見られる。
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第35図 ASI-041 

ASI-037 (第32・79図，図版11・39・40)

A区66R-32グリッドを中心として検出された。古墳時代後期の竪穴住居跡である。東壁にカマド

が構築されている。カマドの遺存は大変よく，支脚が出土している。住居跡の形は方形である。床下から

ASI-043が検出された。覆土中から炭化材や焼土フ。ロックが多量に出土した。貯蔵穴はカマドの右

側の南隅から検出された。住居跡の方向はほぼ東向である。住居跡の大きさは西側壁が削平されているが，

長軸5.6m以上，短軸5.3m，検出面からの深さは約0.3mで、ある。硬化面はカマドの前部から検出された。

柱穴は 4個検出された。遺物の量は多く， 10点が図示できた。 1は杯形土器で底部を欠損する。2は器台

形土器で受部を欠損するが，丁寧な作りである。混入品と思われる。3-4は高杯形土器で， 3は成形し

た後に全体に粘土を上塗りしており，上塗りした粘土が剥離している。5は手担土器で，ほほ完形である。

6は査形土器の破片で，内面に指頭圧痕がある。 7. 8・10は童形土器である。9は甑形土器で，体部に

輪積みの痕跡が見られる。ほほ完形である。

ASI-038 (第30・79・80図，図版11'40)

A区66Q-89グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。炉跡は検

出されなかった。住居跡の形は方形である。貯蔵穴は検出されなかった。住居跡の方位はN-140-Eであ

-46-
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第36図 ASI-043・046

る。住居跡の大きさは，長軸4.4m，短軸4m以上，検出面からの深さは0.5mで、ある。硬化面は中央部から

検出された。柱穴は4個検出された。P5，P6， P7， P8は主柱で， P 9は補助柱と思われる。遺物

の量は多く， 13点が図示できた。1. 2は鉢形土器である。1の底部は平底で口唇部は短く外反する。2

の底部は丸底で，口唇部は短く立ち上がる。3は高杯形土器で，杯部を欠損する。4は手担土器でほぼ完

形である。5は直口縁の査形土器口縁部片で，内外面ともに赤彩が施されている。6~13は菱形土器であ

る。7はほぼ完形である。

ASI-039 (第33・80図， 図版8・11・40)

A区66R-81グリ ッドを中心として， ASI-025の床下から検出された。弥生時代後期の竪穴

住居跡である。住居跡の北側から炉跡が検出された。住居跡の南半分は，後世の溝と耕作によって削平さ

れている。住居跡の形は楕円形と推定される。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-220 -Eで

ある。住居跡の大きさは，長軸2.4m以上，短軸4.9m以上，検出面からの深さは約0.2mで、ある。硬化面は

残存部分の全域から確認された。柱穴は 2個検出された。P1， P 2が相当する。遺物の量は少なく ，4 

点が図示できた。1は高杯形土器の杯部で外面は丁寧なミガキを施している。2は小形の壷形土器で，口

縁部を欠損する。3は広口査形土器の口縁部で，内外面ともに赤彩が施されている。4は壷形土器の底部

である。
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第37図 ASI-044・045

ASI-040 (第34・81図，図版12・40)

A区66R-57グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。住居跡中央部

やや北側から炉跡が検出された。住居跡の形は隅丸方形である。床面下からAS 1 -0 3 1を検出した，

ASI-027に切られている。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-300 -Eである。住居跡

の大きさは，長軸4.65m以上，短軸5.3m，検出面からの深さは約0.2mで、ある。硬化面は住居跡の東側で確

認された。柱穴は4個検出された。P1，P2， P3， P4が相当する。遺物の量は多く， 10点が図示で

きた。 1は高杯形土器の杯部で，内外面ともに赤彩が施されている。2は手握土器である。3は小型台付

査である。4~10は査形土器である 。 4 は内外面ともに赤彩されている。 9 は頚部片で円形浮文がある 。

ASI-041 (第35図，図版9) 

A区66 R -6 5グリッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。北側の柱穴の

-48-
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第38図 ASI-047

中聞から炉跡が検出された。住居跡の形は楕円形である。南西側の一部をASI-024によって切られ

る。本跡を拡張してASI-031を構築したものと推定される。貯蔵穴は検出されなかった。住居跡の

方位はN-190-Eである。住居跡の大きさは，長軸5.6m，短軸5m，検出面からの深さは約O.2mで、ある。

硬化面は確認されなかった。柱穴は4個検出された。P1，P2， P3， P4が相当する。遺物の量は少

なく，図示できる遺物はなかった。

ASIーo4 2 (第31・81-83図，図版11・40・41)
A区66R-23グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。住居跡の南側

から炉跡が検出された。住居跡の形状は方形である。 ASI-048.ASI-033の床下から検出さ

れ， ASI-036を切っている。覆土中から焼土ブロックが検出された。貯蔵穴は検出されなかった。

住居跡の方位はN-710-wである。住居跡の大きさは，長軸5.3m以上，短軸6m，検出面からの深さは

約0.25mで、ある。住居跡の中央部で硬化面が確認された。柱穴は4個検出された。重複しており帰属は明

白ではないが， P 5， P 6は本住居跡に帰属する柱穴である。遺物は18点が図示できた。 1. 2は高杯形

土器である。3は小型査形土器で，口縁部を欠損する。4・5は広口査である。両者ともに体部内面に輪

積痕が見られる。赤彩されている。6-9は査形土器で， 6は大きく外反する口縁部である。7は内面に

-49-
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o 4m 

ハケメが見られる。8は小型査の底部と思われる。9は二重口縁で内外面ともに赤彩されている。10は鉢形

土器とおもわれる。11-16は聾形土器で， 14の口縁部はハケメが見られる。18の厚さは大変薄い。

ASI-043 (第36・83図，図版12・41)

A区66R-01グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡である。西側は削平さ

れている。炉跡は確認されなかった。住居跡の形は方形になると推定される。覆土中から焼土ブロックが

検出されている。貯蔵穴が北側隅から検出された。住居跡の方位はN-130 - Eである。住居跡の大きさは，

長軸5.1m，短軸1.7m以上，検出面からの深さは約O.l5mで、ある。硬化面は確認されなかった。柱穴は 2個

が確認された。P3， P 4が相当する。遺物の量は多く， 7点が図示できた。 1. 2は鉢形土器である。
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第40図 ASI-049・050

1は底部を欠損する。2は外面にハケメがみられる。3は須恵器の高杯形土器で，脚部を欠損する。4-

7は童形土器である。4は胴以下を欠損する。5の底部には輪状の粘土を貼り付けている。
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第43図 ASI-054 

ASIーo4 4 (第37・83-86図，図版12・13・41・42)
A区66R-36グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。住居跡の東側

寄りに炉跡が検出された。住居跡の形は本遺跡では唯一の横に長い隅丸方形である。ASI-045を切

る。覆土から炭化材が出土している。住居跡の方位はN-880-wである。住居跡の大きさは，長軸1.7m

以上，短軸4m，深さは不明で、ある。硬化面は中央部で確認された。柱穴は4個検出された。P1， P 3， 

P 4， P 5が主柱穴で， P 2， P 6は補助柱と思われる。遺物の量は多く， 32点が図示できた。1は支脚

である。本遺跡から出土したこのタイプの支脚としては唯一の完形品である。2-5は器台形土器で，全

て丁寧な作りである。6-12は高杯形土器で， 6 . 7はほぼ直線的に外反する体部で，内外面ともに丁寧

なミガキを施している。10は杯部外面に稜を持つ。13-20は童形土器である。13・14は小形査で， 13の外

面は赤彩が施されている。15・16は口縁部で， 15は2単位の棒状浮文がある。24-27は平底の童形土器で

ある。28-32は台付斐形土器である。28は胴部の， 29-32は脚部である。29・30は内外面にハケメが見ら

れる。31は縦方向のヘラナデが見られる。

ASIー o4 5 (第37・86図，図版12)
A区66R-46グリッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。住居跡の形は

隅丸方形を呈する。北側はASI-044の床下から検出される。住居跡の方位は不明である。住居跡の

大きさは，長軸5.1m以上， 短軸4.25m，深さは不明である。硬化面は一部残存する。柱穴は検出きれなか

った。遺物の量は少なく， 1点が図示できた。1は口縁部と底部を欠損する童形土器である。
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第44図 ASI-055・056

ASI-046 (第36図，図版11・12'13) 

A区66R-21グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡と思われる。西側は耕

作によって削平されて，遺存していない。炉跡は確認されなかった。住居跡の形は方形である。ASI-

037の床下から検出された。ASI-043・ASI-049を切っている。柱穴は2個が確認された。

P 1， P 2が相当する。貯蔵穴はない。住居跡の方位はN-240 -Eである。住居跡の大きさは，長軸4.7

m，短軸l.lm以上，検出面からの深さは約0.2mで、ある。硬化面は確認されなかった。遺物の量は少なく，

図示できる遺物はなかった。

ASI-047 (第38・86図)

A区66R-46グリッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。住居跡のほほ
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ASI -057 第45図

中央部から炉跡が検出された。住居跡の形は楕円形である。ASI-045の床下から検出された。AS

K -0 1 1とも重複する。貯蔵穴・柱穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-4'-Eである。住居跡

の大きさは，長軸1.4m以上，短軸3，7m，検出面からの深さは不明で、ある。硬化面は残存部には遺存して

いる。柱穴は検出されなかった。遺物の量は少なかったが， 1は聾形土器の底部片で1点が図示できた。

ある。

(第39図)ASI-048 

A区66R-22グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。西側と北側を

削平されている。炉跡が中央部やや西南の位置から検出された。住居跡の形は方形を呈する。ASI-O

3 6とASI-042の床下から検出された。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-67'-W  

である。住居跡の大きさは，長軸5.4m以上，短軸6.1m，検出面からの深さは約0.2mで、ある。硬化面は確

認されなかった。柱穴は 6個が住居跡内から確認されたが， P2の2個が主柱穴である。遺物の量はPl， 

図示できる遺物はなかった。

図版13・42)

A区66R-12グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。明確な炉跡は

(第40 ・ 86~87図，

少なく，

ASI-049 

これが炉跡の痕跡と推定される。住居跡確認されなかったが，住居跡北側に焼土の集中する部分があり，

の形は隅丸方形である。ASI-033の床下から検出された。ASI-050との新旧関係は不明であ

る。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-20'-Wである。住居跡の大きさは，長軸3.5m，短

軸3.2m，検出面からの深さは約0.3mで、ある。硬化面は中央部から確認された。柱穴は 1個検出された。

P 1 2が相当する。遺物の量は多く， 12点が図示できた。1は鉢形土器で内外面ともにハケメが見られる。
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底部を欠損する。2は椀形土器で内外面ともにミガキが施されるが，部分的にハケメが見られる。3~10 

は査形土器である。3は小型の査形土器でほぼ完形である。頚部に竹管文が見られる。4は口縁部を欠損

する。外面には縦方向のミガキが施される。5は口縁部と底部を欠損する。外面は地にハケメが見られ，

その上を縦方向のミガキが施される。ASI-043の出土遺物と接合した。6は査形土器の頚部で， S 

字結節文の間に縄文が施文される。内面はミガキが施される。 7~12は査形土器である。 11は胴部片で外

面は縦方向のミガキを施す。

ASI-050 (第40図，図版13・14)

A区66R-23グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。柱穴のP1と

P 2の中間位置から炉跡が検出された。住居跡の形は楕円形である。P4の近くから銅鉱が出土している

が，土器片の出土は少ない。ASI-036，ASI-042と重複し， ASI-050→ASI-03 

6の順に構築されている。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-190 -Wである。住居跡の大

きさは，長軸5.lm以上，短軸3.5m以上，検出面からの深さは約O.2mで、ある。硬化面は中央部から確認さ

れた。柱穴は前部で11個検出したが， P1，P2， P3， P4が主柱穴でP8が入り口施設に伴う柱穴と

推定される。遺物の量は少なく，図示できる遺物は無かった。

ASI-051 (第41・88図，図版14・42)

A区65R-82グリッドを中心として検出された。古墳時代後期の竪穴住居跡と思われる。カマドは

検出されなかった。住居跡の西側は耕作によって削平されており，遺存は少ない。住居跡の形は方形と考

えられる。貯蔵穴と思われるものは東隅から検出された。住居跡の方位はN-380-Eである。住居跡の大

きさは，長軸3.5m以上，短軸1.9m以上，検出面からの深さは約0.35mで、ある。硬化面は床面のほぼ全面で

確認された。柱穴は6個検出された。P5は貯蔵穴で， 主柱穴はP1，P2， P3， P4である。P6は

性格は不明で、，住居跡の壁際にあり伴わない可能性がある。遺物の量は多く， 7 点が図示できた。 1~3

は杯形土器で， 1 . 3は口縁部が短く外反する。2は外面に稜をもっ。 4は査形土器の底部片である。

6・7は童形土器の底部片である。

ASI-052 (第42図)

A区65R-74グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡と思われる。重複が激

しく，床の一部分のみ残存している。柱穴の位置から住居跡の形は方形を呈するものと推定される。覆土

上位から鉄鎚状の鉄製品が出土した(第106図)。形状は長方形で，厚い部分で約2mmと薄く，鉄鎚 と考

えるよりもむしろ，本地域に多く見られる火葬墓にともなう鉄板と考えた方が良いと思われ， 覆土上位に

別の遺構があったと考えられるが，調査時には出土状況が明確でなく遺構の把握が出来なく， 単独で出土

している。そのため，この鉄製品は元の位置から移動して出土したもの考えられる。本住居跡は遺構はA

S 1一032によって切られている。貯蔵穴は確認されなかった。住居跡の方位はN-220 - Eである。住

居跡の大きさは，長軸3m以上，短軸4m以上，検出面からの深さは約O.2mである。硬化面は確認されな

かった。柱穴は3個が検出された。Pl， P2， P3が相当する。主柱穴は4個と思われ，残り 1個は調

査区外にあると思われる。遺物の量は少なく，図示できる遺物はなかった。

AS 1-054 (第43・88図，図版14)

平成16年度に調査を実施した。A区67 S -4 0グリ ッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪

穴住居跡である。斜面部のため西南側の約1/2が残存しない。明確な炉跡は確認されなかったが，中央部
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に焼土の散布が見られ，この範囲が炉跡と考えられる。住居跡の形は楕円形である。住居跡の方位はN-

450 -Eである。住居跡の大きさは，長軸5m以上，短軸2m以上，検出面からの深さは約0.35mで、ある。

柱穴は9個検出されたが， P 1， P 2が主柱穴で，その他は性格不明の柱穴である。遺物の量は少ないが，

2点が図示できた。 1は聾形土器で胴部以下を欠損している。口唇部に押圧文が施され，胴部は縦方向の

ヘラナデが見られる。 2は査形土器の底部と思われるが，底部中央部は欠損している。

ASI-055 (第44・88図，図版15)

A区67R-03グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。住居跡の北側

で後世の溝に切られている。炉跡は検出されなかったが，溝と重複している位置に所在していたと推定さ

れる。住居跡の形は東壁はやや弧を描く形をしているが，西側の壁の形が元の形を残していると思われ，

楕円形または隅丸方形と考えられる。ASI-056よりも新しい。当初はASIー 023として調査し

ていたが，炭化材の出土などから別の遺構と確認された。覆土中から多量の炭化材が出土している。貯蔵

穴は確認されなかった。住居跡の方位は不明で、ある。住居跡の大きさは，長軸2.lm以上，短軸4.7m以上，

検出面からの深さは約0.05mで、ある。硬化面は住居跡の中央部で確認された。柱穴は5個検出された。遺

物の量は少ないが， 4点が図示できた。 1は鉢形土器の口縁部と思われる。2は高杯形土器の杯部片であ

る。3は小型の査形土器で胴以下を欠損する。4は査形土器の口縁部片で，胎土は粒子が粗いが，精製さ

れている。

ASI-056 (第44図，図版なし)

A区67R-02グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡は検出さ

れなかった。住居跡の形はAS 1 -0 5 5と重複しており不明である。ASI-055に切られ，住居跡

の一部が残存するのみである。貯蔵穴，柱穴は確認されなかった。 住居跡の方位も不明である。住居跡の

大きさは残存している範囲については，長軸2m以上，短軸l.lm以上，検出面からの深さは約O.05mで、あ

る。硬化面は確認されなかった。柱穴は 1個検出された。遺物の量は少なく，図示できる遺物はなかった。

ASI-057 (第45・88・103図，図版15)

A区67Q-18グリ ッドを中心として検出された。調査区内で最も南側に位置している。古墳時代前

期の竪穴住居跡である。炉跡は確認されなかった。住居跡の形は方形になると推定される。東北隅から貯

蔵穴P4が検出された。住居跡の方位はN-120 - Eである。住居跡の大きさは，長軸2.4m以上，短軸2.2

m以上，検出面からの深さは約0.1mで、ある。硬化面は東北隅から検出されている。ASK-O15， A 

SK-014と重複するが，本住居跡の方が古い。遺物の量は少ないが，ガラス小玉2点が出土している。

他に土師器がL点図示できた。 1は高杯形土器で脚部を欠損する。杯部内面は摩滅している。

ASKーo0 7 (第19・89図)
67R-05グリッドから， ASI-022と重複して検出された後世の土坑である。出土遺物は2点

が図示できた。1は小型査形土器で，口縁部が残存し，二重口縁を呈する。2は壷形土器の底部で，外面に

は縦方向のヘラナデが施される。

ASK-009 (第46図，図版16)

A区66R一75グリッドから検出された。縄文時代早期の陥穴である。ASI-041とASI-O

3 1の床下から検出された。大きさは，長軸1.65m，短軸0.46m，検出面からの深さは約O.6mである。遺

物の出土はなく，図示できる遺物はなかった。
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ASKーo1 0 (第46図，図版16)
A区65 S -7 7グリッドを中心として検出された。縄文時代早期の陥穴である。大きさは，長軸1.8

m，短軸O.5m，深さ約 1mで、ある。出土遺物はなく，図示できる遺物はなかった。

ASK-Oll (第46図，図版16)

A区66R-48グリッドから， ASI-045，ASI-047の床下から検出された。縄文時代早

期の陥穴である。陥穴の大きさは，長軸1.9m，短軸O.47m，検出面からの深さは約O.85mである。出土遺

物はなく，図示できる遺物はなかった。

ASK-012 (第15・46・89図，図版16・42)

A区66 S -9 0グリッドを中心として検出された。ASI-013の住居跡内から検出された。調査

者はAS1 -0 1 3の貯蔵穴と推定している。しかし，底面が緩やかな曲線を描くことなどから，ここで

は土坑として報告する。時期は出土遺物から古墳時代前期と思われる。土坑の形は円形である。大きさは，

長軸1.45m，短軸1.25m，深さO.35mで、ある。遺物は杯形土器片や高杯形土器などが多量に出土した。遺物

は 8 点が図示できた。 1~8 で全て高杯形土器である 。 1 は唯一の完形で，杯部外面に稜をもっ。 他の杯

部については外面に稜を持つものが多い。脚部片は脚中央部が筒形で下端部が開く形をしている。5は脚

部に孔が3個ある。

ASK-013 (第46図，図版16)

A区65R-73グリッドから検出された。縄文時代早期の陥穴である。北側の約1/2が調査区外に続

く。隣接して同時期と思われる土坑があるが性格は不明で、ある。大きさは長軸O.65m以上，短軸O.35m，

深さはO.9mである。図示できる遺物はなかった。

ASK-014 (第46図，図版)

平成16年度に調査された。A区67 Q-O 9グリッドから， ASI-057と重複して検出され，住居

跡よりも新しい。時期は不明である。土坑の形は円形である。大きさは長軸O.75m，短軸O.7m，検出面か

らの深さは約O.6mで、ある。図示できる遺物はなかった。

ASK-015 (第46図，図版)

A区67Q-18グリッドから， ASI-057と重複して検出され，住居跡よりも新しい。時期は不

明である。土坑の形は円形である。大きさは，長軸O.75m，短軸O.8m，検出面からの深さは約0.45mで、あ

る。図示できる遺物はなかった。

ピット群(第47図)

A区66R-51グリッドを中心として検出された。時期を明確に示す遺物は出土しなかった。時期は

不明である。柱穴は 6個が確認出来た。 3x 4聞の建物跡と推定される。ここではピット群として報告す

る。図示できる遺物はなかった。

-59-



G仁
ASI-037 

4・¥ ① 

θ ~R.54 。
@ 

② ¥ 
@ 

/1-

のの

向 -h-6Rω 

くラ
ASト 031

ASI-025 ASI-024 

A.- 50.0旦 A'

• 
B. 50.0~.B 

。 4m 

第47図ピット群

2 B区から検出された遺構と遺物

BSI-OOl (第48・49・90図，図版18・42・43)

B区65Q-99グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡はほぼ中

央部から検出された。炉跡の上部はBSD-001によって削平されている。西北隅でBSI-003に

切られる。壁周溝はこの範囲には囲周しない。中央部でBSD-001と重複する。住居跡の形は方形で

ある。覆土中から多量の焼土が出土した。鉄津が出土している。貯蔵穴は1箇所ある。住居跡の方位は

N-60 -Wである。住居跡の大きさは，長軸7J5m，短軸7.1m，検出面からの深さは約O.2mで、ある。硬化

面は住居跡の中央部で確認された。柱穴は4個検出された。Pl，P2， P3， P4が主柱穴である。遺

物の量は多く， 11点が図示できた。lは柑形土器で底部を欠損する。2. 3は高杯形土器である。ともに

杯部と脚部を欠損する。4-11は斐形土器である。 5. 7・11の内面はハケメが見られる。6は内外面と

もにヘラケズリが見られる。
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BS 1-002 (第50・51・91図，図版18・43)

B区66Q-32グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡である。北西壁にカマ

ドが構築されている。住居跡の形は方形である。後世の溝BSD-002に切られる。覆土中から炭化

材・焼土ブロックが出土している。住居跡の方位はN-560 -Eである。住居跡の大きさは，長軸6.35m，

短軸6.3m，検出面からの深さは約0.2mで、ある。柱穴は 4個検出された。Pl， P2， P3， P4が相当

する。柱穴には柱痕が確認された。柱穴は他にも検出されたが，伴うか否かは不明である。遺物量は多く，

石製品の出土も見られる。遺物は3点が図示できた。1. 2は杯形土器で口縁部は外面に稜をもって立ち

上がる。3は椀形土器で外面には横方向のヘラケズリが見られる。

BS 1-003 (第48・49・91図，図版18・19・43)

B区65Q-88グリッドを中心として検出された。BSI-OOlと重複し， BSI-019よりも
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第51図 BSI-002 

後出する。古墳時代前期の竪穴住居跡である。北側は調査区外に続く。炉跡が西側から検出された。住居

跡の形は方形である。覆土中から炭化材が多量に出土した。貯蔵穴は1箇所ある。住居跡の方位はN-

25'-Wである。住居跡の大きさは，長軸3.75m，短軸3.5m，検出面からの深さは約0.2mで、ある。硬化面

が確認された。柱穴はは3個が確認された。P5，P6， P7の3個が検出されたが，調査区外に残り 1

個あると思われる。遺物の量は多く， 9点が図示できた。 1は土甘形土器で表面は摩滅している。2は椀形

土器の口縁部である。 3~5 は高杯形土器で表面は摩滅している。 4 は胎土に赤色粒子を含む。 6 は小型

査形土器で表面は摩滅しており，底部を欠損する。8・9は平底の棄形土器で，外面には煤が付着してい

る。

BSI-004 (第52 ・ 92~93 ・ 107図， 図版19 ・ 43)

B区66Q-03グリッドを中心として検出された。西側で後世の土坑BSK-004と重複する。古

墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡が中央やや北側から検出された。住居跡の形は方形である。南東隅

から貯蔵穴が検出された。住居跡の方位はN-19'-Eである。住居跡の大きさは， 長軸4.4m，短軸4.6m，

検出面からの深さは約0.25mで、ある。硬化面が確認された。柱穴は 4個検出された。P1，P2， P3， 

P 4が相当する。遺物の量は多く，鉄鉱が出土している。遺物は13点が図示できた。1は杯部を欠損する

高杯形土器である。 2~4 は小型査形土器で， 2・4にはハケメが見られる。5も小型査形土器の口縁部

と思われるが判然としない。6・7は有段口縁の査形土器で，胴以下を欠損する。口縁の下端にはキザミ
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第52図 BSI-004 . BSK -004 

が施される。8は小型壷形土器である。9-13は聾形土器で， 9は内外面にハケメが見られる。13は外面

にへラケズリ痕が見られる。

851-005 (第53図)

B区65Q-93グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。BSI-Ol

2に切られる。北側及び西側は調査区外に続き，調査はできなかった。住居跡の東壁及び南壁が残存して

いる。残存している形状から住居跡の形は方形と推定される。柱穴及び炉跡は確認できなかった。住居跡

の方位はN-70-wである。住居跡の大きさは，長軸4.6m，短軸1.3m以上，検出面からの深さは不明で

ある。硬化面が確認されている。出土遺物の量は少なく，図示できる遺物はなかった。

851-006 (第53・93図)

B区66Q-02グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。BS 1 -0 0 

7と重複しており，残存している部分は少ない。西側は耕作によって削平されており，残存しない。東南

壁だけが残存する。住居跡の形は方形になると推定される。柱穴及び炉跡は確認できなかった。住居跡の

方位は不明で、ある。住居跡の大きさは，長軸2.2m以上，短軸0.6m以上，検出面からの深さは約O.2mで、あ

る。硬化面は確認されなかった。出土遺物の量は少ないが， 3点が図示できた。1は高杯形土器で，杯部

と脚部を欠損する。2は査形土器の頚部で，縄文帯に赤彩が施される。 3は壷形土器の底部片である。
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第53図 BSI-005~007 ・ 010

881-007 (第53図)

B区66Q-02グリッドを中心として検出された。古墳時代中期の竪穴住居跡である。西側を耕作の

ために削平されている。BSI-006を切る。残存している壁の形から，住居跡の形は方形を呈すると

推定される。柱穴及び炉跡は確認できなかった。住居跡の方位は不明である。住居跡の大きさは，長軸

1.9m以上，短軸0.8m以上，検出面からの深さは約0.2mで、ある。硬化面は確認されなかった。出土遺物の

量は少なく，図示できる遺物はなかった。

881-008 (第54図)

B区66Q-75グリッドを中心として検出された。南東部と南西部は調査区外に続き，全体の調査は

できなかった。古墳時代前期の竪穴住居跡である。炉跡が北側の柱穴の中央部で検出された。炉跡及び柱

穴が検出できたが，壁は削平されて残存しなく，床面も削平されている。住居跡の形は不明である。住居
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BSI -008 第54図

跡の方位はN-160 -Eである。住居跡の大きさは，長軸 7m以上，短軸6.6m以上，検出面からの深さは

不明で、ある。硬化面は確認されなかった。柱穴は4個あったと思われるが，調査区内からは 3個が検出さ

図P 3が相当する。未調査区に残り 1個があると推定される。出土遺物の量は少なく，P 2， P 1， れ，

示できる遺物はなかった。

図版20)(第55・94図，8SI-009 

BSI-012が床下BSI-012と重複しB区65Q-83グリッドを中心として検出された。

から検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。西側は耕作により削平されており，東壁と南壁のー

部が残存している。炉跡は確認されなかった。北側は調査区外に続く。住居跡の形は方形である。貯蔵穴

は確認されなかった。住居跡の方位はほぼ真北向きである。住居跡の大きさは，長軸3.2m以上，短軸2.85

m以上，検出面からの深さは0.05mで、ある。硬化面は一部が確認された。柱穴は確認されなかった。遺物
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の量は少なく， 2点が図示できた。 1・2は高杯形土器である。両者ともに赤彩を施されている。

BSIーo1 0 (第53・94図，図版20・43)
B区66Q-10グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。西側が耕作に

よって削平されている。BSI-006と重複し， BSI-006を切る。住居跡の形は方形を呈すると

推定される。貯蔵穴・柱穴は検出されなかった。住居跡の方位はN-450-wである。住居跡の大きさは，

長軸2.7m以上，短軸0.8m以上，検出面からの深さは不明である。硬化面は確認されなかった。遺物は 2

点が図示できた。 1は高杯形土器で杯部及び脚部を欠損する。2は小型費形土器でほぼ完形である。

BSI-011 (第56図，図版20)

B区65Q-86グリッドを中心として検出された。BSI-003と重複する。古墳時代前期の竪穴

住居跡である。堀込みは浅く壁はほとんど残存しない。北側は調査区外に続く 。炉跡が北側から検出され

た。住居跡は炉跡及び柱穴と硬化面だけが検出されたが，形は隅丸方形と推定される。貯蔵穴は確認され

なかった。住居跡の方位はN-40 -Eである。住居跡の大きさは，長軸3.8m以上，短軸3.5m以上，検出面

からの深さは約0.2mで、ある。硬化面は住居跡の中央部から検出された。柱穴は全部で5個が検出された。

うち 4個は主柱穴で， 1個は入り口施設に伴う柱穴である。土器片の出土は多かったが，図示できる遺物

はなかった。

BSI-012 (第57図，図版21・22)

B区65Q-84グリッドを中心として検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡である。柱穴は1個が

確認された。住居跡の形は方形である。後世の溝BSD-006に切られる， BSI-009の床下から

検出された。覆土中から骨片が出土したが，性格は不明である。貯蔵穴はない。住居跡の方位はN-

250 -Eである。住居跡の大きさは，長軸4.25m，短軸3.5m以上，検出面からの深さは0.05mで、ある。硬化

面は確認されなかった。柱穴は 2個が検出された。遺物の量は少なく，図示できる遺物はなかった。
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BSK-002 (第58図，図版22)

B区66Q-46グリッドを中心として検出された。縄文時代早期の陥穴である。大きさは，長軸1.75

m，短軸O.6m，深さO.75mである。図示できる遺物はなかった。

BSK-003 (第58図，図版22)

B区66Q-61グリッドを中心として検出された。南側1/2は調査区外に続き，全体の調査はできな

かった。縄文時代早期の陥穴である。大きさは，長軸1.6m以上，短軸0.45m，深さはO.4mである。図示で

きる遺物はなかった。

BSK一o0 4 (第52図)
B区66Q-02グリッドを中心として検出された。時期は不明で、ある。BSI-004を切っている。

長方形をしている。大きさは，長軸2.6m，短軸1.05m，深さはO.1mである。図示できる遺物はなかった。

BSKーo0 5 (第58図，図版22)
B区66Q-08グリッドを中心として検出された。縄文時代早期の陥穴である。BSI-001と重

複する。大きさは，長軸1.65m，短軸O.75m，検出面からの深さは約O.8mである。図示できる遺物はなか

った。

BSK-006 (第58図)

B区66Q-41グリッドを中心として検出された。BSI-002と重複する。西南側を後世の溝B

SD-002によって切られている。大きさは長軸O.8m，短軸O.6m，深さO.2mである。図示できる遺物

はなかった。

第 3 節その他の遺物(第95~97図，表 4 ~ 9) 

1 遺構外出土遺物

6 5 Rグリッド出土遺物(第95図，表4，図版44)

1・2は杯形土器で， 1 は煤が付着する 。 2 は体部に墨書が見られるが解読はできなかった。 3~5 は

杯形土器で， 3の口縁部にはタール状の付着物がある。6は器台か高杯形土器である。内外面がともに赤

彩されている。7は手控土器で，ほほ完形である。8は査の口縁部片で，胎土は粗い砂粒を多く含む。9

も査形土器の口縁部片で，胎土は轍密である。10は底部丸底の直口縁壷形土器である。11は小形の査形土

器で，体部に煤が付着する。12は丸底の底部片で，外面には赤彩が施される。13は胴部下半部の破片であ

る。底部は欠損しており不明で、あるが，平底を呈する甑形土器と思われる。

6 5 Sグリッド出土遺物(第95図，表4，図版44)

1 ~ 3は高杯形土器で， 1は外面に明瞭な稜が見られる。3は脚部が細く内外面ともに赤彩が施される。

4は小型壷形土器で，底部を欠損する。胎土は粗い砂粒を含む。5は直口縁査形土器の口縁部である。

6 6 Rグリッド出土遺物(第96図，表4，図版44)

1・2はカワラケで，口唇部にはタール状の煤が付着する。3は鉢形土器と思われ，口縁部に煤が付着

する。4は手担土器である。5は特殊器台形土器の破片である。内外面ともに丁寧なミガキを施し，内外

面ともに赤彩されている。6. 7は査形土器である。

6 7 Rグリッド出土遺物(第96図，表4，図版44)

1・2は手控土器である。ほぽ完形に近いが口唇部を欠損する。
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6 6 Sグリッド出土遺物(第96図，表4) 

1は椀形土器と思われる。底部を欠損する。2は小型の菱形土器の胴部で，内外面ともにハケメが見ら

れ，外面は剥離している。

650・660-670グリッド出土遺物 (第97図，表4，図版44)

1はカワラケで，完形である。2は椀形土器で底部を欠損する。内外面ともに赤彩されている。3は小

型柑形土器で口縁部及び底部を欠損する。4も小型柑形土器であるが底部は厚く，小型の査形土器とも推

定される。5は器台形土器と思われる土器片で，外面に稜を持つ。6. 7は器台形土器で，内外面ともに

丁寧なミガキを施している。8は高杯形土器の口縁部である。9は高杯形土器の脚部と思われ，脚上部に

細い横線が見られる。10は高杯形土器で脚部が剥離した状況である。11は手担土器の底部片である。12は

小型査形土器で口縁を欠損する。外面は丁寧なミガキを施し赤彩を加えている。13は小型査形土器の底部

片， 14' 15は斐形土器の底部片である。16は縄文早期の撚糸文系土器の口縁部である。17は高台付皿と思

われ，内外面ともに施粕が施されている。18は平瓦片で布目は7本/lcmで、ある。

2 グリッド出土遺物(第98~108図，表5，図版45~52)

縄文土器 (1 ~26) (第98図，表5，図版45)

1~8 は早期の撚糸文系土器で， 1 ~ 5は口縁部の， 6~ 8は胴部の破片である。9~25は中期の土器

で太い沈線による施文が施されている。26は後期の土器片で，沈線に固まれた中に縄文が施文されている。

弥生土器 (1 ~ 169) (第98~101図，表 5 ，図版45~48)

1 ~17 ・ 20は壷形土器の口縁部である 。 18 ・ 19 ・ 29~34は鉢形土器の口縁部である 。 21~28は菱形土器

である 。 42~58は査形土器の口縁部で， 42~45 ・ 58は口縁部が二重口縁を呈し，下端にキザミが施されて

いる 。 46~53は棒状浮文を持つものである 。 54~56は口縁部に円形浮文をもつもの， 57は口唇部に浮文を

もつものである 。 59~102は査形土器の胴部片である 。 59~80は山形文あるいは鋸歯文を持つ胴部片であ

る 。 80~102は沈線あるいは S 字結節文によって区切られた中に縄文帯を施文している土器片である 。 103

~110は鉢形土器又は椀形土器と思われる土器の口縁部である。 109は微細線によって円形とそこからのび

る微細線が施文されている。111・112は小型の鉢に近い形を呈するものと推定されるが，胴部中程が多少

くびれる形を呈する。二次焼成を受けている。113は口縁が波状を呈しており，器形は鉢形土器と推定さ

れる 。 114~161は童形土器の胴部片である 。 胎土は砂粒を多く含み，色調はやや黄緑色や黄褐色を呈する。

微細線によって文様が施文されている。文様は細い施文具によって平行操や，平行線に挟まれた聞を羽状

縄文を施文したものも見られる。胎土及び施文などから本地域の土器ではなく持ち込まれた土器群の可能

性がある 。 162~169は縄文を施文された弥生土器で，沈線によって区画された中に縄文を施文した土器片

である。

土師器 (1 ~ 17) (第102図，表5，図版49)

1 ~17は古墳時代前期の土器である 。 1 は S 字口縁棄形土器である 。 胴部の破片も出土しているが接合

しない。口縁から脚部までを図示できる遺物はなかった。2はS字口縁聾形土器であるが口唇部は短く外

反する。3. 4 は上方に立ち上がる口唇部片である 。 5 は外方に大きく開く器形で口唇部は丸い。 6~8

は頚部直下に横方向のハケメが見られる。9は口縁部直下に斜め方向のハケメが見られる。10は直口縁に

なると思われる斐形土器で，外面には斜め方向のハケメが見られる。12は10の胴部と思われる破片である。
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13は口唇部に面を持つものである。14・15は台付費形土器の脚部である。16・17は小型の査形土器の頚部

で，器壁は薄く，外面は丁寧なミガキを施している。

須恵器 (1 -14) (第102図，表5，図版49)

1-3は蓋杯の口縁部片である。4-5は杯身の口縁部片である。6・7は小型査形土器と思われる破

片で，口唇部は外反する。8は小型の壷形土器になると思われる土器の肩部片である。9・10は壷形土器

の口縁部の破片である。9は口縁が大きく外反し外面に稜を持つ。10は口縁端部が丸くまとまる。11は小

型の査形土器の口縁部片で， 12-14は胴部の破片で格子目を持つ。

瓦 (1-6)(第102図，表5，図版55)

1-6はグリッド調査中に出土したもので摩滅している。遺構に伴う状態での出土はなく，確認調査中

のトレンチ及び時期不明の溝状遺構からの出土である。

土製品 (第103・104図，表6，図版50)

1・2は垂飾状土製品である。1は頂部を有するもので一孔がある。孔は頂部に位置しており，垂飾的

な性格を持つものと推定される。重量は5.93gである。2はソロパン玉に類似する形状で，孔は 1と同様

に頂部に位置している。重量は33.84gであり，全面赤彩されており， 1と同様に垂飾的なものと推定さ

れる。

石製品 (第103・104図，表6，図版16・50・51)

3-8は管玉で， 3' 4は一部を欠損する。3は長さ38.2mm，径10.5皿をはかる。石質は珪質緑色凝灰

岩である。4は滑石製で長さ13.5mm，径4.2mmをはかる。5は凝灰岩製で一端を欠損する。長さ19.7，径9.2

聞をはかる。6は珪質緑色凝灰岩製で，長さは21mm，珪4.5mmをはかる。7は珪質凝灰岩製で，長さ24.2mm，

珪4.9阻をはかる。8は珪質凝灰岩製で，長さ41.9mm，形10阻をはかる。

9 . 14・15はガラス玉で， 9はブルー色を， 14は緑がかったブルー色を， 15は濃いブルー色である。10

-13は滑石製の臼玉である。ともにS1 -0 3 3から出土した。

16・17は石製模造品である。16は蛇紋岩製の勾玉で， 35Rグリ ッドから出土した。17は， SI-036 

から出土した。18は砂岩製の石斧で，ほほ中央部から刃先を欠損している。19は滑石製の剣形石製品であ

る。中央やや上に孔がある。20は滑石製の紡錘車で，直弧文のくずれたような文様を施されている。21は

S 1 -0 3 7出土の土製支脚である。

22-30は砥石である。23は安山岩製，その他は凝灰岩製である。住居跡及びグリ ッドからの出土品であ

る。

石器(第105図，表7，図版50・51)

1は完形の石鎌である。石材は黒曜石である。ほぽ完形で66R-17から出土した。2はほぼ完形の

石鍛である。石材はチャートである。3はほぼ完形の石鍛である。石材は黒曜石である。今回の調査で出

土した石鍛の中で最も小型で重さは0.25gである。66R-56から出土した。4は脚の一部が欠損して

いる石鍛である。石材はチャートである。65 S -8 3から出土した。5は先端部を欠損する石鍛である。

石材はチャートである。6は先端部を欠損する石鍛である。石材は黒曜石である。7は石搬の未製品と推

定される。石材はチャー トである。8も石鍛の未製品と思われる。石材は黒曜石である。65R-97か

ら出土した。9は完形の石錐である。石材はチャー トである。10は喋面を一部残す削器である。石材はメ

ノウである。66R-85から出土した。11は剥片で，微細な剥離痕が認められる。石材は黒曜石である。
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66Q-63から出土した。12は剥片で，微細な剥離痕が見られる。石材はホルンフェルスである。13は

磨石である。楕円磯の両平坦面を作業面として使用している。石材は砂岩である。

鉄板状鉄製品 (第106図，表8，図版51)

調査の段階では出土状況が不明瞭で、あったが，その後の検証からASI-052の覆土上位から出土し

たものと推定される。ほほ完形で，長さ295mm(復元297.3mm)，幅82.8-88.6阻の長方形を呈する。厚さは

中央部が若干厚めで中央部が2mm，周縁で、は1J-1.3mmで、ある。重量は保存処理後の重さが194.9gである。

出土時には表面に「縄紐の痕跡」があったと記録されているが，現状では「ワラ状」の付着物が見られる。

また，表面は凹凸が多いが，本来は鍛打されて平滑面となるように成形されていたものと推定される。

銭貨(第107図，表9，図版49)

1・2は洪武通宝である。1は66R-43グリ ッドから， 2は66R-75からの出土である。3は文久通宝

である。4は寛永通宝で鉄銭である。5・6は欠損しており銭名は確認できない。6はASI-040の

覆土から出土したが遺構に伴うものではない。

金属製品 (第108図，図版15'52)

1は銅鉱で， ASI-050の覆土中からの出土である。ASI-042の調査中に，柱穴の壁面から

出土した。重量1.9gと軽い。2は鉄鉱で65R-82から出土した。定角式の両刃造りで，全長63.5皿，鍛身

部幅16.8凹，関部幅12.5mm，厚さ3.8醐，重さ12.4gを計る。3-6は万子である。7-16・19・20・25・29

は鉄鉱の破片である。21は火打金でほぼ完形品である。23・24はコの字の形状をした金具で，用途は不明

である。26-28・30は鉄釘である。32・33はキセルである。22・31は不明鉄製品である。31は木質部が残

存しており鉄釘とも思われるが不明である。
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土
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表
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号
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遺
構
番
号
種
別
務
f重

遺
存
状
態
備
考
選
存
度

単
位
c
m.
()
は
復
冗
値

色
調

胎
土

焼
成

整
形
・
調
整

昏
号

部
位

%
 
口
径
底
径
器
高
・
残
存
高

書
ト
而

内
而

外
而

内
面

59
 

A
 
S
I
 
∞
1
 
土
師
器
鉢

口
縁
部

15
 
13
.2
 

3.
6 
賞
褐
色

に
ぷ
い
賞
褐
色

?色;
良
長
J
ハ
ケ
後
ナ
デ

ハ
ケ
後
ナ
デ

59
 
2
 
A
 
S
I
 
∞
I
 
土
師
器
小
型
丸
底

ほ
ぽ
完
形
長
而
E軽
減
I∞
 
1
1.
5
 
2.
6
 
7.
0 
に
ぶ
い
』
電
極
色

に
ぷ
い
黄
燈
色

可~，
'

良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

59
 
3
 
A
 
S
I
 
00
1 
土
師
器
1甘

口
縁
部

70
 
(1
4.
4
)
 

7.
1 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

?許
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

59
 
4
 
A
 
S
I
 
∞
I
 
土
師
お
小
型
丸
底

完
形

l∞
 
12
.8 
1.
7
 
5.
7 
極
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

宮
f

良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

59
 
5
 
A
 
S
I
 
00
1 
土
師
器
小
型
査

底
部

I∞
 

4.
2 
2.
9 
積
色

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

宮
f

良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヨ
コ
ハ
ケ
後
ナ
デ

59
 
6
 
A
 
SI
 
∞
I
 
土
師
路
器
台

脚
部

4.
2 
に
ぶ
い
褐
色

黒
絹
色

11¥'
 

良
好
ミ
ガ
キ

59
 
7
 
A
 
SI
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1
 
土
師
器
日書
台

脚
部
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ぷ
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赤
褐
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に
ぶ
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黄
桜
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術
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好
ミ
ガ
キ

ナ
デ
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A
 
S
I
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土
師
器
桜
台

脚
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0 
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赤
絹
色
，
;
J
j
ミ
彩
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賞
褐
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赤
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好
ミ
ガ
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ヘ
ラ
ナ
デ
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S
I
 
∞
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土
師
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高
軒
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褐
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赤
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ガ
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ラ
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S
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掠
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褐
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∞
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損
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櫨
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∞
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損
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ラ
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ガ
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S
I
 
∞
I
 
土
師
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胴
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最
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賞
制
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賞
褐
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良
H
ヘ
ラ
ケ
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リ
，
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ
，
ケ
ズ
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2
1.
6
 

6
1
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S
I
 
∞
l
 
土
師
:
r
.
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胴
以
上
欠
く

I∞
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.6
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.2
 
黄
褐
色

黒
褐
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褐
色

密
良
好
ヘ
フ
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ズ
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，
ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

61
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A
 
S
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∞
I
 
t
師
器
雪
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5
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色
~
に
ぷ
い
黄
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黒
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位
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復
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調

胎
土

焼
成

整
形
調
整

番
号

部
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口
径
底
径
器
商
・
残
存
高

空
十
面

内
面

外
面

内
面

外
面
は
横

61
 
35
 
A
 
5
1
 
∞
l
 
土
師
l器
哩E

胴
部
方
向
の
丁
10
 
17
.4 

12
.9
 
灰
黄
褐
色

に
ぶ
い
黄
褐
色

守E
良
好
ヨ
コ
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

寧
な
磨
き

62
 
上
36
A
 
5
1
 
∞
1
 
士
師
器
斐

底
部

80
 

5.
2 
3.
0 
に
ぷ
い
裕
色

黒
色

?苦
良
好
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

62
 
上
37
A
 
5
 I
 
∞
1
 
土
師
器
蔓

底
部

l∞
 

4.
6 
2.
1 
に
ぷ
い
褐
色

黒
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

62
 
上
38
A
 
5
1
 
∞
I
 
土
師
器
斐

底
部

40
 

4.
8 
3.
0 
褐
色

に
ぶ
い
賞
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

62
 
上
39
A
 
5
1
 
00
1
 
土
師
器
斐

胴
部

30
 

20
.3
 
に
ぶ
い
賞
糧
色

に
ぷ
い
褐
色

粗
普
通
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
後
ナ
デ

62
 
中
1
A
 
5
1
 
00
2 
土
師
器
高
杯

脚
部

15
.5
 
3.
2 
糧
色

に
ぶ
い
黄
糧
色
~
黒
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

62
 
中
2
A
 
5
1
 
∞
2
 
土
師
器
高
杯

脚
部

50
 

13
.6 
8.
2
 
明
赤
褐
色
，
赤
彩

極
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ
ナ
デ

62
 
中
3
A
 
5
1
 
∞
2
 
土
師
器
直
口
安

口
縁
部

25
 
(1
2.
6)
 

3.
9 
に
ぶ
い
燈
色

に
ぷ
い
樺
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

62
 
中
4
A
 
5
1
 
∞
2
 
士
師
器
草
申堂

頭
部

3.
7 
宿
色
，
赤
彩

鐙
色

w
 

良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

62
 
下
1
A
 
5
 I
 
∞
4
 
土
師
器
手
握
土
器

5
10
3
0と
全
体
40
.
9.
7 
4.
4 
3.
5
 
明
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

官
f

良
好
ナ
デ

ハ
ケ
後
ナ
デ

接
合

底
部
l∞

62
 
下
2
A
 
5
 I
 
∞
4
 
土
師
器
手
握
土
器

全
体
ω
，
5.
3 
4.
2 
2.
3 
に
ぷ
い
黄
褐
色
~
黒
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

官
f

良
好
ナ
デ

ナ
デ

底
部
I∞

62
 
下
3
A
 
5
1
 
∞
4
 
士
師
器
軍

口
縁
部

10
 
(1
78
) 

2.
7 
明
褐
色

明
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

62
 
下
4
A
 
5
1
 
∞
4
 
土
師
器
理主

口
縁
部

40
 
19
.8
 

3.
9 
黒
褐
色
~
に
ぷ
い
賞
燈
色

黒
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

62
 
下
5
A
 
5
 I
 
∞
4
 
須
恵
器
曹色

転
用

黄
灰
色

黄
灰
色

密
良
好

63
 
上
1
A
 
5
 I
 
00
7 
土
師
器
杯

底
部
を
欠
く

5
0
 
14
.0
 

4.
1 
明
赤
褐
色
~
糧
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
，
ナ
デ
ナ
デ

63
 
上
2
A
 
5
1
 
∞
7
 
土
師
器
高
杯

脚
部
表
面
摩
滅
30
 

7.
6 
鐙
色

経
色

密
良
好
ナ
デ

タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

6
3
 
上
3
A
 
5
1
 
∞
7
 
土
師
器
高
杯

杯
部

2.
6 
燈
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
.i
Ji
;
彩

密
良
H
ナ
デ
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

6
3
 
上
4
A
 
5
1
 
∞
7
 
土
師
;
詩
手
控
土
器

5
0
 
5.
6 
4.
7 
3.
8 
に
ぶ
い
褐
色

に
ぶ
い
褐
色

宮、
良
好
指
頭
痕

指
頭
痕

63
 
上
5
A
 
5
1
 
∞
7
 
土
師
器
査

ほ
ぽ
完
形

90
 
12
.0
 
3.
5 
14
.8
 
赤
褐
色
~
黒
色
(
下
部
)
.
赤
彩
赤
褐
色
，
赤
彩

宮
良
好
ハ
ケ
メ
の
後
ミ
ガ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

キ

63
 
上
6
A
 
5
1
 
∞
7
 
土
師
器
理主

胴
以
下
を
欠
く
貯
蔵
穴
内
60
 
14
.9
 

13
.6
 
赤
褐
色

口
縁
部
は
赤
褐
色
，
胴
部
は
燈
色

砂
粒
を
含
む
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ
，
輪
積
痕
あ

出
土

り

63
 
上
7
A
 
5
 I
 
∞
7
 
土
師
器
壷

底
部

7.
2 
2.
6 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

普
通

良
好
タ
テ
ミ
ガ
キ

ナ
デ

63
 
上
8
A
 
5
 I
 
∞
7
 
土
師
器
蔓

底
部

20
 

7.
0 
2.
0 
に
ぶ
い
賞
褐
色

黒
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ケ
ズ
リ

63
 
上
9
A
 
5
1
 
∞
7
 
土
師
器
斐

底
部

6.
5 
2.
2 
に
ぶ
い
黄
褐
色
~
黒
色

明
赤
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
ナ
デ

6
3
 
下
1
A
 
5
 I
 
01
0 
土
師
器
杯
?

底
部

30
 

6.
0 
2.
9 
糧
色

黒
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

6
3
 
下
2
A
 
5
1
 
0
10
 
土
師
器
高
杯

杯
部

50
 
15
.0
 

5.
7 
明
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
鰯
色
，
赤
彩

?智
良
好
タ
ァ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ

63
 
下
3
A
 
S
 I
 
0
10
 
土
師
器
高
杯

杯
部

表
面
摩
滅
50
 
22
.0
 

5.
9 
補
色

明
赤
褐
色

密
良
好
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

63
 
下
4
A
 
5
 I
 
0
10
 
土
師
器
高
杯

脚
部

50
 

13
.4 
8.
7 
明
赤
褐
色
，
赤
彩

f置
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ
ナ
デ

63
 
下
5
A
 
S
 1
 
0
10
 
土
師
器
盗

目
岡
部

5.
3 
に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
黄
燈
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

63
 
下
6
A
 
5
 I
 
0
10
 
土
師
器
吏

胴
部

全
体
40
.

6.
4 
12
.9
 
議
褐
色

に
ぶ
い
黄
褐
色
~
目
前
日
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

底
部
l∞

63
 
下
7
A
 
S
 1
 
0
10
 
土
師
器
斐

底
部

60
 

(7
.2
)
 
1.
4
 
明
褐
色

に
ぶ
い
黄
褐
色
~
黒
褐
色

粗
良
好
ナ
デ

ナ
デ

64
 
よ
I
A
 
S
 1
 
0
11
 
土
師
器
鉢

底
部
表
面
摩
滅
30
 

7.
8 
2.
1 
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

w
 

良
好
ナ
デ

ナ
デ

64
 
上
2
A
 
S
 I
 
0
11
 
士
郎
器
高
杯

脚
部
表
面
摩
滅
30
 

(1
7.
4) 
3.
3 
極
色

糧
色

密
良
好
ナ
デ

ハ
ケ

64
 
上
3
A
 
5
 I
 
01
1 
土
師
器
手
控
土
器

全
体
40
.

2.
8 
2.
8 
に
ぷ
い
tIi
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
指
頭
痕

指
頭
痕

底
部
80

64
 
上
4
A
 
S
 I
 
0
11
 
土
師
器
小
型
壷

口
縁
部
表
面
摩
滅
25
 
7.
5 

3.
5 
夜
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

- H N ω ー
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番
号 64
 

64
 

64
 

64
 

64
 

64
 

64
 

64
 

64
 

64
 

64
 

64
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

65
 

66
 

66
 

66
 

66
 

番
号

中
l

中
2

中
3

中
4

中
5

中
6

f
 1
 

下
2

下
3

下
4

下
5

下
6 7
 

日 9
 

10
 

II
 

12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

17
 

18
 

19
 

20
 

2
1
 

22
 

23
 

24
 

25
 

26
 

27
 

区
遺
構
番
号

A
 
5
1
 
01
2 

A
 
5
1
 
01
2
 

A
 
5
1
 
0
12
 

A
 
5
1
 
01
2
 

A
 
5
1
 
01
2
 

A
 
5
1
 
0
12
 

A
 
5
1
 
01
3
 

A
 
51
 
01
3
 

A
 
5
1
 
01
3
 

A
 
5
1
 
01
3
 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
51
 
0
13
 

A
 
51
 
01
3 

A
 
51
 
01
3 

A
 
51
 
0
13
 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
51
 
01
3 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
51
 
01
3 

A
 
51
 
0
13
 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
51
 
01
3 

A
 
51
 
0
13
 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
5
1
 
0
13
 

A
 
5
1
 
01
3
 

A
 
5
1
 
01
3 

A
 
5
1
 
01
3 

A
 
5
1
 
01
3
 

A
 
5
1
 
0
13
 

種
別
器
種

遺
存
状
態

部
位

土
師
器
高
杯

脚
部

土
師
器
小
型
宣

口
縁
部

土
師
器
広
口
登

口
縁
部

土
師
器
壷

l車
部

弥
生
壷

口
縁
部

弥
生
斐

口
縁
.Ii
!<
を欠
く

土
師
器
高
杯

土
師
器
高
杯

杯、
!
脚
端
を
欠
く

土
師
器
高
杯

杯
、
部
を
欠
く

土
師
器
高
杯

脚
端
他
欠
く

土
師
器
高
杯

杯
を
欠
く

土
師
器
高
十
干

脚
部

土
師
器
高
杯

杯
部
を
欠
く

土
師
器
高
杯

脚
部

土
師
器
高
ff

脚
部

土
師
絡
高
杯

脚
部

土
師
器
高
相
、

軒
、剖
i

土
師
器
高
杯

脚
端
欠
く

土
師
器
高
杯

杯
、
部
を
欠
く

土
師
器
高
杯
、

事f.
脚
を
欠
く

土
師
器
高
杯

土
師
器
高
杯

杯
部
を
欠
く

土
姉
骨
量
高
杯

軒
L部
を
欠
く

土
師
器
高
杯

脚
部
を
欠
く

土
師
器
高
杯

脚
部
を
欠
く

土
師
器
高
杯

脚
部
を
欠
く

土
師
器
t:
i杯

杯
端
脚
欠
く

土
師
器
高
杯

杯
部
片

土
師
器
高
村
、

脚
を
欠
く

土
師
器
高
杯

脚
を
欠
〈

土
師
器
高
杯

脚
を
欠
〈

土
師
器
高
杯

杯
部
片

土
師
器
高
何
:

杯
部

備
考
遺
存
度

単
位
cm
.
(
)
は
復
冗
値

%
 
口
径
i長
径
器
高
残
存
高

4.
0 

3.
7 

20
 

5.
5 

8.
0 
2.
6 

最
大
径

14
.2
 

25
.5
 

80
 
16
.9
 
14
.2
 
1 1
.2
 

9.
7 

20
 

14
.0
 
11
.0
 

9.
3 

90
 

12
.6
 
6.
7 

7.
6 

40
 

12
.4 
7.
1
 

50
 

8.
9 

25
 

7.
0 

表
面
H軽
減
25
 

6.
8 

表
面
摩
滅

(1
9.
3) 

5.
8
 

5
K
0
1
2
と
80
 
20
.4 

14
.6
 

接
合

全
体
30
，

15
.0
 
8.
7
 

底
部
25

全
体
30
.

12
.3 
9.
0 

底
部
5

全
体
30
.

13
.0
 

底
部
25

15
 

13
.2 
9.
5 

表
面
if
滅
20
 

15
.2
 
10
.4 

表
面
摩
滅

6.
4 

表
面
摩

減、
6
6
5
11

16
.4 

4.
1
 

と
接
合

3.
6 

66
5
12
と

3.
7 

強
合

20
 

14
.5
 
3.
3 

表
面
摩
滅
90
 
15
.5
 

5.
5 

90
 
17
.0
 

5.
5 

表
面
摩

減、
5
K
O
l
30
 
17
.7
 

7.
8 

2と
接
合

(1
8.
0
)
 

6.
3 

35
 
18
.4 

3.
9 

色
調

胎
土

焼
成

整
形
・
調
整

書
ト
而

l判
面

外
部

内
面

明
赤
褐
色
，
赤
彩

宮
f

良
好
ナ
デ

ナ
デ

赤
褐
色
~
燈
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

極
色

樫
色

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

褐
色

褐
色

砂
粒
を
含
む
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
，
ナ
デ
ナ
デ

に
ぶ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

密
良
好
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
ナ
デ

極
色

極
色

'抵
良
好
ナ
デ
.
抑
圧

ナ
デ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

富
f

良
好
ナ
デ

へ
ラ
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐
色

褐
色

司 E
良
好
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ
ケ
ズ
リ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

櫨
色

官
良
好
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ
ナ
デ
，
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

灰
黄
褐
色
，
杯
部
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
(
杯
部
内

而
)

赤
褐
色
，
赤
彩

櫨
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

H音
赤
褐
色
，
赤
彩

灰
賀
補
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ハ
ケ
ナ
デ
，
ヨ
コ
ケ
ズ
リ

極
色

桜
色

宅E
良
好
ナ
デ

ケ
ズ
リ

椴
色

積
色

密
良
好
タ
ァ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ
，
ケ
ズ
リ

赤
褐
色

赤
褐
色

*
 
良
好
タ
テ
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
，
ケ
ズ
リ

に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
糧
色

密
良
好
ヘ
フ
ケ
ズ
リ
，
ミ
ガ
キ
ケ
ズ
リ

明
赤
褐
色

明
赤
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
褐
色

に
ぷ
い
黄
禍
色

*
 
良
好
ハ
ケ
.
ナ
デ
(
ヨ
コ
)
ヘ
ラ
ナ
デ
，
ハ
ケ

赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
黄
褐
色

可E
良
好
ミ
ガ
キ

へ
ラ
ナ
デ
，
ケ
ズ
リ

板
色

積
色

宜「
良
併
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
，
ケ
ズ
リ

燈
色

糧
色

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

明
赤
尚
色
~
糧
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

'$
 

良
好
ミ
ガ
キ
，
ハ
ケ
ハ
ケ

赤
褐
色

燈
色

*
 
良
好
ミ
ガ
キ

ケ
ズ
リ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
杯
部
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

積
色

程
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
鰯
色
，
!
f
、
部
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ
ミ
ガ
キ
(
杯
部
内
面
)

赤
褐
色
.
赤
彩

赤
褐
色
，
杯
部
赤
彩

砂
粒
を
含
む
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

極
色

極
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

糧
色

程
色
(
軒
、
部
)

官、
良
好
マ
メ
ツ

マ
メ
ツ

赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
t
I
、
部
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

粗
い
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

燈
色
(
杯
部
)

鐙
色

密
良
好
不
明

司
=
明

明
赤
褐
色
(
一
部
黒
色
)
，
赤
彩
明
赤
尚
色
，
軒
、
部
赤
彩

密
良
府
ナ
デ

ハ
ケ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ
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番
号 6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
6
 

6
7
 

6
7
 

6
7
 

6
7
 

6
7
 

6
7
 

6
7
 

67
 

6
7
 

6
7
 

6
7
 

6
7
 

6
7
 

67
 

67
 

6
8
 

6
8
 

6
8
 

6
8
 

番
号
区

2
8
 
A
 

2
9
 
A
 

3
0
 
A
 

3
1
 
A
 

3
2
 
A
 

3
3
 
A
 

34
 
A
 

3
5
 
A
 

3
6
 
A
 

3
7
 
A
 

3
8
 
A
 

3
9
 
A
 

4
0
 
A
 

41
 
A
 

42
 
A
 

上
4
3
A
 

上
44
A
 

上
4
5
A
 

上
4
6
A
 

上
47
A
 

上
48
A
 

下
1
A
 

下
2
A
 

下
3
A
 

下
4
A
 

下
5
A
 

下
6
A
 

下
7
A
 

下
8
A
 

下
9
A
 

I
 
A
 

2
 
A
 

3
 
A
 

4
 
A
 

遺
構
番
号
種
別
器
種

5
1
 
0
13
 
土
師
器
高
杯

5
1
 
0
13
 
土
師
器
間
杯

5
1
 
0
13
 
土
師
器
高
柄
、

5
1
 
0
13
 
土
師
器
高
杯

5
1
 
01
3 
土
師
器
高
柄
、

5
1
 
0
13
 
土
師
器
高
杯

5
1
 
0
13
 
士
師
器
小
型
壷

5
1
 
0
13
 
土
師
器
小
型
壷

5
1
 
01
3 
土
師
器
小
型
壷

5
1
 
0
13
 
土
師
器
小
型
壷

5
1
 
0
13
 
土
師
器
小
型
壷

5
1
 
01
3 
土
師
器
小
型
壷

5
1
 
01
3 
土
師
器
小
型
査

S
I
 
0
13
 
士
師
器
資

5
1
 
01
3
 
土
師
器
主臣

5
1
 
01
3 
土
師
器
建

S
I
 
01
3 
土
師
器
斐

5
1
 
0
1
3
 
土
師
器
受

5
1
 
0
13
 
土
師
器
受

5
1
 
0
13
 
土
師
器
斐

S
I
 
01
3 
土
師
器
事 E

S
I
 
0
15
 
土
師
器
器
台

5
1
 
01
5
 
土
師
器
手
担
土
器

5
1
 
01
5 
土
師
器
小
盟
査

5
1
 
0
15
 
土
師
器
壷

5
1
 
01
5 
土
師
器
壷

S
I
 
0
15
 
土
師
器
蔓

S
I
 
01
5
 
土
師
器
事 E

S
I
 
01
5
 
土
師
器
斐

5
1
 
0
15
 
土
師
器
望巴

5
1
 
02
0 
土
師
器
高
杯

S
I
 
02
0 
土
師
器
高
杯

5
1
 
0
2
0
 
土
師
器
高
杯

5
1
 
0
2
0
 
土
師
器
高
杯

遺
存
状
態

備
考
遺
存
度

単
位
cm
.
(
)
は
復
正
値

部
位

%
 
口
径
底
径
器
高
・残
存
高

脚
部

10
.1
 

脚
部

8.
1
 

脚
部

7.
1 

胸
部
6
5
R
9
9
と

6.
2 

接
合

杯
部

25
 
13
.9
 

4
.4 

口
縁
部
6
5
S
1
0
と
4
0
 
(1
7.
8)
 

4.
6 

接
合

口
縁
の
部
5
10
15
と

2.
7 
7
.2 

欠
く

接
合

口
縁
を
欠
く

3.
0 
5
.2 

口
縁
部

4
0
 
(9
6)
 

6.
5 

25
 

(8
.6
) 
5.
0 

25
 

(8
.5
) 
5.
0 

25
 

(1
1.
9)
 
6.
9 

底
部

25
 

(4
.2
)
 
4.
2 

底
部

20
 

(5
5)
 
2.
2 

口
縁
部

2
0
 
(1
6.
3)
 

12
.0
 

口
縁
部

2
5
 
16
.0
 

4.
4 

口
縁
部

5
0
 
(1
4
0
)
 

5.
2 

口
縁
部

2
0
 
18
.2
 

6.
7 

底
部
を
欠
く

5
0
 
16
.0
 

18
.2 

口
縁
部

3
0
 
13
.8
 

3.
3 

底
部

7
0
 

6.
0 

1.
9
 

脚
の
一
部
を

2
0
 
9
.3 

6.
3 

欠
く

30
 
3
.2 

3.
1 

2.
2 

25
 

最
大
径
4.
0 

(8
.2
) 

府
部

2.
8 

口
縁
部

肩
部

胴
部
ス
ス
付
着
20
 

6.
6 
15
.8
 

目
阿
部

15
 

底
部

3
0
 

7.
8 
3.
5 

脚
部

7.
5 

杯
部

10
 
16
.5
 

6.
2 

杯
部

2
5
 
16
.7
 

5
.7
 

杯
部

1.
3
 

色
調

胎
土

焼
成

整
形
調
整

j~
 
面

内
而

外
面

内
面

明
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
黄
褐
色

?官、
良
好
ミ
ガ
キ

へ
ラ
ナ
デ
，
ケ
ズ
リ

極
色
，
赤
彩

経
色
，
赤
彩

?骨
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ
.
ケ
ズ
リ

赤
褐
色

鐙
色

密
良
好
マ
メ
ツ

マ
メ
ツ

赤
褐
色
.赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
不
明

ハ
ケ
ヘ
ラ
ケ
ズ
'J

明
赤
裕
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
杯
部
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ミ
ガ
キ

程
色

燈
色

密
良
好
ナ
デ

ハ
ケ

明
赤
褐
色
~
赤
褐
色
.
赤
彩

権
色
，
口
縁
の
一
部
赤
彩

?官
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
桂
ミ
ガ
キ
ナ
デ

に
ぶ
い
褐
色
~
控
色

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
マ
メ
ツ

マ
メ
ツ

赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

黒
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

H音
褐
色
，
上
位
は
赤
彩

櫨
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐
色
~
黒
褐
色

糧
色

可E
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ハ
ケ

i珂
赤
縄
色

燈
色

密
良
好
タ
テ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

暗
褐
色

暗
褐
色

昔、
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色

に
ぶ
い
褐
色
~
黒
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
糧
色

黒
褐
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

強
色

明
黄
褐
色
~
黒
褐
色

'A' 
良
好
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ
ナ
デ
，
ハ
ケ

褐
色

褐
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
賛
褐
色
~
黒
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色
~
黒
褐
色

可E
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

燈
色

m
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ
，
ハ
ケ

明
褐
色

明
貰
褐
色

司E
良
好
ナ
デ

ナ
デ

黄
灰
色

Ujj
灰
黄
色

奮
普
通
ナ
デ
，
指
iiJ
i痕
ナ
デ

糧
色

明
赤
褐
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
黄
櫨
色

に
ぶ
い
黄
櫨
色

密
良
好
タ
テ
ミ
ガ
キ

ハ
ケ

に
ぷ
い
賛
褐
色

黒
褐
色

管
良
野
ナ
デ

ナ
デ

灰
賞
尚
色

灰
黄
褐
色

密
良
好
ハ
ケ

ハ
ケ

黒
色
~
に
ぷ
い
燈
色

橿
色

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

灰
賞
褐
色

灰
黄
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

褐
色

褐
色

奮
良
好
タ
テ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐
色
，
赤
彩

授
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

官
f

良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

燈
色

樫
色

大
小
の
赤
色
良
好
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

粒
子
を
含
む

に
ぷ
い
燈
色

に
ぶ
い
燈
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ



挿
図
番
号
区
遺
構
番
号
種
別

器
種

逃
存
状
態

備
考
遺
存
度

単
位
c
m
.
(
)
は
復
瓦
他

色
調

胎
よ

焼
成

整
形
・
調
整

番
号

部
位

%
 
CI
径
底
径
器
高
残
存
高

外
面

内
而

外
面

内
面

68
 
5
 
A
 
S
I
 
02
0
 
士
郎
器
'主

底
部

焼
成
前
の
底
部

7.
1 
5.
0 
燈
色

樫
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
，
ハ
ケ

穿
孔
あ
り
l∞
 

68
 
6
 
A
 
SI
 
02
0 
土
師
器
宝一:
u

口
縁
部
折
返
し
口
縁
8
 
15
.2 

4.
3 
燈
色

極
色

密
良
H
ハ
ケ
，
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

6
8
 
7
 
A
 
S
I
 
02
0 
土
師
器
査

底
部

胸
部
穿
孔
底
部

2.
6 
4.
0
 
明
赤
褐
色
~
黒
色
，
赤
彩

槌
色

奮
良
好
ミ
ガ
キ

ハ
ケ

あ
り

I∞
 

6
8
 
8
 
A
 
S
I
 
02
0
 
土
師
器
2ー・立
7
 

口
縁
部

に
ぶ
い
黄
樫
色

に
ぷ
い
黄
燈
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

6
8
 
9
 
A
 
S
I
 
02
0
 
上
帥
器
資

口
縁
部

に
ぷ
い
賞
樺
色

灰
黄
褐
色

密
良
釘
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

6
8
 
10
 
A
 
S
I
 
02
0
 
土
師
器
哩E

6
0
 
18
.4 
5.
3 
24
.3
 
褐
色
~
黒
褐
色

褐
色

w
 

良
好
ハ
ケ
，
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

68
 
11
 
A
 
S
I
 
02
0 

土
師
~
斐

胴
部

8.
2 
桜
色

鐙
色

密
良
釘
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

68
 
12
 
A
 
S
I
 
02
0 
土
師
器
型車

口
縁
部

10
 
15
.4 

7.
3 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
黄
桜
色

司E
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

68
 
13
 
A
 
S
I
 
02
0 
土
師
告
書
望巴

l底
部

15
 

6.
5
 
1.
4
 
IIff
絢
色

黒
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

69
 
1..
1
 
A
 
S
I
 
02
2 
縄
文

底
部

4.
1 
思
灰
色

i珂
黒
褐
色

密
良
H
ナ
デ

ナ
デ

69
 
上
2
A
 
S
I
 
02
2 
土
師
掠
高
杯

柄、
剖
l

70
 
17
.3
 

6.
3 
i珂
赤
褐
色
，
赤
彩

i珂
赤
褐
色
~
燈
色
.
赤
彩

宅E
良
好
ナ
デ

ナ
デ

69
 
上
3
A
 
S
I
 
02
2 
土
日
市
器
高
杯

杯
部

24
 
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

管
良
好
ミヵ
・キ

ヘ
ラ
ナ
デ

69
 
上
4
A
 
S
I
 
02
2 
土
師
器
高
杯

4.
3 
に
ぶ
い
赤
尚
色
，
赤
彩

黒
尚
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

し
ぼ
り
痕

69
 
上
5
A
 
S
I
 
02
2 
土
師
器
~
 

底
部

40
 

6.
0 
2.
9 
程
色

灰
黄
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

69
 
上
6
A
 
S
I
 
02
2 
上
自
市
器
受

底
部
内
l自
lス
ス
30
 

5.
0 
2.
1 
に
ぶ
い
褐
色

黒
色
，
ス
ス
付
者

?苦
良
好
ケ
ズ
リ

ナ
デ

付
着

69
 
上
7
A
 
S
I
 
02
2 
土
師
器
期J
も

底
部

25
 

5.
8 
2.
1 
に
ぷ
い
燈
色

に
ぷ
い
燈
色

官‘
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

69
 
上
8
A
 
S
I
 
02
2 
土
師
総
事E

底
部

底
部

6.
8 
2.
6 
褐
色

褐
色

組
良
肝
粗
い
ハ
ケ

粗
い
ハ
ケ

10
0 

69
 
中
l
A
 
S
I
 
02
3 
土
附
器
杯

完
形

I∞
 
12
.R 

5.
1
 
に
ぷ
い
赤
褐
色
(
底
部
は
黒
色
)
，
に
ぷ
い
黄
糧
色
(
Il
縁
部
は
に
ぷ
い
赤
禍
密

良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
'J.
ナ
デ
ミ
ガ
キ

赤
彩

色
)
，
亦
彩

69
 
中
2
A
 
S
I
 
02
3 
士
郎
器
椀

完
形

95
 
16
.
1
 

6.
6 
黒
色
~
に
ぷ
い
賞
極
色
，
赤
彩
に
ぷ
い
黄
糧
色
~
に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩
w
 

良
好
ヨ
コ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
桂
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

69
 
中
3
A
 
S
I
 
02
3 
土
師
器
宝? ・立
7
 

底
部

25
 

(5
9)
 
2.
3 
糧
色

に
』
品
、
貨
燈
色

粗
良
好
ナ
デ

ナ
デ

69
 
中
4
A
 
S
I
 
02
3 

土
師
~
斐

口
縁
の
一
部
を
欠
く

40
 
16
.8
 
6.
0 
23
.1 
黒
色
~
褐
色

に
ぶ
い
賀
褐
色

砂
を
含
む
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

69
 
中
5
A
 
S
I
 
02
3 
土
師
器
墾

胴
以
下
を
欠
く

50
 
16
.6
 

12
.2
 
紫
色
~
極
色

灰
賞
褐
色
~
樫
色

粗
良
品
f
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

69
 
下
1
A
 
S
I
 
02
4
 
土
師
;持
高
杯

相
、
部

(
 
17
.4
) 

4.
2 
赤
紫
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

69
 
下
2
A
 
S
I
 
02
4
 
土
師
器
主..
立 ?
 

胴
部

7.
5 
に
ぷ
い
糧
色

に
ぶ
い
櫨
色

密
良
肝
ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

70
 
上
3
A
 
S
I
 
02
4
 
土
師
;
持
小
型
資

ほ
ぽ
完
形

10
0 
9.
2 
3.
4 
9.
7 
に
ぶ
い
黄
燈
色
(
半
分
は
黒
色
)
に
ぶ
い
黄
糧
色

?智
良
肝
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

70
 
上
4
A
 
SI
 
02
4 
土
師
器
小
型
壷

ほ
ぽ
完
形

10
0 
12
.1 
4.
1 
9.
2 
黒
色
~
明
赤
褐
色
，
赤
彩

占
星
色
~
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

70
 
l二
5
A
 
S
I
 
02
4 
士
師
掠
小
型
遊

70
 
(1
14
)
 
3.
2 
8.
4
 
黒
色
-
)
疋
渇
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
褐
色
，
赤
彩

省
普
通
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

70
 
上
6
A
 
S
I
 
02
4
 
土
師
器
小
型
壷

査
ltii
量
1)離
6
0
 
(1
0.
2) 
3.
4 
7.
2 
に
ぶ
い
赤
褐
色
(
一
部
黒
色
)

に
ぶ
い
貨
糧
色
~
に
ぷ
い
赤
褐
色

雲
母
，
砂
世
主
を
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

あり
含
む

70
 
仁
7
A
 
SI
 
02
4
 
土
師
器
斐

口
縁
部

18
.9
 

8.
9 
銀
色
~
に
ぷ
い
黄
根
色

に
ぶ
い
極
色

密
普
通
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

70
 
上
8
A
 
SI
 
02
4
 
土
師
器
高品

口
縁
部

に
ぷ
い
黄
櫨
色

に
ぷ
い
黄
樫
色

宮、
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

70
 
上
9
A
 
S
I
 
02
4
 
土
師
器
斐

口
縁
部

30
 
16
.0
 

63
 
灰
賞
尚
色

灰
賞
制
色

密
良
好
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

ナ
デ

70
 
上
10
A
 
S
I
 
02
4 
土
師
器
古里

底
部

底
部

6.
0 
2.
6 
掲
灰
色
~
明
赤
褐
色

黒
褐
色

密
普
通
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

I∞
 

70
 
中
l
A
 
S
I
 
02
5 
土
師
器
手
担
土
器

底
部

5
0
 

1.
8
 
1.
8
 
に
ぷ
い
黄
褐
色

灰
黄
筒
色

w
 

良
好
指
頭
痕

指
iifi
痕

70
 
中
2
A
 
S
I
 
02
5 
土
師
器
小
明
者

底
部

15
 

6 .
4 

1.
8
 
に
』
品
、
黄
褐
色

栂
色

l主
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

- H N ∞ |  



挿
図
番
号
区
遺
構
番
号
種
別
器
種

遣
存
状
態

備
考
遺
存
度

単
位
:c
m.
(
)
は
復
耳
値

色
調

胎
土

焼
成

整
形
・
調
整

番
号

部
位

%
 
口
径
底
径
器
高
残
存
高

j
~ 
面

内
面

外
面

内
面

70
 
中
3
A
 
S
I
 
02
5 
土
師
器
主
由Z
 

口
縁
部
折
返
し
口
15
 
13
.0
 

4.
5 
に
ぷ
い
賞
糧
色

に
ぶ
い
黄
櫨
色

管
良
好
ノ、
ヶ

ミ
ガ
キ
，
ハ
ケ

縁

70
 
下
I
A
 
SI
 
02
6 
士
師
器
高
杯

脚
部
表
面
摩
滅
20
 

14
.1 
6.
2 
明
赤
褐
色
，
赤
彩

糧
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

70
 
下
2
A
 
SI
 
02
6 
須
恵
器
高
台
付
蛮

J1!
;部

30
 

8.
2
 
2 .
1 
黄
灰
色

賞
灰
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

70
 
下
3
A
 
S
I
 
02
6 
土
師
器
望
E

底
部
表
面
摩
滅
20
 

9.
6 
2 .
1 
に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

粗
普
通
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

70
 
下
4
A
 
SI
 
02
6 
土
師
器
甑

底
部

10
 

7.
8 
12
.1 
に
ぷ
い
黄
褐
色
~
黒
褐
色

糧
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

70
 
下
右
l
A
 
SI
 
02
7 
弥
生
査

頭
部

赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
褐
色

可E
良
好
縄
文

ナ
デ

71
 
上
1
A
 
SI
 
02
8 
土
師
器
宝世
芝

底
部

50
 

7.
2 

1.
7
 
に
ぷ
い
褐
色

灰
褐
色

?苦
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

71
 
上
2
A
 
SI
 
02
8 
土
師
器
壷

J1!
;部

7.
2 
2.
6 
樫
色

褐
灰
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

71
 
中
1
A
 
SI
 
03
0 
土
師
器
壷

ロ
縁
部

明
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

71
 
中
2
A
 
SI
 
03
0 
土
師
器
壷

口
縁
部

黒
色

黒
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

71
 
中
3
A
 
S
I
 
03
0 
土
師
器
斐

底
部

ス
ス
付
着
I∞
 

6.
3 
2.
5 
灰
褐
色
，
ス
ス
付
着

黒
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

71
 
中
4
A
 
S
I
 
03
0 
土
師
器
蔓

底
部

95
 

6.
5 

燈
色

極
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

7
1
 
下
I
A
 
SI
 
03
1 
土
師
器
椀

完
形

95
 
13
.0
 
4.
4 
7 .
1 
に
ぷ
い
褐
色

に
ぶ
い
赤
褐
色

密
良
好
ハ
ケ

ハ
ケ

71
 
下
2
A
 
S
I
 
03
1 
土
師
器
小
型
資

底
部

90
 

3.
6 

1.
6
 
に
ぷ
い
黄
樫
色

に
ぷ
い
黄
櫨
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

71
 
下
3
A
 
SI
 
03
1 
土
師
器
広
口
盗
?

底
部

底
部

5.
6 
3.
7 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
黄
櫨
色
.
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

7
1
 
下
4
A
 
S
I
 
03
1 
土
師
器
宝で・"

胴
部

に
ぷ
い
黄
鐙
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
賞
授
色

望E
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

71
 
下
5
A
 
SI
 
03
1 
土
師
器
蔓

底
部

底
部

8.
0 
13
.9
 
に
ぷ
い
賞
樫
色
~
黒
褐
色

糧
色

粗
普
通
タ
テ
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

7
1
 
下
6
A
 
SI
 
03
1 
弥
生
壷

頭
部

6.
7 
に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
縄
文
ナ
デ

71
 
下
7
A
 
S
I
 
03
1 
土
師
器
小
型
斐

底
部

80
 

4.
4 

1.
6
 
褐
灰
色

褐
灰
色

粗
普
通
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

71
 
下
8
A
 
S
I
 
03
1 
土
師
器
斐

胴
部

口
縁
部
輪
50
 

17
.7
 
極
色
(底
部
付
近
は
褐
灰
色
)
.
赤
彩
桓
色
(J
.正
部
付
近
は
褐
灰
色
)
.
赤
彩
奮

普
通
ミ
ガ
キ

ナ
デ

積
痕

72
 
上
9
A
 
S
I
 
03
1 
土
師
器
望E

口
縁
部
口
唇
部
抑

2
1.
2
 

7.
8 
に
ぷ
い
黄
糧
色

に
ぷ
い
黄
桜
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

EE
 

72
 
上
10
A
 
S
I
 
03
1 
土
師
器
斐

胴
部

明
赤
褐
色

暗
赤
灰
色

密
良
好
縄
文

ヘ
ラ
ナ
デ

72
 
上
11
A
 
SI
 
03
1 
土
師
器
聾

底
部

30
 

6.
8 
2.
9 
灰
黄
褐
色

褐
灰
色

守E
良
好
ナ
デ

ナ
デ

72
 
上
12
A
 
S
I
 
03
1
 
土
師
器
蔓

底
部

25
 

9.
2 
2.
1 
に
ぷ
い
黄
褐
色

巣
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

72
 
下
1
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
杯

ロ
縁
部
摩
滅
し
て
70
 
14
.6
 

5.
3 
櫨
色

撞
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

い
る

72
 
下
2
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
器
杯

ロ
縁
部
ス
ス
付
着
25
 
10
.8
 
5.
4 
3.
8 
に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色
~
黒
色

司監
良
好
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

72
 
下
3
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
器
杯

口
縁
部

30
 
13
.7
 
7.
6 
4.
3 
糧
色

糧
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

72
 
下
4
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
杯

口
縁
部
表
面
摩
滅
30
 
14
.5
 
6.
4 
4.
4 
極
色

鐙
色

*
 
良
好
ナ
デ

ナ
デ

72
 
下
5
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
杯

口
縁
部

30
 
11
.
0
 
5.
3 
3.
8 
樫
色

糧
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

72
 
下
6
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
杯

底
部

50
 

5.
2 

1.
5
 
に
ぷ
い
積
色

に
ぶ
い
樫
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

72
 
下
7
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
器
士
甘
?

底
部

95
 

2.
8 
に
ぶ
い
黄
褐
色
~
黒
褐
色

明
褐
色

密
良
好
ナ
テ
'

ナ
デ

72
 
下
8
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
器
台

脚
部

25
 

9.
7 
6.
5 
に
ぶ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

72
 
下
9
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
器
器
台

60
 
9.
0 
12
.4
 
9.
1 
明
赤
褐
色
~
燈
色
，
赤
彩

程
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
，
ナ
デ

72
 
下
10
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
器
台

脚
部

3.
8 
暗
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

72
 
下
11
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
高
杯

脚
部
3干
しあ
り
I∞
 

7.
4 
赤
褐
色
，
赤
彩

授
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

- H N φ |  



挿
図
番
号
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遺
構
f昨
号
種
目
1)
機
械

遺
存
状
態

備
考
泣
存
度

単
位
cm
.
()
は
復
冗
値

色
調

胎
土

焼
成

整
形
・
調
整

番
号

部
位

%
 
1-
1径

底
径
器
防
ー残
存
高

者
十
曲
l

内
i同

外
I師

内
面

72
 
F
I
2
 
A
 
S
I
 
03
2 
i二
肺
器
市
杯

脚
部
表
l町
l軽
減
80
 

6.
8 
極
色

板
色

術
良
好
ナ
デ

ハ
ケ

72
 
ド
13
A
 
SI
 
03
2 
上
帥
器
高
何、

脚
部

7.
7
 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

燈
色

il¥' 
良
好
ナ
デ

ナ
デ
，
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

72
 
下
14
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
器
高
杯

脚
部

8.
6 
に
ぷ
い
黄
櫨
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
ー此
様
色
，
赤
彩

密
良
好
組
)
，
、
タ
テ
ミ
ガ
キ
ナ
デ
，
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

72
 
下
15
A
 
S
I
 
03
2 
k
師
器
高
軒
、

杯
部
表
而
l
'
t
減

2.
0 
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

官
:

良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

72
 
下
16
A
 
S
I
 
03
2 
士
師
器
高
村
、

杯
部

4.
8 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
黄
褐
色
，
赤
彩

'9.'
 

良
針
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

72
 
下
17
A
 
S
I
 
03
2 
t
師
持
高
柄
、

脚
部

3.
7 
赤
褐
色
.
亦
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ミ
ガ
キ

73
 
18
 
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
小
型

~t:
f.

口
縁
部
底
部
を
欠
く
40
 
9.
0
 

5.
5 
に
ぷ
い
褐
色

に
ぶ
い
尚
色

?も「
良
貯
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ
。
輪
柿
痕
あ
り

73
 
19
 
A
 
SI
 
03
2 
l 二
師
器
小
型

~;f
.

口
縁
を
欠
く
50
 

4.
2 
IPI
赤
褐
色

IPl
赤
褐
色

?官
H
~
干
ミ
ガ
キ

ナ
デ

73
 
20
 
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
器
小
型
蛮

目両
者市

30
 

2.
7 
赤
褐
色
.
赤
彩

IPl
褐
色

品
f

良
H
ミ
ガ
キ

ナ
デ

73
 
21
 
A
 
51
 
03
2 
土
師
2普
小
型
壷

sI
l部

20
 

2.
5 
赤
褐
色
，
赤
彩

樫
色

*
 
良
鮮
ミ
ガ
キ

ナ
デ

7
3
 
22
 
八
S
I
 
03
2 
上
帥
器
小
型
査

日
縁
部

に
ぷ
い
黄
鐙
色
~
黒
縞
色

に
ぶ
い
黄
鐙
色

包企
良
折
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

73
 
23
 
A
 
S
I
 
03
2 
t
附
器
小
型
蛮

胸
部

最
大
径
9

3.
0
 
明
赤
褐
色
.
赤
彩

明
赤
褐
色
~
程
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

73
 
24
 
A
 
5
1
 
03
2 
土
師
器
小
型
資

sTl
書官

底
部
を
欠
く
50
 
1 1
.0
 

12
.5
 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

'/f.'
 

良
肘
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

73
 
25
 
A
 
SI
 
03
2 
tf
，市
総
広
口

g~
口
縁
部

20
 
7.
7 

4.
2 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
I
f
l
色
，
赤
彩

砂
粒
を
合
む
良
H
ナ
デ

ナ
デ

73
 
26
 
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
務
広
IJ
盛

口
縁
部

20
 
9.
8 

4.
3 
に
ぷ
い
赤
弛
j色
，
赤
彩

時
赤
悩
色
.
赤
彩

'紙
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

73
 
27
 
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
広
円
壷

口
縁
部
表
面
摩
滅
50
 
12
.4 

4.
5 
経
色

経
色

官
f

良
針
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

73
 
28
 
A
 
5
1
 
03
2 
上
師
器
査

口
縁
部

20
 
11
.4
 

2.
7 
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

司E
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

73
 
29
 
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
器
?，
rr. 

口
縁
部
下
端
部
に

燈
色

積
色

*
 
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

押
圧

73
 
30
 
A
 
S
I
 
03
2 
t
附
持
宝立

円
縁
部

40
 
19.
8
 

7.
6 
i則
赤
尚
色
~
燈
色
.
赤
彩

l珂
赤
褐
色
赤
彩

望E
良
H
ハ
ケ
，
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
，
ミ
ガ
キ

73
 
3
1
 
A
 
S
I
 
03
2 
上
附
昔
話
宝F・立
7
 

ほ
l:
f
完
形

9
0
 
13.
5
 
5.
4 
23
.6
 
亦
制
色
，
赤
彩

赤
褐
色
~
燈
色
，
亦
彩

'1ff
 

良
針
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

73
 
32
 
A
 
S
I
 
03
2 
t
師
器
資

底
部

3.
9 

褐
色

制
色

'証
:

良
好
ナ
デ

ナ
デ

73
 
33
 
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
壷

底
部

底
部
I(
附

9.
0 
37
.9
 
糧
色

櫨
色

官
:

良
好
ナ
デ

ナ
デ

74
 
34
 
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
;
総
鉢

8
0
 
15
.0
 

6.
1 

赤
褐
色
-
~
I
;
l
;
色
.
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

?菅
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

74
 
35
 
A
 
SI
 
03
2 
土
師
器
鉢

80
 
14
.6
 

6.
0 
桜
色

積
色

?苦
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

74
 
36
 
A
 
S1
 
03
2 
土
師
熔
鉢

口
縁
を
欠
く
60
 

畳
k
控
10
.7
4.
6 
に
ぷ
い
赤
褐
色
。
赤
彩

糧
色

望E
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

74
 
37
 
A
 
5
1
 
03
2 
上
側
捺
鉢

60
 
15
.5
 

6.
0 
赤
褐
色
，
赤
彩

WJ
赤
褐
色
，
赤
彩

'8;
 

良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

74
 
38
 
A
 
S
I
 
03
2 
上
師
総
鉢

11
縁
部

15
 
13
.4 

5.
4 
に
ぷ
い
赤
褐
色
~
黒
色
，
亦
彩
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
亦
彩

'1f，
' 

良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

74
 
39
 
A
 
5
1
 
03
2 
土
師
掠
鉢

円
縁
部

20
 
14
.8 

4
.3 
叩
1赤
褐
色
，
亦
彩

叩
l赤
褐
色
，
赤
彩

唱
:

良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

74
 
40
 
A
 
5
1
 
03
2 
土
師
路
鉢

日
縁
部

20
 
19
.4
 

6.
2 
黒
褐
色

黒
褐
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ナ
デ

74
 
4
1
 
A
 
S
I
 
0
32
 
上
師
綜
台
付
費

胴
部

口
縁
を
欠
70
 

9.
1
 
2
1.
0
 
に
ぶ
い
赤
尚
色
~
黒
褐
色

に
ぶ
い
赤
尚
色
~
里
嗣
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

く

74
 
42
 
A
 
S
I
 
03
2 
土
師
器
業

胴
官
官

20
 

6.
8 
22
.1 
黒
色

赤
鰯
色

if.' 
良
好
ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

74
 
43
 
A
 
5
1
 
03
2 
t
師
;
株
当
E

口
縁
部

13
 
19
.8
 

10
.0
 
;
且
褐
色
~
に
』
品
、
此
位
色

J且
尚
色
~
に
ぷ
い
]
就
位
色

?苦
良~

J-
ヘ
ラ
ナ
デ

ヨ
コ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

74
 
44
 
A
 
SI
 
03
2 
l ニ
m
J
;
器
受

口
縁
部

ス
ス
付

"~f
8
0
 
14
.1 

4.
0 
に
ぶ
い
黄
燈
色

に
ぷ
い
黄
燈
色

古
f

良
好
ナ
デ

ナ
デ

74
 
45
 
A
 
51
 
03
2 
土
姉
器
斐

口
縁
部
n唇
部
押
匝

県
褐
色

に
ぶ
い
此
褐
色

普
通

良
好
ナ
デ

ナ
デ

75
 
46
 
A
 
5
1
 
03
2 
t
師
器
斐

胴
部

70
 
19
.0
 
6.
6 
25
.6
 
明
赤
褐
色
~
暗
赤
褐
色
~
黒
色
，
赤
彩
i問
赤
尚
色
~
に
ぷ
い
褐
色
~
黒
陶
色
，
赤
彩
強

良
好
ナ
デ

ナ
デ

]{ω 。



ト
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仏
コ
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挿
図

番
号 75
 

75
 

75
 

75
 

75
 

75
 

75
 

75
 

75
 

75
 

75
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

7
6
 

76
 

7
6
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

76
 

7
6
 

7
6
 

76
 

番
号

下
1

下
2

下
3

下
4

下
5

下
6

下
7

下
8

下
9

下
10

下
11 12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

J7
 

18
 

19
 

2
0
 

2
1
 

22
 

23
 

24
 

25
 

2
6
 

27
 

2
8
 

2
9
 

30
 

3
1
 

3
2
 

33
 

34
 

3
5
 

区
遺
構

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
I
 

A
 
5
I
 

A
 
5
I
 

A
 
5
I
 

A
 
51
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
I
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
I
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

A
 
5
1
 

番
号
種
別
器
稀

遺
存
状
態

部
位

0
3
3
 
土
師
器
相
、

口
縁
部

0
3
3
 
土
師
器
杯、

03
3
 
土
師
器
杯、

0
3
3
 
土
師
器
椀

0
3
3
 
土
師
器
椀

底
部

0
3
3
 
土
師
器
椀

底
部

0
3
3
 
土
師
器
小
型
丸
広
柑
口
縁
部

0
3
3
 
土
師
器
t甘

底
部

03
3 
土
師
器
高
杯

ほ
ほ
完
形

0
3
3
 
土
師
器
商
事
f、

杯
部

03
3 
土
師
器
高
杯

杯
部

0
3
3
 
土
姉
器
高
杯

杯
部

0
3
3
 
土
飾
器
高
杯

脚
部

0
3
3
 
土
師
器
高
杯

脚
部

0
3
3
 
土
師
掠
高
杯

脚
部

0
33
 
土
師
器
高
杯

脚
部

0
3
3
 
土
師
器
高
杯

脚
部

03
3 
士
郎
器
高
杯

脚
部

03
3 
土
師
器
手
担
土
器

03
3 
士
師
器
手
控
土
器

0
33
 
土
師
器
手
担
土
器

体
部

03
3 
土
師
器
小
型
査

底
部

0
33
 
土
師
器
小
型
蛮

底
部

0
33
 
土
師
器
台
付
壷

脚
部

03
3 
土
師
器

'且
~

口
縁
を
欠
く

03
3 
土
師
器
査

II
縁
を
欠
く

03
3 
土
師
器
宝τ
・亘

口
縁
部

0
3
3
 
土
師
器
当芝

頚
部
の
一
部

0
3
3
 
土
師
器
:a 

口
縁
部

0
3
3
 
土
師
器
理主

口
縁
部

0
3
3
 
土
師
器
壷

底
部

03
3 
土
師
器
壷

底
部

03
3 
土
師
器
斐

底
部

03
3 
土
師
器
斐

底
部

03
3 
土
師
器
斐

底
部

備
考
遺
存
度

単
位
cm
.
(
)
は
復
冗
値

%
 
口
径
底
径
器
高
・残
存
高

2
5
 
9.
6 

3.
3 

30
 
14
.9
 

5.
7 

表
商
摩
滅
4
0
 
14
.0 

5
.3 

5
0
 
14
.9
 

6.
5 

4.
3 

底
部
J(
拍

3.
9 

2
5
 
10
.8
 

3.
9
 

4
0
 

3.
6 
2.
3 

9
5
 
22
.6
 
15
.3
 
16
.2
 

表
而
摩
滅
5
0
 
(1
7
0
)
 

5
0
 
14
.3
 

5.
3 

4.
1
 

7.
1
 

5.
4 

6.
5 

表
而
E軽
減

4.
3 

3
干し

3.
5 

二
次
焼
成
底
部
10
0

3.
6 
3.
9 

二
次
焼
成
3
0
 
7
.4 

5.
4 
4.
0 

2
5
 

3
.4
 
3.
0
 

5
0
 

5.
6
 
1.
7
 

底
部
l∞

1.
8
 

G
5
R
9G
と

6.
5 

接
合

表
面
摩
滅
5
0
 

7 .
8 

表
面
摩
滅
4
0
 

5
.4 
16
.9
 

50
 

3.
3 

6
0
 
14
.9
 

5.
6 

表
面
摩
滅
底
部
10
0

3 .
4 

2
.1 

底
部
輪
台
6
0
 

5.
8 
2.
9 

底
部
外
面
底
部

5.
8 
2.
3 

ス
ス
付
着
10
0
 

5
0
 

6.
2 
1.
6
 

3
0
 

4.
9 
2.
0 

色
調

胎
土

焼
成

整
形
・
調
整

外
而

内
面

外
而

内
面

明
褐
色
，
ス
ス
付
着

明
褐
色

?普
良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
黄
褐
色
(
底
部
は
黒
色
，
口
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

縁
部
は
赤
褐
色
)
，
赤
彩

糧
色

被
色

1，' 
良
好
ナ
デ

ナ
デ

黒
色
~
灰
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

可E
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
黄
櫨
色
，
赤
彩

県
色
~
に
ぷ
い
黄
程
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
，
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

赤
色
，
赤
彩

赤
色
~
に
ぷ
い
褐
色
，
赤
彩

可E
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
賞
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

赤
褐
色
~
糧
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐
色
，
赤
彩

積
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

黒
褐
色
~
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

省
f

良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
し
、
黄
櫨
色

に
ぷ
い
黄
糧
色

¥4¥
'
 

良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

桜
色

極
色

強
f

良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
黄
褐
色
，
赤
彩

雪量
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

*
 
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
ミカ
.キ

ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色

赤
褐
色

空E
普
通
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

暗
灰
黄
色

に
ぶ
い
賞
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

燈
色

に
ぷ
い
褐
色

?苦
良
好
ナ
デ

ナ
デ

糧
色

樫
色

*
 
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
燈
色

に
ぷ
い
黄
授
色

?智
良
好
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐
色
，
赤
彩

程
色

'品、
良
野
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
糧
色

に
ぷ
い
燈
色

粗
普
通
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐
色

黒
褐
色

密
普
通
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

糧
色
，
赤
彩

極
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
~
に
ぶ
い
黄
樫
色
，
赤
彩
密

良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

糧
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

禍
灰
色
~
に
ぷ
い
黄
櫨
色

褐
灰
色
~
に
ぶ
い
黄
燈
色

密
良
好
ナ
デ
，
ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
黄
禍
色

密
良
姉
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

桜
色
(
底
外
は
黒
色
)

灰
赤
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

灰
褐
色
~
に
ぶ
い
褐
色

に
ぶ
い
扱
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
赤
褐
色

議
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色

黒
色
，
多
炭
化
物
付
着

長
石
粒
含
む
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ



挿
図
番
号
区
遺
構
番
号
績
別
..
積

遺
存
状
態
備
考
遺
存
度

単
位
cm
.
(
)
は
復
冗
値

色
調

胎
土

焼
成

整
形
・
謁
整

番
号

部
位

%
 
口
径
底
径
器
高
・
残
存
高

外
而

内
而

外
国

内
而

7
7
 
上
3
6
A
 
S
I
 
0
3
3
 
土
師
器
~
 

日
縁
部

最
大
径

に
ぶ
い
燈
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

?色
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

(1
8.
0
)
 

7
7
 
上
3
7
A
 
S
I
 
0
3
3
 
土
師
器
理主

底
部

7
0
 

6
.4 

7.
5 
黒
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

~A
色
~
に
ぷ
い
賞
褐
色

可官
良

~t
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

7
7
 
上
38
A
 
S
I
 
0
3
3
 
瓦
破
片

破
片
長
10
.0
短
9.
3

明
黒
灰
褐
色

明
黒
灰
褐
色

普
良
好
7
本
I
l
c
m

7
7
 
中
l
A
 
S
I
 
0
3
4
 
須
恵
器
杯

6
6
R
9
5と
5
0
 
11
.2
 
6.
7 

2.
1
 
灰
白
色

灰
白
色

密
良
好

接
合

7
7
 
中
2
A
 
S
I
 
0
3
4
 
土
師
器
盟

頭
部
6
6
R
9
5と
3
0
 

3.
3 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
絹
色
，
赤
彩

曹、
良
釘
ミ
ガ
キ
，
ハ
ケ

ヘ
ラ
ナ
デ
，
ハ
ケ

接
合

7
7
 
下
I
A
 
S
I
 
0
3
5
 
弥
生
資

口
頭
部

18
 

13
.6
 
怨
色
，
赤
彩

続
色
~
に
ぶ
い
赤
鰯
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
羽
状
縄
文
ミ
ガ
キ

7
7
 
下
2
A
 
S1
 
0
3
5
 
土
師
器
'亙

胸
部
の
一
部
胴
F
半
ス

に
ぷ
い
槌
色

に
ぷ
い
程
色

粗
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

ス
付
稲

7
7
 
下
3
A
 
S
I
 
0
3
5
 
土
防
総
小
型
建

口
惇
部
抑
圧

14
.1
 

1 1
.0
 
褐
灰
色
~
黒
色

に
ぷ
い
賛
鐙
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7
7
 
下
4
A
 
S
I
 
0
3
5
 
土
師
器
型主

底
部

3
0
 

6.
6 

3.
8 
に
ぶ
い
黄
櫨
色

に
ぷ
い
黄
程
色

il¥' 
艮
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

7
7
 
1"
5
 
A
 
S
I
 
0
3
5
 
土
師
器
古監

底
部

6.
0 

1.
8
 
に
ぷ
い
黄
褐
色

に
ぶ
い
賛
褐
色

宮
良
貯
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

7
8
 
l
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
器
杯

口
縁
部

4
0
 
(1
4.
7
)
 

3
.4 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

il¥' 
良
好
ナ
デ
，
ヨ
コ
ナ
デ
ミ
ガ
キ

7
8
 
2
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
桜
1甘

口
縁
部
の
}
部
表
而
l輩
滅

(1
0.
8
)
 

5
.4 
明
故
褐
色

桜
色

il¥' 
普
通
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

7
8
 
3
 
A
 
S
1
 
0
3
6
 
土
師
器
illi
折、

杯
部
表
面
摩
滅
l∞
 
16
 

5
.1 
極
色
~
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩
明
赤
褐
色
，
赤
彩

官、
i込
肝
ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

7
8
 
4
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
務
高
杯

杯
部

4
0
 
(1
8
.4)
 

6
.4 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
色
.
赤
彩

密
良
t干
ナ
デ

ナ
デ

7
8
 
5
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
器
高
杯

判
t部

(1
4
.0
)
 

4
.6 
赤
鰯
色
.
赤
彩

赤
禍
色
，
赤
彩

密
良
好
ミヵ
・キ
，
ヘ
ラ
ナ
デ
ミ
ガ
キ

7
8
 
6
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
器
高
杯

杯
部

(1
7.
3
)
 

4
.4 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

7
8
 
7
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
器
王草

胴
以
下
を
欠
く

7.
7 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

?智
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

7
8
 
8
 
A
 
S
1
 
0
3
6
 
土
師
器
広
口
査

底
部
片

3
0
 

5
.3 

2
.2
 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色

?智
良
好
ナ
デ

ミ
ガ
キ

7
8
 
9
 
A
 
S
1
 
0
3
6
 
土
師
器
2寸u
てfす

目
同
部

3
0
 

(3
2
)
 
1
1.
4
 
に
ぷ
い
赤
樹
色
，
赤
彩

に
ぶ
い

î~
極
色

il¥' 
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

摩
滅
し
て

7
8
 
10
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
務

1一~
:i

口
縁
部
の
一
部
い
る
、
6
6
R

(1
6
.4)
 

2.
9 
県
尚
色

権
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

15
と
接
合

7
8
 
II 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
器
宮
士~
 

口
縁
部
の
一
部

に
ぷ
い
赤
褐
色

に
ぷ
い
赤
褐
色

司監
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

7
8
 
12
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
器
醐~
 

胸
部

8
0
 
(
18
.5
) 
(6
.5
) 
30
.5
 
:，
r;t;
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

黒
褐
色
~
に
ぶ
い
黄
褐
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

7
8
 
13
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
器
~
 

胴
の
一
部
を
欠
く

底
部
j
(
泊
(1
6
.2
)
 
5.
4 
2
1.
4
 
県
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
禍
色

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

7
8
 
14
 
A
 
S
I
 
0
3
6
 
土
師
器
~
 

底
部

槍
ム仁
1

(5
6
)
 
2
.1 
に
ぷ
い
赤
尚
色

黒
色
~
明
黄
褐
色
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燈
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褐
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褐
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褐
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鉢
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鉢
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受
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0
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台
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壷
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部
片

胴
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底
部
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5
 

7
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底
部
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底
部

2
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8 

口
縁
部

2
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口
縁
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欠
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底
部
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l∞
 

口
縁
部

2
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6
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底
部

底
部
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1
0.
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2
0
 

2
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底
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2
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3 

2
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2 
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.1 

口
縁
部
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1
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4
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口
縁
部

2
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2 

4
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口
縁
部
折
返
し
口
縁
15
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.4 
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0 

口
縁
を
欠
く
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2
1
 

拓
本
円
形
浮
文

底
部

4
0
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3 

事干
、部

3
0
 
(1
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4.
9 

杯
部

2
0
 
(1
8
.8
) 
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9 

底
部

底
部

3
.4 
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ロ
縁
部
の
一
部
輪
積
痕
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口
縁
部
輪
積
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6
0
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縁
部
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6
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黒
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密
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ラ
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デ
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ラ
ナ
デ

に
ぷ
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褐
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~
赤
褐
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赤
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赤
褐
色
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赤
彩

古
f

良
好
ミ
ガ
キ
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ヨ
コ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ミ
ガ
キ

に
ぷ
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赤
褐
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赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
野
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

灰
褐
色
~
に
ぷ
い
黄
糧
色
，
赤
彩
褐
灰
色
~
に
ぷ
い
黄
櫨
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
，
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
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黄
櫨
色

褐
灰
色

密
普
通
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
赤
筒
色
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赤
彩

赤
褐
色
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赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

黒
褐
色
~
に
ぷ
い
賞
糧
色

灰
賞
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

黒
色
~
に
ぶ
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黄
褐
色

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
ヨ
コ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

黒
色

に
ぷ
い
賞
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

に
ぶ
い
黄
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

黒
褐
色
~
に
ぷ
い
黄
鐙
色

に
ぷ
い
黄
燈
色

粗
普
通
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
縞
色

褐
灰
色

粗
普
通
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

積
色

に
ぷ
い
黄
樟
色
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良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

明
赤
褐
色
~
黒
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
賞
燈
色
~
褐
灰
色

に
ぷ
い
賞
授
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
赤
褐
色
.
赤
彩

に
ぶ
い
黄
燈
色

粗
普
通
ミ
ガ
キ

ナ
デ

赤
彩

赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

黒
褐
色
~
灰
黄
褐
色

黒
褐
色
~
灰
黄
褐
色

砂
質

良
好
指
頭
ナ
デ

ナ
デ

褐
灰
色

怨
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
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ハ
ケ

に
ぷ
い
赤
褐
色
~
赤
黒
色
，
赤
彩
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赤
褐
色
~
黒
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

暗
赤
褐
色
~
赤
巣
色
，
赤
彩

明
赤
筒
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
黄
褐
色

に
ぷ
い
赤
褐
色
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に
ぷ
い
褐
色

密
良
釘
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デ
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デ
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ミ
ガ
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褐
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褐
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彩
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ガ
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ガ
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好
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赤
褐
色
~
極
H音
赤
褐
色
，
赤
彩
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ
，
ミ
ガ
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櫨
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ぷ
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良
好
ナ
デ

黒
絹
色
~
に
ぷ
い
赤
褐
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赤
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E
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好
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彩

明
褐
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彩

密
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好
ミ
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ハ
ケ
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縁
部
λ
ス
付
着
40
 
18
.5 

5.
7 
に
ぷ
い
褐
色
~
極
色

思
尚
色
~
樟
色

粗
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

82
 
14
 
A
 
5
1
 
04
2 
土
師
綜
空主

口
縁
部
口
容
部
キ
ザ
ミ
10
0 
(1
6.
5)
 

10
 
褐
色

褐
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ナ
デ
ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

82
 
15
 
A
 
51
 
0
4
2
 
士
郎
..
 
ヨ世

底
部

90
 

(6
.6
) 
2.
7 
県
褐
色
~
積
色

:.I
~，
褐
色

宅E
1ミ
H
ナ
デ
.
ヘ
ラ
ナ
デ
ナ
デ

82
 
16
 
A
 
51
 
04
2 
上
附
日
時
型E

器
慢
は
う
30
 

6.
4 
20
.0
 
思
褐
色
~
に
ぶ
い
亦
ru
色

:'11
尚
色
~
に
ぶ
い
占
、
褐
色

'事
E

1..
灯
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

す
い

83
 
上
17
A
 
5
1
 
04
2 
上
附
器
斐

I阿
部

器
幣
は
う
40
 

1 1
.8
 
ょ!
¥色
~
に
ぷ
い
黄
櫨
色

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
燈
色

マ配
l
H
l
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
，
ヘ
ラ
ヘ
ラ
ナ
デ

す
い

ナ
デ

83
 
上
18
A
 
5
1
 
04
2 
上
師
器
斐

底
部

器
日
産
は
う
底
部

5.
6 
9.
4 
黒
色

灰
黄
禍
色

?量
艮
灯
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

す
い

10
0 

83
 
中
1
A
 
51
 
04
3 
土
師
器
鉢

μ
縁
部

20
 
(1
5.
6)
 

4.
6 
赤
絹
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
灯
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

83
 
中
2
A
 
51
 
04
3 
H
面
器
小
型
鉢

全
備
O.
底
14
.1 
4.
4 
8.
1
 
に
ぷ
い
黄
禍
色
(
底
部
は
よ
.U
色
)
程
色

朝
L

普
通
ハ
ケ
，
ナ
デ

ナ
デ
，
ハ
ケ

部
l ∞

83
 
中
3
A
 
5
1
 
04
3 
須
!
E
.
器

t，
~材
、

杯
部

(2
1.
3
)
 

3.
7 
灰
色

灰
色

'a.' 
良
好
ナ
デ
，
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

83
 
"， 
4
 
A
 
5
1
 
04
3 
t
師
器
望
E

円
縁
部

に
ぷ
い
制
色

に
ぷ
い
褐
色

密
良

~I
ハ
ケ

ナ
ヂ
，
ハ
ケ

底
部
は
輪
状

83
 
中
5
A
 
5
1
 
04
3
 
土
師
器
ヨE

底
部
で
中
央
が
高
30
 

6.
6 

1.
8
 
に
ぶ
い
黄
鐙
色

に
ぶ
い
黄
糧
色

密
良
好
指
頭
オ
サ
エ

ヘ
ラ
ナ
デ

く
な
る

83
 
中
6
A
 
51
 
04
3 
土
師
器
ヨE

j正
割
自

30
 

(6
.8
)
 
3.
2 
に
_
;
;
，
‘
赤
褐
色

黒
褐
色

'$
 

1'1
.肝
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

83
 
中
7
A
 
5
1
 
04
3 
士
師
器
望E

底
部

50
 

(5
.6
) 
2.
1 
に
ぶ
い
赤
褐
色

灰
黄
褐
色

司監
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

83
 
下
I
A
 
5
1
 
04
4 
土
師
告
書
~
台

66
R2
6 
90
 
11
.0
 
14
.4 
17
.4 
1m
電
褐
色

I阿
賀
褐
色

砂
粒
を
含
む
普
通
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

83
 
下
2
A
 
5
1
 
04
4 
土
師
器
桜
台

完
形

90
 
8.
8 
11
.9
 
9.
2 
に
ぷ
い
鐙
色
(
一
部
禦
色
)

に
ぷ
い
程
色
(
一
部
.I，I};
色
)

?智
良

~I
ミ
ガ
キ

ナ
デ
，
ミ
ガ
キ

83
 
下
3
A
 
5
1
 
か
14
土
師
器
総
台

完
形

90
 
7.
1 
10
.5
 
7.
2 
切
J赤
制
色

明
赤
褐
色

守正
良
長
f
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ
ヨ
コ
ヘ
ラ
ナ
デ

83
 
下
4
A
 
5
1
 
ω
4
 
上
師
器
桜
台

脚
部

95
 

11
.4
 
6.
9
 
明
赤
褐
色

明
赤
尚
色

拒a
 

良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

83
 
下
5
A
 
5
1
 
04
4 
土
師
器
器
台

脚
部

70
 

1 1
.7
 
7.
3 
に
ぶ
い
黄
槍
色
(
部
分
的
に
烈
色
)
に
ぷ
い
持
燈
色
(
部
分
的
に
黒
色
)
il'; 

良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

84
 
6
 
A
 
51
 
04
4 
土
師
器
同
杯

杯
部

40
 
19
.1
 

6.
4 
赤
褐
色
.
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

84
 
7
 
A
 
51
 
似
4
土
師
器
高
軒
、

軒
高

~I
30
 
2
1.
6
 

7.
4 
に
ぷ
い
亦
絹
色

に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ヨ
コ
ナ
デ
ミ
ガ
キ

84
 
8
 
A
 
5
1
 
0判
土
師
器
高
杯

杯
部

(2
0.
4
)
 

程
色

糧
色

il'; 
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ
，
ミ
ガ
キ
ヘ
ラ
ナ
デ

84
 
9
 
A
 
5
1
 
似
4
土
防
総
間
判
:

体
部

(2
1.
3)
 

5.
5 
極
色

位
色

il'; 
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

84
 
10
 
A
 
51
 
04
4 
士
郎
総
r.
Jj
杯

杯
部

70
 
16
.8
 

6.
0 
叩
1赤
褐
色
~
に
ぷ
い
密
色

IVJ
赤
他
j色

il'; 
普
通
ハ
ケ
.
ヨ
コ
ナ
デ
ナ
デ

84
 
II 
A
 
5
1
 
04
4 
士
郎
器
前
十干

脚
部

10
0 

12
.6
 
6.
3 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

¥!'i 
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

84
 
12
 
A
 
5
1
 
04
4 
土
師
器
日
杯

脚
部

5.
0 
叩
1赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
控
色
，
赤
彩

粗
良
姉
ナ
デ

ナ
デ

84
 
13
 
A
 
5
1
 
例
4
土
師
器
小
型
琵
口
縁
の
一
部
欠
煩

10
0 
9.
7
 
5.
6 
18
 
に
ぷ
い
赤
褐
色
-
(
底
部
付
近
は
黒
に
ぷ
い
黄
褐
色
，
赤
彩

1車
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

色
)
.
赤
彩

84
 
14
 
A
 
5
1
 
似
4
t
防
総
小
型
資
円
縁
の
部
大
姉

10
0 
12
.0
 
4.
0 
13
.4
 
桜
色
(
黒
色
の
部
分
も
あ
る
)

桜
色

il'; 
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

84
 
15
 
A
 
51
 
04
4 
上
姉
:
l
i
i
盗

口
縁
部

5
0
 
18
.8
 

6.
4 
に
ぶ
い
賞
m
色

に
ぷ
い
前
褐
色

宮
4

l
H
I
 
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

84
 
16
 
A
 
5
1
 
04
4 
土
師
総

~1
て1

υ
縁
部

(1
7.
7)
 

3.
5 
に
ぷ
い
授
色

に
ぷ
い
綬
色
~
禍
灰
色

il'; 
良
好
縄
文
抑
圧

ミ
ガ
キ

84
 
17
 
A
 
5
1
 
04
4 
土
師
器
3オ，
 

胸
部

掻
大
径
29
.6

11
.1 
に
ぷ
い
黄
鐙
色
~
筒
灰
色

に
ぶ
い
褐
色

粗
普
通
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ
ヘ
ラ
ナ
デ

8
5
 
18
 
A
 
5
1
 
04
4 
土
師
捺
百←
計E
 

口
縁
部

に
ぷ
い
質
経
色

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

宅島
普
通
ナ
デ

ミ
ガ
キ

- H ω 品 |
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挿
図

番
号 85
 

85
 

85
 

85
 

85
 

85
 

85
 

85
 

85
 

86
 

86
 

86
 

86
 

86
 

86
 

86
 

86
 

86
 

86
 

86
 

87
 

87
 

87
 

87
 

87
 

87
 

87
 

87
 

88
 

88
 

88
 

88
 

88
 

88
 

番
号 19
 

20
 

21
 

22
 

23
 

24
 

25
 

26
 

27
 

上
28

上
29

上
30

上
3
1

上
32

中
左
l

中
右
l

下
l

下
2

下
3

下
4 5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

上
1

上
2

上
3

上
4

上
5

上
6

区
遺
構

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
5
1
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
5
1
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
SI
 

A
 
S
I
 

A
 
S
I
 

A
 
SI
 

A
 
SI
 

A
 
SI
 

A
 
SI
 

A
 
51
 

A
 
51
 

A
 
SI
 

A
 
51
 

A
 
SI
 

A
 
SI
 

番
号
極
別
器
種

遺
存
状
態

部
位

似
4
土
師
器
査

小
型
資

似
4
土
師
器
壷

底
部

04
4 
土
師
器
小
型
建

ほ
I:!'
完
形

似
4
土
師
器
小
型
斐

胴
以
下
を
欠
く

04
4 
土
師
器
理主

04
4 
土
師
器
費

04
4 
土
師
器
受

ほ
ほ
完
形

04
4 
土
師
器
斐

底
部

04
4 
土
師
器
聾

底
部

04
4 
土
師
;
器
吏

胸
部

04
4 
土
師
;
器
台
付
費

台
部

04
4 
土
師
..
 
台
付
斐

台
部

04
4 
土
師
器
台
付
斐

台
部

04
4 
土
師
;
路
台
付
費

脚
部

04
5 
土
師
器
哩
E

肩
部

04
7 
士
郎
器
受

底
部

04
9 
土
師
器
鉢

口
縁
部

04
9 
土
師
器
椀

口
縁
部

04
9 
土
師
器
笠刊
笠す

胴
の
一
部
を
欠
く

04
9 
土
師
器

'"' 
胴
部

04
9 
土
師
器
壷

口
縁
を
欠
く

04
9 
土
師
器
2世
~
 

頭
部
の
一
部

04
9 
土
師
器
宜
申主

底
部

04
9 
土
師
器
査

底
部

04
9 
土
師
器
壷

底
部

04
9 
土
師
掠
査

底
部

04
9 
土
師
器
受

胴
部

04
9 
土
師
器
蔓

底
部

05
1 
土
師
器
杯、

口
縁
部

05
1
 
土
師
器
軒、

口
縁
部

05
1
 
土
師
器
杯、

口
縁
部

05
1
 
土
si
]
i
器
盗

底
部

05
1 
土
師
器
斐

底
部
欠
損

05
1 
土
師
器
雪
量

口
縁
部

備
考
遺
存
度

単
位
cm
.
(
)
は
復
冗
値

%
 
口
径
底
径
器
高
残
存
高

最
大
径
7.9

5.
5 

(5
9)
 
2.
1 

80
 
15
.0
 
4.
6 
12
.4 

14
.5 

8.
4 

ω
 
20
1
 
61
 
22
.4 

10
0 
15
.0 
6.
4 
18
.7
 

80
 
22
.4 
6.
6 
32
.2
 

5.
4 

1.
8
 

(7
7)
 
4.
0 

最
大
径
23
.6

10
.9
 

I∞
 

9.
0 
5.
5 

80
 

9.
2 
6.
0 

30
 

(1
0.
9)
 
6.
3 

(1
0.
0)
 
4.
5 

口
縁
を
欠
く

6.
4 

30
 

8.
0 

1.
9
 

(1
4.
4)
 

4.
7 

(
 
13
.3)
 

4.
2 

頚
部
に
竹
80
 
(1
1.
7)
 
6.
6 
20
.8
 

管
文

表
面
摩
滅
胴
部
1(
旧
最
大
径
22
.6
7.
8 
22
.3
 

表
面
摩

最
大
径

滅、
5
l
O
43
80
 
3
1.
7
 
(9
.3
) 
28
.
8
 

と
接
合

4.
9 

25
 

(7.
6
)
 
3.
7 

30
 

(4
.8
) 

30
 

(4
.9
) 
2 .
4 

20
 

(2
.9
) 
1.
4
 

16
.6
 

(7
.2
)
 
2 .
4 

80
 
14
.6
 

5.
6 

25
 
18
.
1
 

6.
6 

50
 
14
.9
 

4.
7 

20
 

8.
8 
2.
3 

60
 
17
.2 

17
.6
 

35
 
14
.8 

6.
5 

色
調

胎
土

焼
成

整
形
調
整

外
而

内
而

外
面

内
面

黄
灰
色
~
明
赤
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

粗
普
通
ヨ
コ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
黄
椅
色

に
ぷ
い
赤
褐
色

粗
普
通
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

オ
リ
ー
ブ
褐
色
~
黒
褐
色

オ
リ
ー
ブ
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ
!
ヨ
コ
ヘ
ラ
ケ
1
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

黒
色
~
黒
褐
色

H音
灰
黄
色
~
暗
褐
色

?苦
普
通
へ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

黒
色
(
底
部
付
近
は
赤
褐
色
)

に
ぷ
い
黄
燈
色

?智
良
好
ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

明
褐
色
(
底
部
付
近
は
巣
色
)

明
褐
色

!; 
良
好
ハ
ケ
後
タ
テ
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

黒
褐
色
~
に
ぷ
い
樟
色

に
ぷ
い
程
色

官
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
，
ハ
ケ
，
ナ
ヂ
ヘ
ラ
ナ
デ

黒
褐
色

灰
黄
褐
色

密
良
好
ハ
ケ

ナ
デ

褐
灰
色
~
に
ぷ
い
褐
色

に
ぶ
い
賞
燈
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ
，
ヘ
ラ
ケ
丈
'
)
ヘ
ラ
ナ
デ

時
灰
黄
色
(
部
分
的
に
赤
褐
色
)
灰
黄
褐
色

密
良
企
I
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
黄
褐
色

明
赤
褐
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ナ
デ
，
ハ
ケ

に
ぷ
い
黄
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
ハ
ケ

ハ
ケ

に
ぷ
い
黄
褐
色

黒
色
~
に
ぶ
い
黄
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
，
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
燈
色

に
ぷ
い
賞
糧
色

司E
良
好
ハ
ケ
後
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
赤
街
色

赤
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

黒
褐
色

県
褐
色

密
良
釘
ナ
デ

ハ
ケ

燈
色

樫
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

積
色

に
ぷ
い
燈
色

ハ
ケ

ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
黄
櫨
色
(
底
部
付
近
は
褐
灰
に
ぷ
い
質
経
色
(
底
部
付
近
は
褐
灰
色
)
?官

良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

色
)

に
ぷ
い
黄
糧
色

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
燈
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ
，
ハ
ケ

ミ
ガ
キ
，
ハ
ケ
，
タ

に
ぷ
い
絹
色
(
部
分
的
に
黒
色
)
に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
タ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ
，
ハ
ケ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

粗
普
通
ハ
ケ

ミ
ガ
キ

燈
色

t畳
色

粗
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

黒
褐
色

黒
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

?許
良
好
ナ
デ

ナ
デ

明
赤
褐
色

極
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ノ、ヶ

ヘ
ラ
ナ
デ

灰
賞
褐
色

黒
色

宮
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
赤
褐
色
~
に
ぷ
い
黄
怨
色
，
赤
彩
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
赤
褐
色
~
黒
褐
色
，
赤
彩
に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
黄
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色
~
黒
褐
色
，
赤
彩
に
ぷ
い
黄
褐
色
~
に
ぷ
い
褐
色
，
赤
彩
苗

良
好
荒
い
ハ
ケ
佳
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

に
ぶ
い
黄
絹
色

桜
色

施、
良
好
タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ



挿
凶
番
号
区
遺
構
番
号
種
別
:Io
¥積

遺
作
状
態

備
考
遺
存
度

単
位
cm
.
(
)
は
復
見
値

色
調

胎
土

焼
成

整
形
ー
調
整

佐
号

部
位

%
 
日
係
1佳
1壬
器
高
・残
存
高

y
~ 
而

内
面

外
而

内
l面

88
 
上
7
A
 
5
1
 
0
5
1
 
土
師
器
受

底
部

(5
.4
) 
2.
1 
に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

強
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

88
 
巾
上
l
A
 
5
1
 
0
54
 
上
師
器
墾

口
縁
部

2
5
 
J6
.0
 

3
.4 
褐
色

同
色

~
; 

良
H
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

88
 
中
上
2
A
 
5
1
 
05
4 
土
師
器
~
 

底
部
片

褐
色

褐
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

88
 
中
fl
A
 
5
1
 
0
5
5
 
土
師
器
鉢

明
赤
褐
色

明
赤
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

88
 
中
下
2
A
 
5
1
 
0
5
5
 
土
師
器
同
杯

杯
部

30
 

2.
3 
褐
色

褐
色

市[
良
好
ナ
デ
，
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

88
 
中
下
3
A
 
5
1
 
0
5
5
 
上
師
器
小
型
蛍

[_J
縁
部

20
 
(1
3.
1
)
 

6
.0 
明
褐
色

明
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

88
 
中
ド
4
A
 
5
1
 
05
5 
土
師
器
主→
立
?
 

明
j'i
l褐
色

明
黄
絹
色

粒
子
は
あ
ら
良
好
ナ
デ

ナ
デ

い
が
良
好

88
 
下
l
A
 
5
1
 
0
5
7
 
土
師
器
高
杯

杯
部

4
0
 
16
.6
 

6
.1 
I河
赤
褐
色
，
;h
<彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

大
小
の
赤
色
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

粒
f
を
含
む

8
9
 
上
1
A
 
5
K
 
回
7
上
帥
器
小
型
資

11
縁
部

25
 
7
.0 

2
.4 
燈
色

栂
色

奮
良
好
ナ
デ

ハ
ケ
後
ナ
デ

8
9
 
上
2
A
 
5
K
 
∞
7
 
土
師
器
'孟-
"豆

底
部

4
0
 

5.
2 

2.
9 
に
ぶ
い
貨
制
色

に
ぷ
い
黄
渇
色

'晶
良
好
ナ
デ

ナ
デ

8
9
 
下
1
A
 
5
K
 
01
2
 
上
師
器
高
杯

ほ
ほ
完
形

9
0
 
20
.4 
J4
.4 
J6
.5
 
黒
色
~
に
ぶ
い
尚
色

極
色

宮
良
好
ナ
デ

ナ
デ

8
9
 
1'
2
 
A
 
5
K
 
0
12
 
土
師
採
町
杯

軒
、
部

16
.
1
 

5.
1
 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
.
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

8
9
 
下
3
A
 
5
K
 
0
12
 
土
師
器
高
柄
、

杯
剖
i

30
 
17
.
0
 

5.
0
 
授
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
黄
糧
色
~
明
赤
尚
色

'11¥
' 

良
好
ナ
デ

ナ
デ
，
ハ
ケ

8
9
 
下
4
A
 
5
K
 
0
12
 
上
師
器
高
杯

軒、
音
11

3.
0
 
i円
赤
鰯
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

亦
色
ス
コ
リ

8
9
 
下
5
A
 
5
K
 
O
J2
 
土
師
器
高
杯

脚
部
31
L
 

50
 

J4
.8
 
8
.0
 
i珂
赤
尚
色
，
赤
彩

il.
~色
~
褐
色
，
赤
彩

7
，
針
状
物

ナ
デ

ナ
デ

質
，
砂
粒
を

合
む

8
9
 
下
6
A
 
5
K
 
01
2
 
上
師
器
高
杯

脚
部

80
 

J3
.8
 
9
.5
 
に
ぶ
い
赤
褐
色
.
赤
彩

褐
灰
色
~
極
色

宮
良
好
ナ
デ

ナ
デ

8
9
 
下
7
A
 
5
K
 
0
12
 
土
師
器
ZZ
杯

脚
部

90
 

13
.5
 
9.
1
 
に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

灰
褐
色
~
控
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ
，
ハ
ケ

8
9
 
下
8
A
 
5
K
 
O
J2
 
土
師
器
高
判
、

脚
部

25
 

J3
.2 
7.
0
 
に
ぷ
い
燈
色

に
ぷ
い
按
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

9
0
 
l
 
B
 
5
1
 
00
1
 
土
師
総

j~
 

底
部
を
欠
く
表
面
摩
滅
5
0
 
8.
0 

7.
1
 
程
色

燈
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

9
0
 
2
 
B
 
5
1
 
o
o
J
 
土
師
器
高
相
、

脚
部

7
.4 
に
ぷ
い
賞
授
色

に
ぷ
い
黄
燈
色

'11¥
' 

良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

9
0
 
3
 
B
 
5
1
 
∞
I
 
上
師
器
高
判
、

脚
部

6.
9 
赤
褐
色
，
赤
彩

日
高
灰
黄
色

¥f.' 
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

9
0
 
4
 
B
 
5
1
 
o
o
J
 
上
師
器
斐

胸
部

表
面
U
l輩
減

最
大
径

14
.7
 
に
ぷ
し
、
黄
色

黒
褐
色

粗
普
通
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

(2
86
) 

9
0
 
5
 
日
5
1
 
∞
l
 
土
師
綜
費

底
部

80
 

6.
8 
J3
.4 
紫
色
~
に
ぷ
い
褐
色

県
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
，
ハ
ケ

9
0
 
6
 
B
 
5
1
 
∞
I
 
上
師
器
斐

底
部

50
 

5.
2 
11
.9
 
黒
色
-
H荷
灰
黄
色

明
黄
補
色

市[
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

9
0
 
7
 
B
 
5
1
 
∞
l
 
上
陶
器
宝
目笠マ

底
部

底
部
給
f
1
ω
 

5.
8 

2.
0
 
に
ぷ
い
怨
色

に
ぷ
い
桓
色

密
良
好
ナ
デ

ハ
ケ

9
0
 
8
 
B
 
5
1
 
0
0
1
 
上
師
器
受

底
部

底
部
J(
同

5.
0 

3.
0 
に
ぷ
い
褐
色

黒
色
~
に
ぷ
し
、
褐
色

密
良
釘
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

9
0
 
9
 
B
 
5
1
 
∞
l
 
土
師
器
斐

底
部

5
0
 

5.
2 

1.
9
 
に
ぷ
い
赤
褐
色

明
j払
褐
色

?苦
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

90
 
10
 
B
 
5
1
 
∞
I
 
士
郎
器
望色

底
部

表
面
摩
滅
30
 

6.
4 

2.
2 
灰
黄
色

黒
褐
色

粗
普
通
ナ
デ

ナ
デ

90
 
II
 
B
 
5
1
 
∞
1
 
土
師
器
聾

底
部

底
部
輪
台
30
 

(5
9)
 

黒
色
~
に
ぶ
い
黄
褐
色

褐
色

空E
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

9
1
 
上
]
日
5
1
 
00
2 
土
師
器
相
、

[
_
J
縁
部
摩
滅
大

15
 
14
.4 

4.
2 
灰
黄
褐
色

灰
黄
色
~
議
褐
色

?昔
良
好
ナ
デ
(
口
縁
部
)
ミ
ガ
キ

9
J
 
上
Z
B
 
5
1
 
∞
2
 
土
師
器
杯

U
縁
部

25
 
J6
.3
 

4.
2 
県
褐
色
~
に
ぶ
い
黄
禍
色

泉
街
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

密
良
好
ハ
ケ
メ
，
ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

9
J
 
上
3
B
 
5
1
 
∞
2
 
土
師
器
椀

口
縁
部

3
0
 
13
.0 

5.
9 

に
ぷ
い
黄
褐
色

--
~.

IÀ
褐
色

JJA
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
.
ヨ
コ
ナ
テ
ミ
ガ
キ

9
1
 
下
I
B
 
5
1
 
00
3 
土
師
器
I甘

口
縁
部
表
面
摩
滅
50
 
10
.2 
2.
4 

6.
9 
に
ぷ
い
黄
櫨
色
-
f，I
A
褐
色

に
ぶ
い
黄
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ
。
ハ
ケ

9
1
 
下
2
B
 
5
1
 
00
3 
上
師
器
鉢

赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

W; 
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

- H ω 。ー



ト
~ w
 
--
l 

挿
図

番
号

91
 

9
1
 

9
1
 

91
 

9
1
 

91
 

91
 

9
2
 

9
2
 

9
2
 

9
2
 

9
2
 

9
2
 

9
2
 

92
 

92
 

9
2
 

9
2
 

9
3
 

93
 

93
 

9
3
 

9
3
 

94
 

94
 

94
 

94
 

94
 

94
 

番
号
区

下
3
B
 

下
4
B
 

下
5
B
 

下
6
B
 

下
7
B
 

下
8
B
 

下
9
B
 

l
 
B
 

2
 
B
 

3
 
B
 

4
 
B
 

5
 
B
 

6
 
B
 

7
 
B
 

8
 
B
 

9
 
B
 

10
 
B
 

11
 
B
 

上
12
B
 

上
13
B
 

下
1
B
 

下
2
B
 

下
3
B
 

上
1
B
 

上
2
B
 

中
I
B
 

中
2
B
 

下
1
B
 

下
2
B
 

遺
構
番
号
種
別
器
種

S
I
 
∞
3
 
土
師
器
高
杯

SI
 
∞
3
 
土
師
器
高
杯

SI
 
∞
3
 
土
師
器
高
杯

SI
 
∞
3
 
土
師
器
小
型
壷

SI
 
∞
3
 
土
師
器

'
由
F
きず

SI
 
∞
3
 
士
師
器
受

SI
 
∞
3
 
土
師
器
小
型
受

SI
 
。ω
土
師
器
高
折
Z

S
I
 
00
4 
土
師
器
小
型
壷

S
I
 
ω
4
 
土
師
器
小
型
斎

S
I
 
∞
4
 
土
師
器
小
型
壷

S
I
 
∞
4
 
土
師
器
小
型
輩

S
I
 
∞
4
 
土
師
器
壷

S
I
 
00
4 
土
師
器
軍

SI
 
00
4 
土
師
器
小
型
壷

SI
 
∞
4
 
土
防
器
望E

SI
 
∞
4
 
土
師
器
小
型
建

SI
 
ω
4
 
士
郎
器
蔓

SI
 
ω
4
 
士
郎
器
蔓

SI
 
∞
4
 
土
師
器
蔓

SI
 
0
0
6
 
土
師
器
高
杯

S
I
 
∞
6
 
土
師
器
査

SI
 
∞
6
 
土
師
器
萱量

SI
 
∞
9
 
土
師
器
高
杯

S
I
 
∞
9
 
土
師
器
高
杯

S
I
 
0
10
 
土
師
器
高
杯

S
I
 
0
1
0
 
土
師
器
小
型
建

表
探

瓦
平
瓦

表
採

瓦
平
瓦

遺
存
状
態

備
考
遺
存
度

単
位
c
m
，
(
)
は
復
花
値

部
位

%
 
口
径

j瓦
径
器高
・残
存
高

杯
部

3
0
 
15
.3 

6
，3
 

杯
部

表
面
摩
滅
5
0
 
15
，0
 

5
，8
 

脚
部

表
面
摩
滅

6.
1 

底
部
を
欠
く
表
面
摩
滅
2
5
 
9
，3
 

5
，7
 

底
部

6
0
 

8
，0
 
1.
6
 

口
縁
部

45
 

口
縁
部

70
 
13
，0
 

13
，6
 

脚
部

9
0
 

15
，8
 
10
，3
 

ほ
ぽ
完
形

10
0 
9.
6 
3
，6
 
13
.2
 

ほ
ぽ
完
形

l∞
 
9.
8 
3
.6
 
8.
6 

口
縁
部

(1
0，
8)
 

6 ，
7
 

口
縁
部

(9
7)
 

2，
5
 

口
縁
部
有
段
口
縁
9
0
 
19
，3
 

8.
5
 

口
縁
部

2
0
 

口
縁
部

(6
.4
)
 

2
，6
 

ほ
ほ
完
形

I∞
 
19
，0
 
4
，3
 
25
，8
 

ほ
ほ
完
形

l∞
 
11
.4
 
3，
8
 
13
 

底
部

底
部
1(
旧

3.
6 
3.
3 

ほ
ぽ
完
形

1∞
 
17
.8 
25
 
5
，6
 

口
縁
を
欠
く

5
0
 

(5
.3)
 
23
 

脚
部

3
，0
 

頭
部

底
部

底
部
1(
旧

3
，4
 
0
，9
 

杯
部

16
，0
 

2
，9
 

側
部

15
 

15
.3 
2
，2
 

杯
部

2，
8
 

ほ
If
完
形

1∞
 
10
.0
 
4.
0 
8.
3
 

近
世
講

近
世
溝

色
調

胎
土

焼
成

整
形
調
整

j~
 
蘭

P;
J
 
面

外
面

内
而

に
ぷ
い
赤
褐
色
~
暗
赤
褐
色

に
ぷ
い
赤
褐
色
~
に
ぷ
い
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色
~
赤
色
(
杯
、
の
内
面
)
.
赤
色
粒
子
，

に
ぷ
い
褐
色
~
黒
褐
色
，
赤
彩
赤
彩

雲
母
粒
を
少
良
好
ミ
ガ
キ
，
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

:l
iI
:含
む

燈
色

燈
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

燈
色
~
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

日
吉
褐
色

日
吉
褐
色

粗
良
好
ナ
デ

ナ
デ

灰
黄
褐
色
~
糧
色
~
紫
色

に
ぷ
い
褐
色
~
黒
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ
ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
黄
褐
色
~
黒
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色
~
黒
褐
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ナ
デ

日
音
灰
黄
色
~
控
色

崎
灰
黄
色
~
撞
色

可E
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ
，
ハ
ケ

に
ぷ
い
黄
褐
色

に
ぷ
い
賞
褐
色

良
好
ナ
デ

ハ
ケ
，
ナ
デ

灰
黄
褐
色
~
黒
褐
色

燈
色
(
底
部
付
近
は
黒
色
)

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

積
色
~
明
赤
褐
色

糧
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ナ
デ
，
ハ
ケ

に
ぷ
い
黄
樫
色

に
ぶ
い
黄
櫨
色

可E
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

に
ぷ
い
糧
色

賞
褐
色
~
樫
色

密
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ハ
ケ
，
ヘ
ラ
ナ
デ

黒
褐
色

極
色

古「
良
好
ハ
ケ
，
ナ
デ

ナ
デ

灰
黄
色

に
ぷ
い
質
経
色

粗
普
通
ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐
色

に
ぷ
い
黄
櫨
色

宅E
良
好
ハ
ケ
後
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

黒
禍
色
~
灰
黄
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

粗
普
通
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

黒
褐
色

暗
灰
黄
色

司E
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

黒
色
~
に
ぷ
い
賞
褐
色

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
禍
色

事
l

良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

黒
色

賞
褐
色

粗
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

明
赤
褐
色
，
赤
彩

褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
縄
文
帯
赤
彩
に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

宅E
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

褐
色

際
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ

赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ
，
ハ
ケ

ハ
ケ

に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

宮
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ
，
ハ
ケ

明
赤
褐
色
.
赤
彩

明
赤
褐
色
，
赤
彩
(
杯
部
)

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色
，
赤
彩
(
口
縁
部
少
し
)
明
赤
褐
色
，
赤
彩

if，
'
 

良
好
ナ
デ

ナ
デ

に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

普
通

良
好

7
本
1
1
c
m

に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

普
通

良
好

7
本
1
1
c
m
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リ
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遺
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挿
図
番
号
通
し
区
グ
リ
ッ
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番
号
種
別
器
純
部
位

備
考

遺
存
度

単
位
cm
.
()
は
復
冗
fii

色
調

胎
土
焼
成

整
形
・
調
整

番
号

N
O
 

%
 
日
係
)氏
径
器
高
・
残
存
高

安ト
而

内
i面

外
而
l

lλ
.JI国

95
 
l二
1
I
 
A
 
6
5
R
 
75
 
土
師
器
杯

ス
ス
H.
V，

5
0
 
(1
3.
0
)
 
(6
8
)
 
3.
5 
に
ぷ
い
黄
燈
色
~
虫
色

に
ぷ
い
質
密
色
~
黒
色

千世
良
鮮
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

9
5
 
上
2
2
 
A
 
6
5
R
 
86
 
土
師
器
軒、

口
縁
部

盤
:1j

I~
あり

2
5
 
(1
1
0
)
 

4.
0 
に
ぷ
い
賞
板
色
，
品
H'
，
に
ぶ
い
黄
燈
色

密
良
好
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

9
5
 
上
3
3
 
A
 
6
5
R
 
8
6
 
土
日
市
器
軒、

底
部
タ
ル
付
着

正t
古H
ll
oo

3.
2 
1
4
 
権
色

燈
色
(部
分
的
に
烈
色
)

千居
良
H
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
?
ナ
デ
ナ
デ

9
5
 
上
4
4
 
A
 
6
5
R
 
8
6
 
土
師
器
何、

底
部

8
0
 

(4
.0
)
 
1.3
 
i珂
赤
褐
色

i珂
赤
尚
色

密
良
H
ヘ
フ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

9
5
 
上
5
5
 
A
 
6
5
R
 
8
6
 
土
師
器
軒、

底
部

底
部
10
0

3.
7 
1.
0
 
I 珂
黄
燈
色

に
ぷ
い
黄
燈
色

?普
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

9
5
 
上
6
6
 
A
 
6
5
R
 
8
6
 
土
師
23
器
台
・
尚
杯
杯
部

3
0
 
(8.
6
)
 

1
6
 
4i
ミ
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
。
赤
彩

密
良
鮮
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

9
5
 
上
7
7
 
A
 
6
5
R
 
69
 
土
師
綜
手
控
土
器
ほ
(f
定
形

IK
部
10
0

2
.4 

1
4
 
褐
灰
色

制
灰
色
~
に
ぶ
い
褐
色

密
艮
好
指
日
血
圧
jf(
ナ
デ

95
 
上
8
8
 
A
 
6
5
R
 
7
0
 
土
師
告
書
3百寸;ι佐
r
 

口
緑
部

30
 

6.
0 
鐙
色

程
色

粗
良
品
f
ナ
デ

ナ
デ

9
5
 
上
9
9
 
A
 
6
5
R
 
9
6
 
土
師
器
3士t丞
z
 

口
緑
部

に
ぶ
い
樫
色

に
ぷ
い
怨
色

望E
良
好
ナ
デ

ナ
デ

9
5
 
上
10
10
 
A
 
6
5
R
 
77
 
土
師
器
丸
底
輩
胴
の
部
を
大
〈

6
0
 
11
.8
 

13
.5
 
権
色

糧
色

奮
良
好
ハ
ケ
後
ナ
デ
ハ
ケ
後
ナ
デ

95
 
上
11
11
 
A
 
6
5
R
 
71
 
土
師
器
小
型
者

胴
部
ス
ス
付
者

閃
(1
1
0
)
 

8.
8
 
黒
色
~
に
ぷ
い
褐
色

褐
灰
色
~
燈
色

密
l
H
l
 
ナ
デ

ナ
デ

9
5
 
上
12
12
 
A
 
6
5
R
 
9
6
 
土
師
得
小
型
宣

底
部

6
0
 

(3
2
)
 
3.
7 
灰
赤
色
，
i，月
三彩

嗣
灰
色

千皆
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

95
 
仁
13
13
 
A
 
6
5
R
 
8
6
 
土
師
出
柑~
 

胴
部
下
半

(1
0
0
)
 
6.
9 
に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

千官
良
好
ナ
デ

ナ
デ

95
 
下
1
14
 
A
 
6
5
S
 
91
 
士
郎
総
高
軒
、

杯
部

3
0
 
(1
6.
3
)
 

4.
5 
に
ぷ
い
J政
極
色

に
ぷ
い
賞
樫
色

jl';
 

良
好
ナ
デ

ナ
デ

9
5
 
下
2
15
 
A
 
6
5
S
 
91
 
土
師
;r.
日
制
、

杯
部

(1
7.
8
)
 

5.
6 
控
色

鐙
色

密
良
刻
ナ
デ

ナ
デ

9
5
 
下
3
16
 
A
 
6
5
S
 
9
0
 
土
師
器
高
杯

脚
~
杯
剖
l
脚
は
朝
日
い

5.
2 
赤
彩

赤
彩

寵
良
好
ナ
デ

ミ
ガ
キ

95
 
f
4
 
17
 
A
 
6
5
S
 
6
2
 
土
師
器
小
型
蛍

口
縁
部

30
 
5.
0 

6.
0 
灰
黄
色
-
，!H
色

i阿
賀
褐
色
~
尚
灰
色

相
t

普
通
ハ
ケ

ナ
デ

9
5
 
下
5
18
 
A
 
6
5
S
 
∞
 f
二
師
鵠
小
型
宣

口
縁
部

80
 
(
10
.1
)
 

4.
1 
に
ぶ
い
燈
色

に
ぷ
い
桜
色

11;' 
良
好
ナ
デ

ナ
デ

9
6
 
仁
l
19
 
A
 
6
6
R
 
62
 
土
師
;
r
O
¥
カ
ワ
フ
ケ

[1
縁
部
ス
ス
ータ
ル
付
着

2
5
 
8
.3 
4
.4 

1
9
 
に
ぷ
い
賞
燈
色

に
ぷ
い
黄
桜
色

密
良
H
ナ
デ

ナ
デ

9
6
 
t
2
 
2
0
 
A
 
6
6
R
 
6
2
 
土
師
器
柄、

口
縁
部
ス
ス
・
タ
ル
付
着

に
ぶ
い
尚
色
~
里
尚
色

に
ぶ
い
褐
色
黒
褐
色

密
l
H
T
 
ナ
デ

ナ
デ

9
6
 
ヒ
3
21
 
A
 
6
6
R
 
15
 
土
附
器
鉢
?

口
縁
部
ス
ス
付
着

30
 
12
.8
 

5.
7 
!!A
褐
色
~
褐
色

i珂
赤
制
色
，
赤
彩

官
:

良
好
ナ
デ

ナ
デ

96
 
上
4
22
 
A
 
6
6
R
 
14
 
土
師
器
手
担
土
器

底
部
日
縁
部
の
部
を
欠
く

底
部
10
0

4.
8 
2.
3 
赤
軍
3

に
ぶ
い
民
褐
色

宮
l.
.H
 
指

~J
l痕

指
頭
Jj{

9
6
 
上
5
2
3
 
A
 
6
6
R
 
61
 
土
師
i
1
i
f
装
飾
器
内
口
縁
部

5
 
17
.0
 

4.
0 
に
ぷ
い
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
赤
尚
色
，
赤
彩

密
良
肝
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

9
6
 
上
6
24
 
A
 
6
6
R
 
15
 
土
師
器
賀古
区

腕
部

6.
5 
i則
赤
褐
色
~
熱
褐
色

極
色

?十』
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

96
 
上
7
25
 
A
 
6
6
R
 
15
 
土
師
器
宝
Z

底
部

底
部
l∞

3.
4 
2.
9 
に
ぷ
い
黄
禍
色
，
赤
彩

に
.. 
~
，
 

?智
良
好
へ
フ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

9
6
 
中
I
2
6
 
A
 
6
7
R
 
4
5
 
土
師
器
手
担
土
綜

底
部

70
 
13
.5
 
3.
8 
4.
2 
H音
1!
J色

H音
褐
色
~
黒
褐
色

白色
粒
子
を多
(古
む
良
好
指
頭
痕

指
頭
1
i
l

9
6
 
中
2
27
 
A
 
6
7
R
 
53
 
土
肺
結
手
控
1
:
:
1
器

底
部

50
 
6.
3 
3.
2 
2.
1 
I列
褐
色
~
尚
色

前
燈
色

可E
良
括
指
頭
痕

指
頭
捉

96
 
下
1
2
8
 
A
 
6
6
S
 
12
 
土
師
器
椀

口
縁
部

15
 
(1
4.
4
)
 

6.
6 
黒
色
按
色
，
赤
彩

赤
尚
色
，
ス
ス
付
着

可E
良
好
ナ
デ

ナ
デ

9
6
 
ト
2
2
9
 
A
 
6
6
S
 
8
1
 
土
師
器
小
型
斐

胴
部
外
而
ス
ス
付
着

-
13
.5
 

5.
3 
に
ぶ
い
1北
極
色

褐
灰
色
~
に
ぷ
い
黄
鐙
色

司 E
普
通
ハ
ケ

ハ
ケ

97
 

3
0
 
B
 
6
6
Q
 
17
 
-1
:
締
結
カ
ワ
ラ
ケ

完
}
巴

10
0 
6
.3 
3.
9 
1.
5
 
明
賞
制
色
，
底
部
恒
l転
糸
切
叩
l賀
補
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

97
 
2
 
31
 
日
6
5
Q
 
9
5
 
土
師
格
椀

J_
_J
縁部

2
5
 
14
.3
 

7.
5 
明
赤
尚
色
，
赤
彩

明
赤
褐
色
，
亦
彩

密
良
紙
ミ
ガ
キ

ナ
デ

9
7
 
3
 
3
2
 
B
 
6
6
Q
 
79
 
j
二郎
総
小
司
自
JIr

胴
部

最
大
佳
7.0

に
ぷ
い
黄
燈
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
貨
燈
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

97
 
4
 
3
3
 
B
 
6
6
Q
 
7
9
 
土
師
器
小
型
Jlt

底
部

3
0
 
最
大
怪
7.0

黄
褐
色

黄
褐
色

'訟
良
好
ナ
デ

ナ
デ

9
7
 
5
 
34
 
B
 
6
5
Q
 
9
5
 
土
師
器
器
台
?

軒
、
部

赤
彩

赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

9
7
 
6
 
3
5
 
B
 
6
5
Q
 
8
9
 
土
問
器
器
台

に
ぷ
い
黄
色
，
赤
彩

に
ぶ
い
黄
色

'訟
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

97
 
7
 
3
6
 
B
 
6
6
Q
 
0
5
 
土
師
器
器
fi

脚
部

5
0
 

4.
0 
に
ぷ
い
赤
褐
色

県
色

'f{，'
 

良
吾
f
ミ
ガ
キ

ナ
テ
1
ハ
ケ

9
7
 
8
 
3
7
 
日
6
5
Q
 
8
9
 
土
師
器
高
杯

杯
部

2
0
 

に
ぶ
い
貨
樫
色

に
ぶ
い
黄
櫨
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

97
 
9
 
3
8
 
B
 
6
5
Q
 
9
6
 
上
師
器
高
杯

柄
、
部

黄
褐
色
，
赤
彩

黄
制
色
，
赤
彩

*' 
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

97
 
10
 
3
9
 
日
6
5
Q
 
9
7
 
土
師
器
町
村
、

杯
部

に
ぷ
い
赤
褐
色

程
色

可E
良
好
ナ
デ

ナ
デ

9
7
 
I1
 
4
0
 
日
6
6
Q
 
7
9
 
土
師
器
手
控
土
器

底
部

(5
.6
)
 
3.
0 
に
ぶ
い
黄
燈
色

に
ぷ
い
黄
櫨
色

密
良
好
指1
If
i!
.民

指
頭
板

97
 
12
 
41
 
B
 
6
7
Q
 
0
9
 
上
師
器
小
型
壷

イ
本
部

9
0
 

2.
2 
5.
3 
赤
褐
色
.
赤
彩

に
ぶ
い
賞
燈
色

?許
良
好
ミ
ガ
キ

ナ
デ

9
7
 
13
 
4
2
 
B
 
6
6
Q
 
7
9
 
土
師
器
小
型
斐

底
部

底
部
I∞

3
.8 

1
0
 
虫
色

に
ぶ
い
黄
燈
色

?智
良
好
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

97
 
14
 
4
3
 
B
 
6
5
Q
 
8
9
 
土
師
器
費

底
部

底
部
10
0

6.
8 
2.
6 
に
ぷ
い
政
程
色

に
占
品
、
賞
控
色

普
通

良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

9
7
 
15
 
44
 
日
6
5
Q
 
9
5
 
土
師
器
斐

底
部

5
0
 

6.
2 
2.
3 
紫
色

に
ぶ
い
赤
褐
色

?智
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ
ヘ
ラ
ナ
デ

97
 
16
 
4
5
 
B
 
6
5
Q
 
9
6
 
縄
文

1=
1縁

灰
褐
色

に
ぶ
い
賞
褐
色

密
普
通
燃
糸
文

ナ
デ

97
 
17
 
4
6
 
B
 
6
6
Q
 
8
9
 

底
部

6.
8 
2.
4 
オ
リ
ー
ブ
灰

オ
リ
ー
ブ
灰

jl';
 

良
H
ロ
ク
ロ
挽
き
整
形

9
7
 
18
 
4
7
 
B
 
6
6
Q
 
66
 

平
瓦

に
ぷ
い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

千f
通

良
好
縄
文

7
本
/
lc
m

内
屋
敷
遺
跡
(
1
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第5表内屋敷遺跡(1) グリッド出土土器観察表

挿図
枝 番号 区グリッド番号 時期 部位番号 備 考 胎土 焼成 赤彩の有無

98 上 l A 51 052 縄文 早期 口縁部 撚糸文系，口唇部丸形 砂粒を含む 良好

98 上 2 A 66Q 36 縄文 早期 口縁部 撚糸文系，口唇部丸形 砂粒を含む 良好

98 上 3 A 66R 13 縄文 早期 口縁部 撚糸文系，口唇部丸形 綴密 良好

98 上 4 B 51 001 縄文 早期 口縁部 撚糸文系，口唇部丸形 砂粒を含む 良好

98 上 5 A 65Q 97 縄文 早期 口縁部 撚糸文系，口唇部丸形 砂粒を含む 良好

98 上 6 A 66R 06 縄文 早期 胴部 撚糸文系 砂粒を含む 良好

98 上 7 A 66R 08 縄文 早期 胴部 撚糸文系 砂粒を含む 良好

98 上 8 A 65R 19 縄文 早期 胴部 撚糸文系 砂粒を含む 良好

98 上 9 A 67R 44 縄文 前期 胴部 繊維を含む，外面条痕文 砂粒を含む 良好

98 上 10 A 665 22 縄文 中期 口縁部 太い沈線，刺突文 砂粒を含む 良好

98 上 11 A 665 12 縄文 中期 口縁部 太い沈線 砂粒を含む 良好

98 上 12 A 5K 006 縄文 中期 胴部 細いi尤線 砂粒を含む 良好

98 上 13 A 65R 79 縄文 中期 胴部 太い沈線 砂粒を含む 良好

98 上 14 A 655 63 縄文 中期 胴部 太い沈線 砂粒を含む 良好

98 上 15 A 665 13 縄文 中期 胴部 太い沈線 砂粒を含む 良好

98 上 16 A 51 031 縄文 中期 胴部 太い沈線，縄文施文 砂粒を含む 良好

98 上 17 A 66R 71 縄文 中期 目同部 太い沈線 砂粒を含む 良好

98 上 18 A 655 12 縄文 中期 胴部 太い沈線 砂粒を含む 良好

98 上 19 A S1 033 縄文 中期 胴部 太い沈線，縄文施文 砂粒を含む 良好

98 上 20 A 655 69 縄文 中期 胴部 太い沈線 砂粒を含む 良好

98 上 21 A 66R 22 縄文 中期 月岡剖i 木;ぃi:t線 砂粒を含む 良好

98 上 22 A 66Q 79 縄文? 中期 胴部 沈線 砂粒を含む 良好

98 上 23 B 51 002 縄文? 中期 胴部 沈線 砂粒を含む 良好

98 上 24 A 67R 44 縄文 中期 胴部 沈線，縄文施文 砂粒を含む 良好

98 上 25 A 51 031 縄文 中期 胴剖i i尤線，縄文施文 砂粒を含む 良好

98 上 26 A 65R 39 縄文 後期 胴部 沈線，縄文施文，磨り消し縄文 敏:'&' 良好

98 下 1 A 665 02 弥生 後期 口縁部 日縁部外縄文，下端キザミ 砂質 良好 内外赤彩

98 下 2 A 51 031 弥生 後期 口縁部 口縁部外縄文，下端キザミ 砂質 良好 内外赤彩

98 下 3 A 51 037 弥生 後期 口縁部 外面縄文 綴密 良好 内面赤彩

98 下 4 A 66R 37 弥生 後期 口縁部 ナデ，上外面縄文 綴密 良好

98 下 5 A 51 031 弥生 後期 口縁部 ナデ 砂質 良好

98 下 6 A 51 001 弥生 後期 口縁部 端部抑圧 綴密 良好

98 下 7 A 66S 22 弥生 後期 口縁部 上端押圧 砂質 良好

98 下 8 A 51 049 弥生 後期 口縁部 外面縄文，上端縄文 綴密 良好 内外赤彩

98 下 9 A 51 052 弥生 後期 口縁部 外面縄文 砂質 良好

98 下 10 A 66R 06 弥生 後期 口縁部 外面縄文，上端縄文 砂質 良好

98 下 11 A 51 031 弥生 後期 口縁部 上端縄文，外面縄文・ミガキ 級密 良好 内外赤彩

98 下 12 A 665 11 弥生 後期 口縁部 ナデ，上端キザミ 綴密 良好

98 下 13 A 66R 48 弥生 後期 口縁部 ナデ 綴密 良好
L 一 回 一 一」
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挿図
枝 番号 区グリッド番号 時期 部位 備 考 胎土 焼成 赤彩の有無 l

番号

98 下 14 A 66R 46 弥生 後期 口縁部 ナデ，抑圧 綴密 良好

98 下 15 A SI 049 弥生 後期 口縁部 ナデ 綴密 良好

98 下 16 A 65R 76 弥生? 後期 口縁部 ナデ 綴密 良好

98 下 17 A S1 021 弥生? 後期 口縁部 外面縄文 綴密 良好

98 下 18 A S1 032 弥生 後期 口縁部 外商ヨコナデ，下端キザミ 砂質 良好

98 下 19 A SI 024 弥生? 後期 口縁部 上下押圧 綴密 良好

99 20 A 66R 50 弥生 後期 口縁部 外商ミガキ 綴密 良好 内外面赤彩

99 21 A 65R 74 弥生 後期 口縁部 輪積み痕あり 級密 良好

99 22 A SI 031 弥生 後期 日縁部 口唇部押圧 普通 良好

99 23 A 66R 16 弥生 後期 ロ縁部 口唇部押圧，折り返し口縁 普通 良好

99 24 A 65R 87 弥生 後期 口縁部 口唇部押圧 普通 良好

99 25 A 66R 14 弥生 後期 口縁部 口唇部押圧 普通 良好

99 26 A SI 031 弥生 後期 口縁部 口唇部押圧 普通 良好

99 27 A 66R 20 弥生 後期 口縁部 口唇部押圧 普通 良好

99 28 A SI 031 弥生 後期 口縁部 口唇部押圧，口縁内面綾 ・キザミあり 普通 良好

99 29 A 65S 93 弥生 後期 口縁部 口唇部純文，口縁外国縄文 普通 良好

99 30 A 66R 17 弥生 後期 口縁部 口唇部縄文，口縁外面縄文 普通 良好

99 31 A S1 050 弥生 後期 口縁部 口唇部縄文，口縁外面縄文 普通 良好 内面赤彩

99 32 A 65S 94 弥生 後期 口縁部 口縁外面縄文，下端キザミ 普通 良好 内外面赤彩

99 33 A 66R 65 弥生 後期 口縁部 口唇部縄文，口縁外面縄文，下端キザミ 普通 良好 内外面赤彩

99 34 A 66R 50 弥生 後期 口縁部 折返し口縁 綴密 良好

99 35 A 66R 47 弥生 後期 口縁部 折返し口縁 綴密 良好

99 36 A 66R 48 弥生 後期 口縁部 有段口縁 綴密 良好

99 37 A 66R 02 弥生 後期 口縁部 折返し口縁，口縁外商縄文，下端キザミ 綴密 良好 内外面赤彩

99 38 A 66R 73 弥生 後期 口縁部 折返し口縁，口縁縄文，体部縄文， s字結節文 綴密 良好

99 39 A S1 044 弥生 後期 口縁部 折返し口縁，口縁縄文，下端キザミ 綴密 良好 内外面赤彩

99 40 A 66R 15 弥生 後期 口縁部 折返し口縁，下端キザミ 綴密 良好

99 41 A SI 044 弥生 後期 口縁部 折返し口縁，下端キザミ 綴密 良好

99 42 A 66R 08 弥生 後期 口縁部 折返し口縁，下端キザミ 綴密 良好 内外商赤彩

99 43 A S1 044 弥生 後期 口縁部 外面縄文，下端キザミ 綴密 良好 内面赤彩

99 44 A S1 093 弥生 後期 口縁部 外面縄文，下端キザミ 綴密 良好

99 45 A SI 032 弥生 後期 口縁部 口唇部縄文，外面白余有紋，下端キザミ 綴密 良好

99 46 A 65S 10 弥生 後期 口縁部 棒状浮文2本，外面縄文 綴密 良好 内面赤彩

99 47 A SI 031 弥生 後期 口縁部 棒状浮文2本，外面縄文 綴密 良好

99 48 A SI 031 弥生 後期 口縁部 棒状i字文2本，口唇部縄文 綴密 良好 内外面赤彩

99 49 A 65R 79 弥生 後期 口縁部 様状浮文2本，口唇部縄文，下端キザミ 綴密 良好

99 50 A 65R 77 弥生 後期 口縁部 棒状i芋文l本，外面縄文， 下端キザミ 綴密 良好

99 51 A 65R 79 弥生 後期 口縁部 棒状浮文1本，外商縄文，下端キザミ 綴密 良好

99 52 A 65R 97 弥生 後期 口縁部 棒状浮文2本 i字文上押圧 綴密 良好 内外面赤彩
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99 53 A 66R 38 弥生 後期 口縁部 棒状i字文3本，口唇部縄文，外面縄文 綴密 良好 内面赤彩

99 54 A SI 033 弥生 後期 口縁部 円形浮文 l個，口唇部外面縄文 綴密 良好 内外面赤彩

99 55 A 65S 。。 弥生 後期 口縁部 円形浮文2個 綴密 良好 外面赤彩

99 56 A SI 054 弥生 後期 口縁部 円形浮文2個，口唇部外面縄文 綴密 良好 内外面赤彩

99 57 A 66R 65 弥生 後期 口縁部 棒状浮文 1本，受け口状口縁 級密 良好 外面赤彩

99 58 A 北側l T 弥生 後期 口縁部 折返し口縁 砂粒を含む 良好

99 59 A 66R 03 弥生 後期 胴部 縄文，磨り消し 綴客、 良好 外面赤彩

99 60 A 66R 50 弥生 後期 胴部 縄文，磨り消し 綴密: 良好 外面赤彩

99 61 A SI 050 弥生 後期 胴部 縄文，磨り消し 綴密 良好 外面赤彩

99 62 A SI 050 弥生 後期 胴部 縄文，磨り消し 綴密 良好 外面赤彩

99 63 A SI 050 弥生 後期 胴部 縄文，磨り消し 軍主，1f]、 良好 外面赤彩

99 64 A SI 010 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文 鍛密 良好

99 65 A 65R 78 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文 級密 良好 外面赤彩

99 66 A 66R 06 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文 綴密 良好 外面赤彩

99 67 A 66R 08 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文 鍛密 良好 外面赤彩

99 68 A SI 015 弥生 後期 胴部 鋸歯文，上段横帯縄文 綴密 良好 外面赤彩

99 69 A 65R 75 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 綴密 良好 外面赤彩

99 70 A SI 012 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 綴密 良好 外面赤彩

99 71 A 65S 82 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 砂粒を含む 良好 外面赤彩

99 72 A 65S 83 弥生 後期 胸部 鋸歯文，縄文，内面ヨコへラナデ 砂粒を含む 良好 外面赤彩

99 73 A SI 031 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 砂粒を含む 良好 外面赤彩

99 74 A SI 031 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 綴密 良好 外面赤彩

99 75 A SI 012 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 砂粒を含む 良好 外商赤彩

99 76 A SI 037 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 綴密 良好 外面赤彩

99 77 A SI 031 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 砂粒を含む 良好 外面赤彩

99 78 A 67R 54 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 砂粒を含む 良好 外面赤彩

99 79 A 66R 08 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 砂粒を含む 良好 外面赤彩

99 80 A 66R 03 弥生 後期 胴部 鋸歯文，縄文，内面ヨコヘラナデ 砂粒を含む 良好 外面赤彩

100 81 A 66R 08 弥生 後期 胴部 縄文帯，下端i光線区画 砂粒を含む 良好 外面赤彩

100 82 A SI 050 弥生 後期 胴部 縄文帯，上下端沈線区画 綴密 良好
縄文帯以外
赤彩

100 83 A SI 050 弥生 後期 胴部 縄文帯，上下端沈線区画 綴密 良好
縄文帯以外
赤彩

100 84 A SI 032 弥生 後期 胴部 縄文帯，上下端沈線区画 綴密 良好 外面赤彩

100 85 A SI 033 弥生 後期 胴部 縄文帯，上下端沈線区画 綴密 良好 外面赤彩

100 86 A 65S 62 弥生 後期 類部 縄文帯，上下端沈線区画 綴密 良好 外面赤彩

100 87 A 65S 82 弥生 後期 胴部 縄文帯，上端沈線，器形不明 綴密 良好 内面赤彩

100 88 A 65S 82 弥生 後期 頚部 縄文帯，下端沈線 級密 良好 外面赤彩

100 89 A SI 049 弥生 後期 肩部 縄文帯， S字結節文によって区切る 綴密 良好 外面赤彩

100 90 A 65S 70 弥生 後期 胴部 縄文帯，刺突文によって区切る 砂粒を含む 良好

100 91 A 65S 77 弥生 後期 腕部 青灰色(外面)，刺突文 級密 良好
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100 92 A 66R 03 弥生 後期 胴部 円形浮文に刺突 綴?苦 良好 外面赤彩

100 93 A 65S 73 弥生 後期 11岡部 縄文横圧，器形不明 綴密 良好 内外面赤彩

100 94 A SI 011 弥生 後期 目岡部 鋸歯文 S字結節文，縄文 綴密 良好 外商赤彩

100 95 A SI 044 弥生 後期 目岡部 鋸歯文， S字結節文，縄文 綴密 良好 外面赤彩

100 96 A 66R 50 弥生 後期 胴部 縄文，刺突帯 敏密 良好 外面赤彩

100 97 A S1 036 弥生 後期 肩部 縄文，横圧

100 98 A 66S 12 弥生 後期 胴部 縄文， S字結節文 外面赤彩

100 99 A 65S 32 弥生 後期 1岡部 下段鋸歯文 砂粒を含む 良好 外面赤彩

100 100 A 66S 12 弥生 後期 胴部 縄文横圧 級密 良好 外面赤彩

100 101 A SI 013 弥生 後期 目阿部 5字結節文 綴密 良好 外面赤彩

100 102 A 66S 12 弥生 後期 胴部 縄文横圧 綴密 良好 外面赤彩

100 103 A 65S 08 弥生 後期 口縁部 焼成前孔，外面縄文 綴密 良好 内商赤彩

100 104 A SI 010 弥生 後期 日縁音I1 外国縄文 砂粒を含む 良好 内面赤彩

100 105 A SI 036 弥生 後期 口縁古I1 外面縄文， S字結節文 綴密 良好 内面赤彩

100 106 A SI 049 弥生 後期 口縁部 口縁部外面縄文， S字結節文 綴密 良好 内面赤彩

100 107 A SI 031 弥生 後期 口縁部 口縁部外面縄文， S字結節文 綴密 良好 外面赤彩

100 108 A S1 042 弥生 後期 胴部 外面縄文 砂粒を含む 良好 外商赤彩

100 109 A 66R 04 弥生 後期 月間部 外面縄文，特異な文様 綴密 良好

100 110 A 北側 T 弥生 後期 胴部 外面円形刺突文 砂中立を含む 良好 外面赤彩

100 III A 66R 。。 弥生? 後期 口縁部 二次焼成を受ける，精錬関係ペ成形は雑 砂粒を含む 普通

100 112 A 66S 70 弥生? 後期 口縁音I1 二次焼成を受ける，精錬関係?，成形は雑 砂粒を含む 普通

100 113 A 66R 42 弥生 後期 口縁部 口唇部押圧，外面ハケ後ナデ 砂粒を含む 普通

100 114 A SI 033 古積 後期 胴部 貝殻腹縁による抑圧 砂粒を含む 普通

100 115 A SI 044 古墳 後期 胴部 貝殻腹縁による抑圧 砂粒を含む 普通

100 116 A SI 004 古漬 後期 目阿部 貝殻腹縁による押圧 砂粒を含む 普通

100 117 A S1 044 古墳 後期 口縁部 貝殻腹縁による押圧 砂粒を含む 普通

100 118 A 66R 96 古墳 後期 日阿部 刷毛整形 砂粒を含む 普通

100 119 A SI 049 古墳 後期 目岡部 貝殻腹縁による抑圧 砂粒を含む 普通

100 120 A 65R 54 古墳 後期 目岡部 貝殺腹縁による抑圧 砂粒を含む 普通

100 121 A 65R 15 古墳 後期 胴剖i 貝殻腹縁による押圧，115と同一個体か? 砂粒を含む 普通

100 122 A 66R 13 古墳 後期 胴剖i 貝殻腹縁による押圧 砂粒を含む 普通

100 123 A 66R 15 古墳 後期 1岡部 貝殻腹縁による抑圧， 115と同一個体かフ 砂粒を含む 普通

100 124 A 65R 90 古墳 後期 日岡部 貝殻腹縁による押圧， 115と同一個体かフ 砂粒を含む 普通

100 125 A 66S 82 古墳 後期 胸部 櫛描文 砂粒を含む 普通

100 126 A 65R 96 古墳 後期 胴部 鋸歯文， 山形文，綾杉文 砂粒を含む 普通

100 127 A 66R 64 古墳 後期 月阿部 外商縄文，沈線区画 砂粒を含む 普通

100 128 A 66R 33 古境 後期 』岡部 貝殻腹縁による押圧， 115と同一個体か? 砂粒を含む 普通

100 129 A SI 033 古墳 後期 H阿部 外面縄文，櫛描文 砂粒を含む 普通 外面赤彩

100 130 A SI 049 古I責 後期 胴部 外面縄文， it線区画 砂粒を含む 普通 外商赤彩
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100 131 A 51 036 古墳 後期 胴部 外面縄文，沈線区画 砂粒を含む 普通 外国赤彩

100 132 A 51 033 古墳 後期 胴部 外面縄文，櫛描文 砂粒を含む 普通 外面赤彩

100 133 A 51 044 古墳 後期 胴部 外面縄文 i.光線区画 砂粒を含む 普通 外面赤彩

101 134 A 66R 04 古墳 後期 1岡部 縄文，櫛描文 5字結節文 砂粒を含む 普通

101 135 A 66R 05 古墳 後期 胴部 縄文，衡描文 5字結節文 砂粒を含む 普通

101 136 A 66R 63 古墳 後期 胴部 櫛描文(山形文) 砂粒を含む 普通

101 137 A 66R 13 古墳 後期 胴部 櫛描文(山形文) 砂粒を含む 普通

101 138 A 51 036 古墳 後期 胴部 櫛描文(山形文) 砂粒を含む 普通

101 139 A 66R 03 古墳 後期 胴部 櫛描文(山形文) 砂粒を含む 普通 外面一部赤彩

101 140 A 66R 15 古墳 後期 胴部 櫛描文(山形文) 砂粒を含む 普通 外面ー部赤彩

101 141 A 66R 44 古墳 後期 胴部 櫛描文，下端沈線区画 綴密 良好

101 142 A 51 036 古墳 後期 胴部 櫛描文，縄文 砂粒を含む 良好

101 143 A 65R 97 古墳 後期 胴部 櫛描文，貝殻腹縁文 砂粒を含む 良好

101 144 A 66R 13 古墳 後期 胴部 櫛描文，外面羽状縄文 砂粒を含む 良好 外面一部赤彩

101 145 A 66R 75 古I責 後期 胴部 櫛描文，外面羽状縄文 綴密 良好 外面一部赤彩

101 146 A 66R 15 古墳 後期 胴部 横櫛描文，縄文 綴密 良好

101 147 A 51 037 古墳 後期 胴部 上下横櫛描文，中位羽状縄文 綴密 良好

101 148 A 66R 15 古境 後期 胴部 上横櫛描文，羽状縄文 敏密 良好

101 149 A 51 049 古墳 後期 胴部 横櫛描文 綴密 良好

101 150 A 65R 92 古墳 後期 胴部 櫛描文，縄文 綴密 良好

101 151 A 51 013 古墳 後期 胴部 櫛描文，縄文 綴密 良好

101 152 A 65R 94 古墳 後期 月間部 櫛f品文，縄文 級密 良好 外面一部亦彩

101 153 A 65R 96 古墳 後期 胴部 櫛描文，縄文， 127と同一個体予 砂粒を含む 良好 外面一部赤彩

101 154 A 51 044 古墳 後期 肩部 横櫛描文，下位縄文抑圧 砂粒を含む 良好 外面一部赤彩

101 155 A 65R 93 古墳 後期 胴部 検櫛描文 砂粒を含む 良好 外面一部赤彩

101 156 A 66R 43 古墳 後期 胴部 縄文，縄文抑圧 砂粒を含む 良好

101 157 A 65R 75 古墳 後期 胴部 櫛描文，貝殻腹縁文 砂粒を含む 良好

101 158 A 65R 95 古墳 後期 胴部 羽状縄文 砂粒を含む 良好

101 159 A 51 036 古墳 後期 胴部 縄文押圧 砂粒を含む 良好

101 160 A 655 。。 古墳 後期 胴部 羽状縄文 砂粒を含む 良好

101 161 A 51 044 古墳 後期 胴部 羽状縄文 砂粒を含む 良好 外面赤彩

101 162 B 51 002 弥生 後期 口縁部 口縁外面縄文，下端キザミ 綴密 良好 内外面赤彩

101 163 A 66Q 79 弥生 後期 口縁部 受け口状口縁，口縁外面縄文 綴密 良好 内外面赤彩

101 164 A 65Q 95 弥生 後期 口縁部 折返し口縁，上端キザミ 砂粒を含む 良好

101 165 A 65Q 76 弥生 後期 口縁部 外面縄文 砂粒を含む 良好 内面赤彩

101 166 A 65Q 85 弥生 後期 口縁部 一孔あり，縄文， 5字結節文 砂粒を含む 良好

101 167 B 51 009 弥生 後期 胴部 縄文，山形文 砂粒を含む 良好

101 168 A 66Q 14 弥生 後期 胴部 縄文， 山形文 砂粒を含む 良好

101 169 A 66Q 79 弥生 後期 胴部 縄文，山形文 砂粒を含む 良好 外面赤彩
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102 上 l 65R 79 古墳 前期 口縁部 S字状台付かめ，外面ナナメハケ 綴1!:i 良好

102 上 2 65R 76 古墳 前期 口縁部 口唇部は短く外反，外面ナナメハケ 綴密 良好

102 上 3 65R 94 古墳 前期 口縁部 S字状台付かめ，口唇部はヨコハケ 綴宮、 良好

102 上 4 65R 86 古墳 前期 口縁部
S字状台付かめ，口唇部はヨコハケ，

綴密 良好同一個体か?

102 上 5 65R 76 古墳 前期 口縁 外面ヨコナデ 綴密 良好

102 上 6 65R 87 古墳 前期 口縁部 S字状台付かめ，口唇部はヨコナデ 綴密 良好

102 上 7 65R 93 古墳 前期 口縁部
66R-04， S字状台付かめ，内外国

綴密 良好ヨコハケ

102 上 8 66R 50 古噴 前期 口縁部
S字状台付かめ?口唇部を欠損，

綴密 良好外面ナナメハケ

102 上 9 65R 87 古墳 前期 口縁部
S字状台付かめ，口唇部を欠損，外

砂粒を含む 良好面ナナメハケ

102 上 10 65R 89 古境 前期 口縁部 口縁部片，口唇部を欠損，外面ハケ 砂粒を含む 良好

102 上 11 65R 83 古墳 前期 口縁部 外商ナナメハケ 砂粒を含む 良好 掲載?

102 上 12 65R 82 古墳 前期 胴部 S字状台付かめの胸部片 砂粒を含む 良好

102 上 13 65R 76 古墳 前期 口縁部 口唇部 砂粒を含む 良好

102 上 14 65R 77 古墳 前期 脚部 S字状台付かめ接合部，外面ハケ 砂粒を含む 良好

102 上 15 66R 62 古墳 前期 脚部 S字状台付かめ接合部 砂粒を含む 良好

102 上 16 A SI 015 古墳 前期 頚部 器壁は簿く，丁寧な作り 綴密 良好 外面赤彩

102 上 17 65R 75 古墳 前期 頭部 器壁は薄く，丁寧な作り 綴密 良好 外面赤彩

102 中 I A SI 037 須芳、器 杯蓋 綴密 良好

102 中 2 B SD 003 須恵、器 杯蓋 綴密 良好

102 中 3 C 66P 須恵器 杯蓋 綴密 良好

102 中 4 A 65R 82 須恵器 杯身 綴密 良好

102 中 5 A SI 002 須恵器 杯身 綴密 良好

102 中 6 A SI 036 須恵器 小型壷 綴密 良好

102 中 7 A SI 036 須恵器 小型壷 綴密 良好

102 中 8 A SI 037 須恵器 杯蓋 天井部 級密 良好

102 中 9 A 表採 須恵、器 宝豆 口縁部 綴密 良好

102 中 10 B SI 002 須恵器 受 口縁部 自然紬 綴密 良好

102 中 11 A 66Q 79 須恵器 小型査 口縁部 細かいハケ施文 綴密 良好

102 中 12 A SI 024 須曹、器 事E 胴部 格子状の施文 級密 良好

102 中 13 A 65S 62 須恵器 翌E 胴部 裕子状の施文 事長:1!:i 良好

102 中 14 A 65S 91 須恵器 翌E 口縁部 細かいハケ施文 綴密 良好

102 下 I A 65R 76 瓦 丸瓦 8-7本/lcm，磨滅

102 下 2 A 65R 76 瓦 丸瓦 ? ，磨滅

102 下 3 A 66P 16 瓦 丸瓦 8本/lcm，磨滅

102 下 4 A 65P 96 瓦 平瓦 磨滅

102 下 5 C 66P 瓦 平瓦 磨滅

102 下 6 B 表採 瓦 平瓦 7-8本/lcm，磨滅
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第6表 土製品 ・玉類 ・石製品観察表

帰図 掲載 実i則
遺構

遺物 単位 mm 単位:g

番号 番号 番号 番号
種別 材質 色調

長さ 巾 厚み 孔径 重さ
備考

103 I 27 66R 03 4 垂飾状土製品 土製品 最大径19.6 17.3 5.93 

103 2 28 66R 17 l 垂飾状土製品 土製品 全面赤彩 最大径37.7 32 33.84 

103 3 8 A SI 024 30 管玉 珪質緑色凝灰岩 38.2 10.5 4.5 7.11 

103 4 9 A SI 032 70 管玉 滑石製 13.5 4.2 2.1 0.48 

103 5 10 A SI 040 24 管玉 凝灰岩製 19.7 9.2 3.8 2.23 

103 6 11 66R 08 I 管玉 珪質緑色凝灰岩 21 4.5 0.2 0.61 

103 7 13 67R 05 I 管玉 珪質緑色凝灰岩 24.2 4.9 2.5 0.83 

103 8 12 66S 81 2 管玉 珪質緑色凝灰岩 41.9 10 3.9 7.7 

103 15 7 A SI 057 2 ガラス玉 ガラス 漉いブルー 3.8 3.8 3.2 0.09 

103 10 2 A SI 033 69 臼玉 滑石製 4.0 4.1 2.0 0.05 

103 II 3 A SI 033 102 臼玉 滑石製 4.8 4.7 3.0 0.07 

103 12 4 A SI 033 107 臼玉 滑石製 4.5 4.4 2.5 0.1 

103 13 5 A SI 033 108 臼玉 滑石製 4.3 4.4 2.8 0.11 

103 14 6 A SI 057 2 ガラス王 ガラス 緑かかったブルー 4.6 5.2 3.1 0.1 

103 9 A SI 033 68 ガラス玉 ガラス ブルー 3.8 4.2 2.0 0.06 

103 16 15 65R 79 I 石製模造品(勾玉) 蛇紋岩 24.7 12 4.8 2.96 

103 17 14 A SI 036 I 勾玉 蛇紋岩 11.8 5.0 2.5 0.28 

103 18 20 A SI 035 9 柱状片刃石斧 砂岩 42 40.8 26.3 72.71 

103 19 16 B SI ∞2 19 石製模造品(剣形) 滑石製 40.8 22.3 5.5 2.1 6.4 

103 20 17 66R 14 4 紡錘車 滑石製 直弧文くずれの文様 49.5 10.2 35.87 

103 21 A SI 037 65 土製支脚

104 22 18 B SD ∞3 3 砥石 凝灰岩 44 49.9 19.2 74.41 

104 23 19 A SI 031 31 砥石 安山岩 47.5 48.5 19.1 44.8 

104 24 21 A SI 036 4 砥石 凝灰岩 49.8 22.5 17.5 22.35 

104 25 22 A SI 036 4 砥石 凝灰岩 54.5 24.5 15.5 35.28 

104 26 23 A SI 054 I 砥石 凝灰岩 58.2 49.2 18 

104 27 25 67S 01 2 砥石 凝灰岩 37.8 21 14.5 1517 

104 28 24 66R 72 I 砥石 凝灰岩 44.5 21.5 10.9 13.54 

104 29 26 67Q 29 1 砥石 凝灰岩 36 42.1 1.3 22.58 

104 30 Tl7 l 砥石 凝灰岩 46 33.5 13 

第 7表石製品観察表

挿図 実iRIJ 遺物 単位:cm 単位:g

番号
番号
番号
遺構

番号
種 別 石 材 備考

長さ 巾 厚み 重さ

105 l 9 66R 17 5 石鉱 黒曜石 2.05 1.40 0.40 0.83 

105 2 11 ASI 036 18 石鍛 チャート 2.30 1.70 0.40 1.23 

105 3 13 66R 56 2 石鍬 黒曜石 1.20 1.00 0.30 0.25 

105 4 8 65S 83 3 石量産 チャート 2.00 1.75 0.30 0.87 

105 5 12 ASI 037 9 石銑 チャート 1.30 1.40 0.25 0.50 

105 6 10 ASI 037 2 石量産 黒曜石 1.75 1.80 0.50 1.15 

105 7 3 ASI 036 64 石銭未製品? チャート 2.00 2.60 0.50 1.83 

105 8 4 65R 97 I石鍛未製品? 黒曜石 4.70 1.00 0.50 1.68 

105 9 7 BSI 001 29 石錐 チャート 4.15 2.55 0.60 3.23 

105 11 14 66Q 63 l 削器 メノウ 3.90 4.10 1.15 19目84

105 10 5 66R 85 2 剥片 黒曜石 3.20 1.80 0.70 4.11 

105 12 6 BSK 005 l 剥片 ホルンフェルス 5.80 7.30 1.10 44.93 

105 13 l 66R 52 3 磨石 砂岩 8.55 5.30 4.50 259.22 
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第8表鉄製品・金属製品観察表

挿図
番号 遺 構

遺物 材質名 製品名 長さmm 巾 mm 厚さ mm 重さ g 備考
番号 番号

106 l 65R 73 l 鉄製品 鉄製品 295.0 82.8 2.0 194.9 

108 1 A 51 050 I 銅製品 銅鎌 30.3 10.8 4.4 1.9 

108 2 65R 82 2 鉄製品 鉄鉱 63.5 16.8/12.5 3.8/4.1 12.4 刀/身

108 3 A 51 007 20 鉄製品 万子 45.4 7.3/5.8 1.812.2 3.3 身/茎

108 4 66R 49 l 鉄製品 刀子 63.0 17.5/6.6 2.0/1.9 11.1 刃/身

108 5 66R 24 2 鉄製品 万子 59.1 7.6 2.8 7.3 

108 6 A 51 043 2 鉄製品 刀子 77.1 10.0 2.5 8.9 木質部あり

108 7 A 51 033 III 鉄製品 鉄製在 38.0 4.5 3.0 1.4 木質部あり

108 8 A 51 042 46 鉄製品 鉄鍛 39.0 4.5 3.5 2.9 

108 9 A 51 033 41 鉄製品 鉄富雄フ 48.8 4.2 3.8 3.6 

108 10 66R 85 l 鉄製品 鉄鍬 21.0 3.0 2.1 1.2 

108 11 65Q 88 鉄製品 鉄量在 43.8 11.2/4.2 2.6/3.8 7.5 身/茎

108 12 A 51 039 4 鉄製品 鉄鉱 22.0 5.6 2.3 1.7 

108 13 66R 36 2 鉄製品 鉄鍛 38.2 3.8 2.8 2.7 軸

108 14 675 。。 I 鉄製品 鉄鍛 48.0 5.5 2.7 4.8 軸

108 15 B 5D 001 6 鉄製品 鉄鎌 34.0 2.8 2.8 1.4 軸

108 16 B 5D 001 2 鉄製品 鉄鍬 52.2 5.0 4.3 7.0 軸

108 17 65R 98 3 鉄製品 紡錘車 107.0 3.3 3.8 6.8 軸

108 18 B 51 005 鉄製品 紡錘車 110.9 4.6 3.1 8.4 軸

108 19 A 51 013 94 鉄製品 鉄鉱 137.0 9.5 2.8 17.2 

108 20 A 51 033 7 鉄製品 鉄鍬 148.8 13/7 2.3/2.8 18.5 

108 21 66R 06 I 鉄製品 火打金 94.0 26.5 2.5 20.9 

108 22 A 51 037 37 鉄製品 火打金? 41.2 14.0 4.2 11.4 

108 23 A 51 033 72 鉄製品 金具 31.6 34.4 2.3 4.3 木質部あり

108 24 A 51 033 112 鉄製品 金具 58.0 23.2 4.5 4.1 

108 25 66R 85 2 鉄製品 主I 24.0 3.0 2.0 1.0 

108 26 B 51 002 2 鉄製品 釘 32.0 3.6 3.8 2.7 

108 27 B 51 001 24 鉄製品 釘 41.0 4.5 3.8 5.5 

108 28 A 51 003 I 鉄製品 釘 47.1 3.5 3.5 2.9 

108 29 66R 77 3 鉄製品 釘 47.5 3.5 3.5 3.0 

108 30 A 51 020 4 鉄製品 釘 24.5 4.9 4.9 1.8 

108 31 A 51 033 113 鉄製品 金具 20.0 18.1 1.3 1.2 木質部あり

108 32 655 85 I 銅製品 キセル 41.8 12.1 7.3 

108 33 66R 85 6 銅製品 キセル 52.2 14.5 2.8 

第9表出土銭貨一覧

挿図
番号
実iHIJ

遺構 遺物
材質名 製品名 長さ mm 巾 mm 厚さ mm 重さ g 備考番号 番号 番号

107 I 67 66R 43 6 銭貨 洪武通宝 23.8 5.4 1.5 2.8 

107 2 68 66R 75 3 銭貨 洪武通宝 22.7 6.5 1.25 2.2 

107 3 64 65S 80 2 銭貨 文久通宝 26.25 7.0 1.15 2.3 

107 4 69 66R 76 3 銭貨 寛永通宝 20.2 5.35 1.15 1.6 鉄銭

107 5 71 67R 5 銭貨 不明 0.9 

107 6 20 A S1 040 銭貨 不明 0.2 覆土
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第 3章内屋敷遺跡 (2)

第 1節 調査の概要と方法(第109・115図，図版26)

調査区のほぼ中央部に小谷があり，この小谷を境に西側をA区，東側をB区として調査を実施したO

上層の確認調査は，すでに周知の古墳として調査をされていた茅野3号墳があるため，古墳周溝の所在

を前提に確認トレンチを設定した。その結果，茅野3号墳と古墳跡2基及び方形周溝墓1基，竪穴住居跡等

が検出された。そのため遺構検出範囲として1，825ぱを本調査面積として調査を実施した。

下層の確認調査は，調査対象地内に2x2mの小グリ ッドを25カ所設定し， x層上部が確認される深さま

で調査を実施した。その結果， 66H-13グリ ッドから遺物が出土したため，周辺を拡張して調査を実施し

たが，隣接するグリ ッドからL点の計4点の遺物が出土したのみであった。

第 2節 検出された遺構と遺物 (第110図，表10，図版115--127)

1 竪穴住居跡

ASI-002 (第112'124図， 表10，図版24・53)

6 7 E -0 7グリ ッドを中心として検出した。 弥生時代後期の竪穴住居跡である。炉跡が中央やや北

側で検出された。南東の約半分が残存しないが，住居跡の形は楕円形を呈すると思われる。炉跡は住居跡

の北西寄りから検出された。貯蔵穴はない。炉跡をとおる軸線を住居跡の長軸とすると，住居跡の方位は

N -36
0

-Wである。住居跡の大きさは，長軸1.9m以上，短軸3.7m以上，検出面からの深さO.4mである。

炉跡を中心として硬化面が見られる。柱穴は確認できなかった。遺物の出土量は少ないが，1点が図示で

きた。1は壷形土器で，頚部以下を欠損する。

第10表遺構一覧 ※:残存長

挿図番号 区遺構番号 グリッド 時期 遺構種 竃・炉 売三 主軸 東西長 m 南北長 m i采さ m

l 112 A SI 002 67 E 07 弥生後期 竪穴住居跡 炉 楕円形 N- 36 -E ※ 1.9 ※ 3.7 0.4 

2 113 A SI 005 66 D 18 弥生後期 竪穴住居跡 炉 楕円形 N- 46 -E 4.3 3.95 0.4 

3 114 A SI 011 66 E 74 弥生後期 竪穴住居跡 炉 楕円形 N- 23 -E ※ 4.5 ※ 4.2 0.2 

4 115 A SI 022 66 E 39 弥生後期 竪穴住居跡 炉 楕円形 N- 40 -E ※ 3 ※ 2.5 0.05 

5 116 B SI 023 65 H 99 弥生後期 竪穴住居跡 炉 椅円形 N- 13 -E 6 ※ 1.3 0.2 

6 117 A SD 021 66 F 。。 不明 構状遺構 ※ 16.2 1.8 0.1 

8 118 B SK∞7 66 21 不明 土坑 長方形 0.8 0.55 0.28 

9 118 B SK 008 66 14 古墳後期 土墳 長方形 ※ 2.6 0.83 0.15 

10 119 A SK 009 65 D 96 不明 土坑 長方形 2.88 1.3 0.35 

11 119 A SK 010 65 E 90 不明 土坑 長方形 2.38 1.58 0.1 

12 118 A SK 015 66 E 65 不明 土坑 楕円形 ※ 0.85 1.2 0.15 

13 118 A SK 017 66 E 01 不明 土坑 長方形 ※1.25 0.55 0.3 

14 119 A SK 018 65 D 87 不明 土坑 長方形 2.05 0.9 0.35 

15 120 B SM∞3 66 古墳後期 古墳 円形 22 ※ 20 

16 121 A SM 006 66 E 古墳後期 古墳 円形 18 ※ 17.5 

17 122 A SS 004 A 65 E 弥生後期 方形周溝墓 5.6 0.65 0.4 

18 122 A SS 004 B 66 E 弥生後期 方形周溝墓 7 0.7 0.35 

19 122 A SS 004 C 66 E 弥生後期 方形周溝墓 ※ 7.5 1.1 0.15 

20 122 A SS 004 D 65 E 弥生後期 方形周溝墓 7.4 0.8 0.6 

23 123 A SD 024 64 F 古墳後期 茅野3号墳

-147-



G仁

X~ー 71420

D

∞N
H
N
H
L
F
 

D
N
-
H
N
H
L
F
 

。 50m 

@ 

口
口
口|口

口

口
口一 |口

。 50m 

第109図 内屋敷遺跡 (2 ) 上層 ・下層確認 トレンチ配置図

-148-



凶
凶

炉ー・3

国

o 

、、
、、
、、
、
、

、

、

、

、

~

、-

-

-
-
-

-

p

'

 

F

，F
 

d

〆

〆

〆

〆

/
」
/
/
/

(.0 

遺構分布図第110図

⑩ 



A.-

九匹13

11 10 

。

第111図 下層遺物出土状況図

ASI一o0 5 (第113・124図，表10，図版24・53)

十五6

@ 

45.4m 
A' 

4m 

66D-18グリッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。炉跡が中央やや北

側から検出された。住居跡の形は楕円形を呈する。住居跡の方位はN-46
0

-Wである。炉跡を通る軸線

を長軸とすると，長軸4.3m，短軸3.95m，検出面からの深さは約O.4mで、ある。住居跡の中央部に硬化面が

見られる。柱穴は 6個が検出されたo P1， P2， P3， P4が主柱穴である。P5， P 6は補助柱穴と

思われる。遺物は 5点が図示できた。1は査形土器で，頚部以下を欠損する。口縁部は肥厚し，下端には

キザミが見られる。2は壷形土器で，胴部以上を欠損する。内外面ともにミガキを施す。 3. 4は菱形土

器で，口縁部は緩く外反し，口縁下端には押圧が見られる。4は胴上位に段があり，段の下端には押圧が

見られる。5は斐形土器の底部である。

ASI-Oll (第114図，表10，図版25)

6 6 E -7 4グリッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。南東側の一部が古

墳跡 (ASM-0 0 6) によって切られている。南西は削平されて遺存しない。炉跡は住居跡やや北側か

ら検出された。住居跡の形は楕円形を呈すると思われる。住居跡の方位はN-23
0

-Wである。住居跡の

大きさは，長軸4.5m以上，短軸4.2m以上，検出面からの深さは約0.2mで、ある。住居跡全体に硬化面が見

られる。柱穴は 8個が検出できた。P1から P4は主柱穴と思われる。遺物の出土量は少なく，図示でき

る遺物はなかった。

ASI-022 (第115図，表10，図版)

6 6 E -3 9グリッドを中心として検出された。壁面及び床面は削平されている。弥生時代後期の竪穴
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住居跡である。住居跡の中央やや北側から炉跡と思われる焼土が検出された。柱穴と炉跡の位置から，住

居跡の形は楕円形を呈するものと推定される。住居跡の方位はN-400 -Wである。住居跡の大きさは，

長軸3m以上，短軸2.5m以上，検出面からの深さは約O.05mで、ある。硬化面は見られなかった。柱穴は2

個検出された。遺物の出土は少なく，図示できる遺物はなかった。

(第116図，表10，図版25)BSI-023 

65H-99グリッドを中心として検出された。弥生時代後期の竪穴住居跡である。古墳跡 (BSM-

o 0 3) に南側を切られている。北側は調査区外に続いており，住居跡のほぼ中央部のみが調査された。
残存する住居跡の中央部から炉跡が検出された。住居跡の形は楕円形を呈すると思われる。住居跡の方位

はN-130-Wである。炉跡を通る南北の軸を長軸とすると，住居跡の大きさは，長軸6m，短軸1.3m以

上，検出面からの深さは約0.2mでLある。硬化面は住居跡中央部で検出された。柱穴は2個が検出できた。

遺物の出土は少なく，図示できる遺物はなかった。
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2 溝状遺構と土坑

ASD-021 (第117図，表10，図版25)

66F-00グリッドを中心として検出された。西北から東南にのびる時期不明の溝状遺構である。性

格は不明である。東南端は立ち上がりの壁が確認できたが，西北は削平されており，徐々に壁は立ち上が

る。検出された長さは16.2m，幅1.8m，検出面からの深さ約O.1mで、ある。遺物の出土は少なく，図示でき

る遺物はなかった。

BSK-007 (第118・124図，表10，図版53)

6 6 J -2 1グリッドを中心として検出された。時期不明の土坑である。形は長方形である。長軸0.8

m，短軸0.55m，検出面からの深さは約0.28mで、ある。遺物の出土量は少なかったが，覆土中より遺物が

出土した。 1は高杯形土器で，脚端部を欠損する。口縁部には，横方向の細い横線文が施されるが，あま

り丁寧ではない。杯部外面は明瞭な稜を持つが，杯部全体は緩やかに立ち上がる。

BSK-008 (第118・120図，表10，図版)

BSM-003と一体の遺構と思われるので， BSM-003項で記載する。
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(第119図， 表10，図版26)ASK-009 

65D-96グリッドを中心として検出された。ASK-018に接している。時期不明の土坑である。

土坑の形は長方形である。長軸2.88m，短軸1.3m，検出面からの深さは約0.35mで、ある。遺物の出土量は

図示できる遺物はなかった。少なく，

図版26)(第119図，表10，ASK-Ol0 

65E-90グリッドを中心として検出された。時期不明の土坑である。土坑の形は隅丸長方形である。

図示できる遺物はな長軸2.38m，短軸1.58m，検出面からの深さ約O.lmで、ある。遺物の出土量は少なく，

かった。

(第118図，表10，図版)ASK-015 

66E-65グリッドを中心として検出された。時期不明の土坑である。土坑の形は楕円形である。中

A S 1 -0 1 1と重複し，本土坑が新しい。長軸0.85m以上，短軸央部から焼土フ守ロックが検出された。
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第115図 ASI-022 

l.2m，検出面からの深さは約0.15mで、ある。遺物の出土量は少なく，図示できる遺物はなかった。

ASK-017 (第118図，表10，図版26)

6 6 E -0 1グリッドを中心として検出された。時期不明の土坑である。土坑の形は長方形である。中

央にピットが1本ある。長軸1.25m以上，短軸0.55m，検出面からの深さは0.3mで、ある。遺物の出土量は

少なく，図示できる遺物はなかった。

ASK-018 (第119図，表10，図版26)

65D-87グリッドを中心として検出された。時期不明の土坑である。ASK-009に隣接する。

土坑の形は長方形である。長軸2.05m，短軸0.9m，検出面からの深さは約0.35mで、ある。遺物の出土は少

なく，図示できる遺物はなかった。

3 古墳跡・方形周溝墓

BSM-003 (第120・125図，表10，図版27・53)

6 6 Jグリッドから検出された古墳周溝跡である。南側は調査区外に続く。全体の形は円形になると思

われる。北側で周溝幅が少し広がる。盛り土は全く残存しなかった。周溝の内径18.6m，周溝の幅2.5-3.3
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第116図 BSI-023 

mを計る。周溝の外径は約20m-22mで、ある。BSK-008は，周溝底から検出された。土坑の主軸と

BSM-003の周溝との軸がほぼ一致していることから，両者は一体のもので，周溝内土墳と呼ばれる

ものと考えられる。形状は長方形である。長軸2.6m，短軸0.83m，検出面からの深さは約0.15mである。

遺物の出土量は少なかったが， 4点が図示できた。1は小型の査形土器の胴部で，外面に山形文と縄文の

施文が見られる。2は杯形土器で底部を欠損する。3・4は菱形土器で胴以下が残存する。

A S M-0 0 6 (第121・125図，表10，図版27・53)

6 6 Eグリ ッドから検出された古墳周溝跡である。西南側の一部は調査区外に続く。北側でASS-O

o 4を切る。墳形は円形で，盛り土は残存しなかった。周溝の内径は約14m，周溝の幅はl.3m-2 mで、
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第117図 ASD-021

ある 。 周溝の外径は約17.5m~18mで、ある 。 周溝底面は一様でなく，西側と東南の周溝底には土壊状の落

ち込みがある。BSM-003と同様に周溝内土墳と思われ。周溝の北側と南東から遺物が出土している。

接合するものがあり，本来盛土があった事を示唆していると考えられる。遺物の出土量は少なかったが6

点が図示できた。 1は壷形土器の底部で，底部面の輪状に粘土を張りつけている。 2. 3は杯形土器で，

2は外面に明瞭に稜がある。4は底部が丸形の小形査である。5は査形土器の底部で，底部面に輪状の粘

土を貼り付けている。 6は整形土器で底部を欠損する。

ASS-004A~D (第122図，表10，図版29)

6 5 Eグリッドを中心として検出された。弥生時代の方形周溝墓である。南側で一部ASM-006と

重複する。各溝ごとに別の枝番号をつけて調査を行ったが，同一の方形周溝墓である。遺物の出土量は少

なかった。溝Aの周溝内に土坑状の落ち込みがある。遺物などの出土はなかったが周溝内土墳と思われる。

長軸5.6m，幅0.65m，検出面からの深さはO.4mで、ある。溝Bの長軸は7m，幅0.7m，検出面からの深さは

0.35mで、ある。溝Cは66E-03グリッドを中心として検出された。南端をASM-006に切られる。
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長軸7.5m以上，幅1.1m，検出面からの深さは O.15mで、ある。溝Aと同様に周溝内に落ち込みがある。溝

Dは65 E -6 0グリッドから検出された。長軸7.4m，幅O.8m，検出面からの深さは約O.6mで、ある。図

示できる遺物はなかった。
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第123図 ASD-024 (茅野3号墳)

4 茅野3号墳 (AS D -0 2 4) (第123図，表10，図版28)

64F'65Fグリッドを中心として検出された古墳の周溝跡である。この古墳は(財)君津郡市文化

財センターによって墳丘測量及び周溝の確認調査が実施され，茅野3号墳として報告されている古墳であ

る。今回の調査では周溝の一部と思われるASD-024が検出された。(財)君津郡市文化財センター

の調査によって周溝の位置及び、規模については想定されていたが，今回の調査において位置が若干ずれる

もののほぼ想定どおりであることが判明した。しかし，主体部の検出はされなかった。(財)君津郡市文

化財センターの調査成果と今回の調査から，茅野3号墳は周溝外側の径が約25mほどの円墳と推定される。

ASD-024からは遺物の出土量は少なく，図示できる遺物はなかった。
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第3節その他の遺物

1 表採・トレンチから出土した遺物(第126・127図，表12，図版53)

表採遺物(第126図，表12，図版53)

1は杯形土器の底部片で，回転糸切りである。2は椀形土器の底部片と思われ，静止糸切り痕が見られ

る。色調は両者ともにぶい黄褐色である。胎土は綴密である。

6 6 Dグリッド出土遺物(第126図，図版53)

1・2はカワラケである。1の底部は回転糸切りで，色調は明赤褐色である。2は二次焼成をうけてお

り，色調はにぶい黄褐色である。静止糸切りである。

卜レンチ出土遺物(第126図，表11，図版53)

1 は縄文時代早期の土器の尖底部である 。 2~9 はカワラケで，底部は静止糸切り痕が見られる。 9の

底部は高台状で，静止糸切り痕が見られる。10は陶器片で底部のみ残存する。

2 グリッドから出土した遺物

縄文土器 (1~23) (第128図，表13，図版54)

1は撚糸文系土器で井草式の口縁部の破片である。口縁部直下に孔がある。2は条痕文系土器で田戸下

層式と思われる。3・4は茅山式と思われる。3は口唇部が面取りされている。4の口唇部は丸く，外面

には横方向の条痕が見られる。5と6は関山式か黒浜式と思われる。5は波状口縁部で内面にはナデを施

す。5は6と同一個体と思われる。7は無文の土器の口縁部片で，子母口式と思われる。外面に粒状の浮

文がある。8~12は浮島式と思われる。 8 は員殻腹縁による押引が見られる。 9 は口縁部片で爪形文が見

られる。内面はナデを施す。繊維を含む。10は外面に貝殻腹縁による押引が見られる。11は口縁部片で，

器壁は薄い。12は口唇部に押圧が施され，直下に横位の沈線が施される。13・14は諸磯a式と思われる。

13には半裁竹管による施文が見られる。14は浅鉢の口縁部で，口唇部は外方に開く。細い沈線に固まれた

中を縄文が施される。 15~18は十三菩提式と思われる。 15 ・ 16は同一個体と思われるが接合しない。 外面

は細い沈線が施される。17は波状の口縁部片で，細い施文具による施文が見られる。18は竹管による施文

が見られる。 19~21は五領ケ台式と思われる。 19は口縁部片で，外面は粗くなでている。 20は縦方向の沈

線がみられる。21は口唇部が短く外反する。22は中期の把手である。23は底部片で，木葉痕が見られる。

外面にはハケメが一部確認できる。弥生時代末か古墳時代の初頭の土器の可能性もある。

弥生土器 (24~41) (第128図，表13，図版54)

24~32は壷形土器の口縁部片である 。 24~27は口縁部に棒状浮文を持つ。 28~31は外反する口縁部で，

緩やかに外反する。口唇部は肥厚し，外面には縄文が施文される。33・34はやや内湾する口縁部。35・37

はほぼ垂直に立ち上がる口縁部で，鉢形土器と思われる。36は大きく外反する査形土器の口縁部で，口縁

部は折り返し口縁で，外面には縄文が施される。 38~40は査形土器の頚部で，沈線と縄文の施文が見られ

る。41は査形土器の頚部で，円形浮文が見られる。

石器 (第111.129図 1~11，表14，図版55)

1は調整痕のある剥片で，喋皮面がある。石材は嶺岡産の珪質頁岩である。左側辺部から先端部にかけ

て調整痕が残されている。また，背部には磯面も大きく残されている。2は剥片である。石材は珪質頁岩

である。先端部側は薄く鋭くなっているが，微細剥離痕跡等は認められない。3は喋皮面が大きい剥片で
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第124図遺構出土遺物(1 ) ASI -002・005. BSK -007 

ある。使用痕かもしれない。石材は珪質頁岩である。4は両極石器(剥片)である。石材は嶺岡産の珪質

頁岩である。打面側が折れている。先端部は厚く喋面を残している。5は剥片と思われるが，彫器とも思
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第125図遺構出土遺物(2 ) BSM -003 . ASM -006 

われる。石材は黒曜石で，細かな粒を含みあまり質はよくない。打撃面が薄く，剥離したときに樋状剥離

した可能性もある。6は被熱した剥片である。石材は黒曜石である。炉などの火のそばで焼けたものと思
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第128図 グリッド出土土器拓影図

われる。7は喋度面のある剥片である。石材は黒曜石である。8は石錐である。石材は黒曜石である。背

面に細かな調整を加えて石器としている。9はほぼ完形の石鍛である。石材は珪質頁岩である。正三角形

を呈し，基部は凹基である。10は縄文時代の石鎌である。石材は安山岩Aである。表裏ともに旧剥離面を

残している。全体にやや粗い調整である。基部から片脚を欠損している。 11は石核である。石材は黒曜石

である。縄文時代のものと思われる。
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遺
構
出
土
遺
物
観
察
表

帰
図

遺
存
度

単
位
c
m
，
()
は
復
元
値

色
調

整
形
調
整

番
号

遺
構

時
代
器
種

部
位

備
考

胎
土
焼
成

番
号

%
 

口
径

底
径
器
高
田残
存
高

外
蘭

内
面

外
面

内
面

12
4 
上
1
A
S
I
 
∞2
 
弥
生

室
頭
部
以
上

(1
4.
8
)
 

16
.6
 
に
ぷ
い
黄
色
~
赤
褐
色
，
赤
彩
に
ぷ
い
黄
色
，
赤
彩

粗
良
好
ミ
ガ
キ
，
縄
文
ナ
デ

12
4 
中
I
A
S
I
 
∞5
 
弥
生

査
口
縁
部

4
0
 

(1
3.
8
)
 

10
.2
 
に
ぶ
い
黄
糧
色
~
糧
色

に
ぷ
い
黄
糧
色
~
鐙
色

'a
 

良
好
縄
文

ナ
デ

12
4 
中
2
A
S
I
 
∞5
 
弥
生
3昌

底
部

30
 

(9
.6
)
 
19
.0
 
に
ぷ
い
赤
褐
色

褐
灰
色
~
に
ぷ
い
褐
色

粗
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

12
4 
中
3
A
S
I
 
∞
5
 
弥
生

要
口
縁
部

2
5
 
(2
2.
6
)
 

6.
6 
に
ぶ
い
黄
櫨
色
~
糧
色

灰
黄
褐
色

密
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

12
4 
中
4
A
S
I
 
∞5
 
弥
生

斐
口
縁
部

9
5
 

2
1.
8
 

7.
4 
明
褐
色

明
褐
色

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

12
4 
中
5
A
S
I
 
∞5
 
弥
生
墾

底
部

底
部
I∞

7.
6 

7.
5 
巣
褐
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

褐
灰
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色
'A
 

良
好
ナ
デ

ナ
デ

12
4 
下
1
B
S
K
∞7
 
土
師
器
高
杯

杯
部

6
0
 
(1
0.
5
)
 

7
.1 
灰
賛
色
~
稜
色
，
赤
彩

褐
灰
色
~
桜
色
，
赤
彩

密
良
好
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

12
5 
上
1
B
S
M
∞3
 
土
師
器
小
型
豪

胴
部

5.
7 
糧
色
~
赤
褐
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
黄
櫨
色

密
良
好
Il
J
形
文
，
縄
文
ナ
デ

12
5 
上
2
B
S
M
ω
3
 
土
師
捺
杯

口
縁
部

40
 
(1
5.
6
)
 

3.
6 
に
ぷ
い
黄
栂
色
，
赤
彩

に
ぷ
い
賞
授
色
，
赤
彩

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

12
5 
上
3
B
S
M
∞3
 
土
師
器
受

口
縁
を
欠
く

底
部
l∞

6.
4 
2
1.
2
 
県
色
~
に
ぷ
い
黄
燈
色

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
櫨
色

密
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

12
5 
上
4
B
S
M
∞3
 
土
師
器
斐
底
部
~
胴
部

(7
.2
)
 
15
.2
 
に
ぷ
い
賞
極
色

に
ぷ
い
黄
燈
色

宮
良
好
ヘ
ラ
ケ
ズ
'J
，
ナ
ナ
デ

デ

12
5 
下
I
A
S
M
∞6
 
土
師
器
小
型
査

底
部

内
面
摩
滅

70
 

(4
.0
)
 
3
.1 
浅
黄
色

灰
黄
色

官官
良
好
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

12
5 
下
2
A
S
M
∞6
 
土
師
器
杯

完
形

80
 

(1
3.
6
)
 

4.
5 
赤
褐
色
，
赤
彩

赤
褐
色
，
赤
彩

|雲砂
・粒
母粒
を
含
む

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ナ
デ

12
5 
下
3
A
S
M
ω
6
 
土
師
器
杯

完
形

70
 

(1
1.
7)
 

4.
5 
に
ぷ
い
黄
櫨
色

に
ぷ
い
黄
櫨
色

密
良
好
ナ
デ

ナ
デ

12
5 
下
4
A
S
M
 
00
6 
土
師
器
鉢

底
部

底
部
丸
底

最
大
径
14
.7

7.
6 
に
ぷ
い
賞
糧
色

に
ぶ
い
黄
糧
色

?皆
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ

12
5 
下
5
A
S
M
 
00
6 
土
師
器

宣官
街x
 
底
部

底
部
I∞

5.
8 

2.
7 
槍
色

褐
灰
色

E
母
粒
。
粗
い
良
好
ナ
デ

ナ
デ

砂
粒
を
含
む

12
5 
下
6
A
S
M
∞6
 
土
師
器
受

口
縁
部

10
0
 
17
.7
 

19
.5
 
黒
色
~
に
ぷ
い
黄
櫨
色

黒
色
~
に
ぷ
い
黄
櫨
色

奮
良
好
ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ
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整
形
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口
径

底
径
器
高
・
残
存
高

外
面

内
面

胎
土
焼
成

外
商

内
面

12
6 
上
1
表
採

土
師
器

杯
底
部

5
0
 

(6
6
)
 

1.
7
 
に
ぷ
い
黄
網
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

2昔
良
好

12
6 
上
2
表
採

土
師
;
器

椀
底
部

4
0
 

(6
.
6) 

2
.4 

に
ぷ
い
黄
褐
色

に
ぷ
い
黄
褐
色

奮
良
好

12
6 
下
1
6
6
D
 
3
8
 
土
師
器

杯
底
部

一
次
焼
成
底
部
I∞

6.
6
 

3
.1 

明
赤
褐
色
~
糧
色

明
赤
褐
色

密
良
好

12
6 
下
2
6
6
D
 
3
8
 
土
師
器

杯
底
部

4
0
 

(6
.6
)
 

3
.1 

に
ぷ
い
黄
極
色

褐
灰
色
~
に
ぷ
い
黄
権
色
密

良
好

12
7 
l
 
T
 
04
 
縄
文
尖
底
土
器
底
部

8.
5 

明
赤
褐
色
~
に
ぷ
い
黄
褐
色

明
赤
掲
色

粗
普
通

12
7 
2
 
T
 
08
 
カ
ワ
ラ
ケ

皿
一
部
を
欠
〈

6
0
 
(8
.4
)
 
(5
.3
)
 

1.
7
 
に
ぷ
い
黄
糧
色

に
ぷ
い
賞
極
色

密
良
好

12
7 
3
 
T
 
06
 
カ
ワ
ラ
ケ

皿
底
部

9
5
 
(9
.0
)
 
(6
.1
)
 

2.
0 

栂
色

援
色

密
良
好

12
7 
4
 
T
 
06
 
カ
ワ
ラ
ケ

(4
.6
) 

1.
2
 
に
ぷ
い
賞
燈
色

に
ぷ
い
賞
糧
色

¥1¥'
 

良
好

12
7 
5
 
T
 
06
 
カ
ワ
ラ
ケ

底
部

ω
 

(5
.4
)
 

1.1
 

程
色

経
色

密
良
好

12
7 
6
 
T
 
06
 
カ
ワ
ラ
ケ

杯
底
部

底
部
I∞

5.
8
 

1.
1 

権
色

権
色

密
良
好

12
7 
7
 
T
 
06
 
カ
ワ
ラ
ケ

相、
底
部

底
部
10
0

6
.8 

1.1
 

授
色

極
色

密
良
好

12
7 
8
 
T
 
06
 
ワ
ラ
ラ
ケ

杯
底
部

底
部
l∞

5.
6
 

1.1
 

燈
色

援
色

宅E
良
好

12
7 
9
 
T
 
06
 
カ
ワ
ラ
ケ
台
付
何
:

(9
.1
) 
(4
.7
)
 

2.
6 

に
ぷ
い
黄
燈
色

に
ぷ
い
賞
程
色

密
良
好
底
部
糸
切
り

12
7 
10
 
T
 
06
 

肌
底
部
底
部
中
央
軸
な
し
4
0
 

(6
0
)
 

1.
4
 
灰
白
色

灰
白
色

密
良
好
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第13表 グリッド出土土器片観察表

挿図
番号 遺構

遺物
時代 器種 部位 備考 胎土 焼成

赤彩

番号 番号 有無

128 l 66E 51 2 縄文 井草式 口縁音11 撚糸文，口唇部縄文 砂粒含む 良好

128 2 66D 37 I 縄文 回戸下層 口縁部 外商横条痕 砂粒含む 良好

128 3 T4 08 縄文 茅山式 口縁部 外は条痕文，口唇音11キザミ 砂粒含む 良好

128 4 66D 16 2 縄文 茅山式 口縁部 上面キザミ ，外面横条痕文 砂粒含む 良好

128 5 ASM 006 2 縄文 関山黒浜 口縁部 口縁は波状，外面条痕文 砂粒含む 良好

128 6 66E 73 l 縄文 関山黒i兵 胴部 66E-8332と同一個体 砂粒含む 良好

128 7 66E 73 縄文 子母口式 胴部 口縁部縄文，癒状i字文あり 砂粒含む 良好

128 8 ASM 006 2 縄文 i手島式 口縁部 外面粗い縄文 砂粒含む 良好

128 9 66J 43 l 縄文 浮島式 口縁部 爪形文 砂粒含む 良好

128 10 ASM 006 26 縄文 浮島式 胴部 竹管よる施文 砂粒含む 良好

128 11 ASM 006 26 縄文 浮島式 口縁部 キザミ 砂質 良好

128 12 BSM 003 I 縄文 浮島式 口縁部 i尤線施文 砂質 良好

128 13 66J 37 1 縄文 諸磯a式 口縁部 粗い縄文 砂粒含む 良好

128 14 ASM 006 26 縄文 諸磯a式 口縁部 竹管による施文，縄文 砂粒含む 良好

128 15 T8 01 縄文 十ニ菩提式 胴部 条痕文，雲母を多く含む 砂粒含む 良好

128 16 T8 01 縄文 十三菩提式 口縁部 条痕文，沈線 砂粒含む 良好

128 17 66J 71 縄文 十三菩提式 口縁部 細いi尤線 砂粒含む 良好

128 18 BSM 003 縄文 十ニ菩提式 胴部 隆帯の上に竹管文 砂質 良好

128 19 66E 79 I 縄文 五領ケ台式 口縁部 口縁部下に細いit線 砂粒含む 良好

128 20 BSM 003 1 縄文 五領ケ台式 胴部 刺突 砂質 良好

128 21 BSM 003 I 縄文 五領ケ台式 口縁部 ニ角形の刺突文 砂質 良好

128 22 BSM 003 1 縄文 中期 把手 棒状工具による刺突 砂粒含む 良好

128 23 ASM 006 5 ? 底部 底部外面木禁痕 砂粒含む 良好

128 24 BSM 003 34 弥生 宝で佐宜 口縁部
口縁部棒状浮文2本，浮文上キザミ，外

砂質 良好
面縄文，下端キザミ，焼成前の2孔あり

128 25 BSM 003 i 弥生 軍古 口縁部 円形浮文 砂質 良好 内面赤彩

128 26 BSM 003 34 弥生 壷 口縁部
口縁部棒状浮文2本，浮文上キザミ，外

砂質 良好面縄文，下端キザミ，焼成前の2孔あり

128 27 ASI 011 4 弥生 査 口縁部
口縁部様状浮文2本，外面縄文，下

砂質 良好 外面赤彩端キザミ

128 28 ASI 011 4 弥生 宝古E 口縁部 折返口縁，外面縄文，下端キザミ 砂質 良好 内面赤彩

128 29 BSM 003 弥生 査 口縁部 折返口縁，外面縄文，下端キザミ 砂質 良好

128 30 ASI 011 5 弥生 壷 口縁部 折返口縁，外面縄文 砂質 良好 内外面赤

128 31 ASI 011 4 弥生 1士註 口縁部
口縁部棒状i手文2本，外面縄文，下

砂質 良好 外面赤彩端キザミ

128 32 ASI 002 I 弥生 :.:>: 口縁部 折返U縁，外面縄文; 砂質 良対 内面赤彩

128 33 T6 13 弥生 宜古E 頭部 凸帯あり，外面縄文 砂質 良好 内面赤彩

128 34 ASI 011 5 弥生 斐 頚部 砂質 良好 内面赤彩

128 35 ASI 011 6 弥生 鉢 日縁部 上面縄文，外面縄文， 10と同一個体 砂質 良好 内面赤彩

128 36 BSM 006 I 弥生 宜'!Ili 口縁部 折返口縁，外国縄文 砂質 良好

128 37 ASI 011 4 弥生 鉢 口縁部 上面縄文，外面縄文， 11と同一個体 砂質 良好 内面赤彩

128 38 ASM 006 26 弥生 宜古E 頚部 沈線に区画された縄文 砂質 良好 外商赤彩

128 39 ASM 006 26 弥生 鉢 口縁部 i尤線，縄文 砂質 良好 内外面赤

128 40 BSM 003 l 弥生 登 肩部 外面縄文 砂質 良好

128 41 BSM 003 1 弥生 宜士E 口縁部 円形浮文 砂質 良好 内面赤彩
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第14表出土石器観察表

挿図 遺物 単位 mrn，()は復元値 単位:g
番号 遺構 種目リ 石材 備考

番号 番号 長さ 巾 厚み 重さ

129 l 66H-13 1 剥片 嶺岡産珪質頁岩 49.24 32.76 14.66 17.98 w層

129 2 66H-23 2 剥片 珪質頁岩 32.79 36目20 10.66 9.01 

129 3 66H-23 l 剥片 珪質頁岩 47.43 25.83 14.11 15.08 

129 4 66H-12 2 両極石器(剥片) 嶺岡産?珪質頁岩 21.91 27.09 13.83 6.99 四層

129 5 SM006 26 剥片(彫器つ) 黒曜石 46.67 20.39 7.84 4.39 

129 6 SM006 24 事l片 黒曜石 36.05 27.98 12.82 6.24 

129 7 SS004 2 剥片 黒曜石 26.81 20.04 4.44 1.48 

129 8 SM003 17 石錐 黒曜石 19.51 10.61 5.02 0.88 

129 9 SMOO3 2 石鍛 珪質頁岩 20.96 19.85 3.75 0.51 

129 10 SM003 18 石鍛 安山岩A 21.28 19.52 6.05 1.83 

129 11 SM003 15 石核 黒曜石 21.83 26.13 20.07 9.34 

可
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第4章まとめ

内屋敷遺跡(1)と内屋敷遺跡(2)は地点が異なるだけで同一遺跡であるので，ここでは両者をまとめて記

載する。

1 旧石器時代

内屋敷遺跡(2)で遺物が出土した。確認調査によるグリッドから出土したため周辺のグリッドを拡張し

て調査を実施した。その結果， 4点の遺物が出土した。出土した遺物は剥片で製品はなく，本地区での生

活行動は少なかったものと考えられる。

2 縄文時代

内屋敷遺跡(1)で縄文時代早期の陥穴7基と炉穴がl基が調査された。遺物は早期撚糸文系土器，条痕文

系土器，前期，中期及び後期の土器片も数は少ないが出土している。遺跡全体が弥生時代後期から古墳時

代前期の遺構が重複していることから，縄文時代の遺構は掘り込みの深い陥穴などが遺存したものと推定

される。遺跡全体から縄文土器の出土が見られる事から，本遺跡地で、の縄文時代の生活活動は多かったと

推定される。

3 弥生時代

弥生時代後期の竪穴住居跡は内屋敷遺跡(1)で9軒，内屋敷遺跡(2)で5軒と方形周溝墓 1基が調査され

た。このことからこの台地全体にわたって弥生時代後期の集落が展開しているものと推定される。

内屋敷遺跡(2)では，溝がおのおの独立した方形周溝墓が調査された。 1基のみの調査であったが，台

地奥部にはさらに検出される可能性がある。

4 古墳時代

竪穴住居跡は前期，中期，後期と各時期にわたって検出された。古墳時代前期の竪穴住居跡は内屋敷遺

跡(1)で40軒と土坑2基が，内屋敷遺跡(2)で5軒と多くの竪穴住居跡が調査された。鉢形土器や小形丸底土

器，小形器台などとともに，東海系のS字口縁台付聾も出土している。これらの事から本遺跡は，小植川

中流域の母集落であったとも考えられる。地形的には内屋敷遺跡の中心はさらに西北に延びる台地の中央

部と思われる。 66 R -6 1から出土した特殊器台形土器片と思われものは，先に触れた鉢形土器ととも

に，本遺跡の重要さを示しているものとされる。

古墳は茅野 3号墳と古墳跡 2基が調査された。内屋敷遺跡(2)には周知の古墳群である茅野古墳群に含

まれる茅野3号墳があり，今回の調査でもその周溝の一部が調査された。(財)君津郡市文化財センターに

よる調査で，古墳の周溝についてはその位置が想定されていたが，今回の調査で南側の周溝の位置が明瞭

になった。他の古墳跡の2基はすでに盛土も削平されており，遺存状態は良くなかった。BSM-003

の周溝底面から，埋葬施設と思われるBSK-008が調査された。土墳からの伴出遺物はなく，埋葬施

設と断定はできないが可能性は大きいと思われる。
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5 奈良 ・平安時代

奈良・平安時代の竪穴住居跡は今回の調査では確認できなかった。しかし，各遺構の項で触れたが，覆

土上位から当該期の土器が出土している。この時期の遺構と思われるものとしてピット群が調査された。

2 x 3間の堀立柱建物跡と思われるが，本報告書ではピット群とした。遺物が出土していないためピット

群の時期は明言できないが，本期と推定したい。遺物としては瓦片が出土しているが，小破片のため詳細

は不明である。

6 その他

遺物の出土がありながら帰属する遺構が判然としないものがあった。鉄板状鉄製品として報告した遺物

(第110図)は調査当初は「鉄鎚」として取り扱ってきた。しかし，他の出土例を見るとむしろ火葬骨埋

葬に伴う遺物として考えた方がより説明できる。ここでは，踊ケ作遺跡等で出土している鉄板状鉄製品に

類する可能性が高いことを指摘しておきたい。しかし，この鉄板の帰属する遺構(墓跡)は今回の調査で

は確認できなかった。耕作などによって原位置から動いたとしても，何らかの痕跡はあって良いと思われ

るが不明で、ある。

また，出土土器に関しても同様な事が見られた。遺構は弥生時代後期や古墳時代前期の遺構であるのに，

覆土から奈良・平安時代の遺物が出土している例が見られた。普通に考えれば遺構の覆土中に他の遺構が

造られてたものと考えるが，今回の調査範囲で複数の箇所で見られたことは，この場所でそれほど深く掘

り込んだり，逆に高く盛土をして構築する様な遺構ではなく，堀り込みの浅い，簡単な施設での行為がな

されていたものと考えられる。
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図版2
内屋敷遺跡 (1)

2 調査終了後全景



図版3

1 調査前近景(西から)

2 調査前近景(南から)

3 確認調査トレンチ
遺構検出状況
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2 ASI-001 遺物出土状況
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1 ASI -032 . 033 全景

2 ASI -032 柱穴断面

3 ASI -033 全景



1 ASI -035・038・039 全景
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1 ASI -055 全景

2 ASI -057 全景

3 A区66R-06 遺物出土状況火打金



1 ASK-009 全景 2 ASK-OI0 全景

3 ASK-Oll 全景 4 ASK-012 遺物出土状況

5 ASK-012 全景 6 ASK-013 全景

7 66R-14 遺物出土状況



1 65R -73 鉄板状鉄製品
出土状況 (上段竹串)

2 65R -73 鉄板状鉄製品
出土状況

3 下層土層断面 650-99 4 下層土層断面 66R -99 



1 BSI -001・003 全景

2 BSI -002 全景

3 BSI -002 遺物出土状況



1 BSI -003 全景

2 BSI -004 全景

3 BSI -004 遺物出土状況



1 BSI -009 全景

2 BSI -010 全景

3 BSI -011 全景



1 BSI-012 全景

2 65Q' 66Q グリッド周辺

遺構



2 BSI -012 骨粉検出状況

4 BSK-003 全景

5 BSK-005 全景 6 BSK-005 土層断面
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内屋敷遺跡 (2)

1 A区調査前近景

2 B区調査前近景

3 A区調査終了後全景



1 ASI -002 全景

2 ASI -005 全景
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1 ASK -009 全景 2 ASK-010 全景
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1 BSM -003 全景

2 ASM-006 全景

3 B区調査終了後全景



1 茅野3号墳近景

2 茅野3号墳 (ASD-024) 

3 ASD-024 全景



1 B区調査終了後全景
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ふりがな ふ り がな コ 一 ド 調査面積

所収遺跡名 所 在 地
北緯 東経 調査期間

町1
調査原因

市町村:遺跡番号

うちゃしきいせき ちばけんきさらづしかやの

206 ~ 030-1 内屋敷遺跡(1)千字葉県木更津市茅野 35度 140度 2003040l~ 2，354rri 道路建設

上ノ台787ほか 21分 04分 20031017 

21干少 03秒 20040401~ 

20040416 

うちゃしきいせき ちばけんきさらづしかやの

内屋敷遺跡(2)千あ字ざ葉百とう県木更津市茅野 206 030-2 35度 140度 20030401~ 1.825ぱ 道路建設

自未823-1ほか 21分 03分 20030630 

21秒 55秒 20031001~ 

20031015 

所収遺跡名 種別 主 な時代 主な遺構 主な遺 物 特記事項

内屋敷遺跡(1) 集落跡 縄文時代 陥穴 7 縄文土器，石器

炉穴 I 

弥生時代 竪穴住居跡 9 弥生土器，石器

古墳時代 竪穴住居跡 56 土師器，須恵器，鉄製品

土坑 2 土師器

奈良 ・平安時代 ピット群 1 

中・近世 溝跡 7 土師器，須恵器，瓦，鉄製品

不明 土坑 I 土師器

内屋敷遺跡(2) 包蔵跡 先土器時代 石器

集落跡 縄文時代 縄文土器，石器

弥生時代 竪穴住居跡 5 弥生土器

方形周溝墓 1 弥生土器

古墳時代 土坑 1 土師器

古墳 3 土師器，須恵器

中・近世 i茸 1 土師器，須恵器，瓦，鉄製品

土坑 6 土師器



千葉県教育振興財団調査報告第546集

首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書4

一木更津市内屋敷遺跡(1)・(2)一

平成18年3月24日発行

編

)c$<. 
フロ

正H

集

行

席。

財団法人千葉県教育振興財団

国土交通省関東地方整備局

千葉国道事務所

千葉市稲毛区天台五丁目27番1号

財団法人 千葉県教育振興財団
千葉県四街道市鹿渡809番地の 2

株式会社弘文社
千葉県市川市市川南二丁目 7番2号


	序文
	凡例
	本文目次
	挿図目次
	表目次
	図版目次
	第1章　はじめに
	第1節　調査の概要
	第2節　遺跡の位置と環境
	第3節　調査の概要

	第2章　内屋敷遺跡(1)
	第1節　調査の概要と方法
	第2節　検出された遺構と遺物
	第3 節　その他の遺物

	第3章　内屋敷遺跡(2)
	第1節　調査の概要と方法
	第2節　検出された遺構と遺物 
	第3節　その他の遺物

	第4章　まとめ
	写真図版
	航空写真
	内屋敷遺跡（1）
	発掘調査図版
	遺物図版

	内屋敷遺跡(2)
	発掘調査図版
	遺物図版

	報告書抄録
	奥付




